
佐渡植物方言語源私考

本間建一郎

1　はじめに
　平成13年2月（2001）に八坂轡房編集の「日本植物方言

集成」が発行された。これより先，昭和47年4月（1972）

に八坂雷房は，（社）日本植物友の会編集の「日本植物方言

集（草本類篇）」を刊行したが，このたびの「方言集成」は，

その後20数年を経た今1ヨ，新たに収集された方言に木本類

をも含めさらに充実した内容となり，収録されている植物

数は野生植物と栽培植物とをあわせ2000樋あまり，それ

に含まれる方言名およそ40000語が収録されている。この

「方言集成」には佐渡の植物方言が植物の穐類で260種あま

り，方言名で580語ほど記載されている。

　佐渡の植物名の記録されている古い文献に，相川奉行所

が幕府に提出した「佐州産物志（全）」（享保20年，1735）

の写し（寛延2年，1749）が残っている。また，相川奉行

所の命により田中美清（葵園）の編纂した「佐渡志」（文化

3～13年，1806～1816）に335点の植物の記載がある。

「佐州産物志（金）」は，江戸幕府八代将軍徳川吉宗の命を

受け，本草学者丹羽正伯がT享保19年に全国の諸領にたい

し，各領内で産出する産物を記録した「諸国産物帳」の提

出を指示した際に編纂されたものである。「佐渡国略記第9

巻」（佐渡高校同窓会編：佐渡国略記上巻1986）に，佐渡

においても相川奉行所が享保20年に「佐州産物帳」を江戸

へ提出したことが記録されている。

　今日残っている「佐州産物志（全）」は奉行所の控書の写

しと思われる。各領から提出された「産物帳」に載せられ

ている植物名の多くは各領の地方名で記録されており，今

日それらの地方の植物方言を知る手がかりとすることがで

きる。

　「諸国産物帳」の調査研究をされている安1ヨ　健博ニヒは

その著書「享保・元文　諸国産物帳集成　第皿巻　佐渡・信

濃・伊豆・遠江」に国立国会図書館収蔵の「佐州産物志

（全）」を載せて解説し「佐渡は古くから独自の文化を作り

上げた場所柄であるだけに，動植物の呼称には本土と異な

るものが多いのが目立っ。その中には今日まで残るもの，

あるいはすでに消えた呼称もあるのではないかと思はれる

が，その詳細な検討は同地の事情に詳しい方のご検討を仰

ぎたい」と記されている。植物方言はその地域に住む人々

と自然との関わりが深いほど多く生まれるものであろう。

いわば方言はその土地の文化の所産である。現今その土地

の方言が忘れ去られようとするとき，いま「日本植物方言

集成」の発行を機に，佐渡各地の知人の協力を仰ぎ，これ

に記載の佐渡方言を藻に、各地の方言の分布を調査した。

その結果を踏まえてこのたび佐渡植物方言の語源の解明を

試みた。安田博士の期待に沿えるかどうかを危惧しなが

ら，いくっかの文献を頼りに偏見と独断を以って試みた。

諸賢のご批判と，ご叱正を頂ければ幸甚の至りである。ま

た，この作業にご協力を頂いた各氏に深甚の謝意を袈す

る。

凡例1）植物名の和名はカタカナで表し，漢名を付し，

　漢方の薬効を記した。2）方言名はひらがなで表した。

　3）「方言集成」に記載されている方言のうち佐渡のもの

　には※印を付け，佐渡の記録のないものには＊印を付け

　た。4）「佐州産物志（金）」に記録されているものには◎

　印を，「佐渡志」に記録のあるものには口印を付記した。

　5）その他のものは無印とした。

2　佐渡の植物方言と分布

1　アオダモ（コバノトネリコ）（モクセイ科）

くろたもぎ※　外海府

たもぎ　中興　大和田　下久知　水津

（ノート）1タモギはこの木の材が強靭でよく撹むことから

「撹む木」からといわれる。タモ，ダモ，タモギtタマノキ

等に転託する。この木の枝を切って水に挿すと，水が青く

なることから名付けられたといわれる。佐渡に自生するも

のにアオダモ，ヤマトアオダモの二種がある。海府地方で

は，樹皮が灰褐色のアオダモをクロタモギ，淡褐色で滑ら

かなヤマトアオダモをシロタモギと区別する。

2　アオサ（アオサ科）石尊

あおさ＊◎赤泊　片野尾　　分布；三重　山口　香川

あおのり　長江　平松　北小浦

あまのり◎

あまも◎沢根

いとあおさ（古）※◎　水津

（ノート）；アオサは海岸の浅いところの岩に着生して生じ

るが，アオノリと一緒に認識しているようである。またア

マモ，アマノリはイワノリ（紫菜）をさすがこれらを含め

てアオサにしているものと思われる。

3　アオミドロ（ホシミドロ科）

あおさ　吉井本郷

あわさ※　長木　中興　大和田　下久知，　分布；新潟

みずあか※　長江，　分布；新鴻

（ノート）：アオミドロは淡水中に繁殖する糸状のホシミド

ロ科の植物であるが，田植え直後の水田などではこれが繁

殖すると水面が泡立ちイネの幼苗に付着し倒伏させ腐敗枯

死の原因になる。

4アカマツ（ーマツ科）

おんなまつ＊　長木，　分布；青森　茨城　群馬　千葉

　神奈jl［静岡

めまっ＊　高千，　分布；新潟　青森　秋田　山形　茨城

　静騰　京都　和歌山　島根　高知　大分　鹿児島

（ノート）：マツの樹形からアカマツは雌松，クロマツは雄

松に対比させたもの。

一1一



5　アカメカシワ（トウダイグサ科）鰍樹

あかめのき＊加茂高千長木水津Ji一野尾赤？H
　徳和　羽茂，　分布；千葉　石川　福井　静岡　和歌山

（ノート）：枝先の幼芽や新葉が赤味を帯びるeまた，カシ

ワはこの木の葉で食物を包んだことからといわれる（炊ぐ

木）。高千地区では神棚に供える塩を盛る1111かわりに葉を

使用する（北見健彦氏）。

6　アカモク（ホンダワラ科）

あまも◎

とめも◎

ながも　徳和　佐渡全域

7　アキカラマツ，カラマツソウ（キンポウゲ科）

たかと一◎　中興　羽茂

（ノート）：タカトウは高当薬の簡略語であろう。当薬はセ

ンブリであり苦味健胃薬である。アキカラマツにも苦味が

あ参健胃薬に用いた。この植物が草丈の高いところからタ

カトウヤクと呼ばれタカトウとなったものと思われる。

8　アキグミ（グミ科）

はまぐみ　高千　下久知　水津

くノート）；ハマグミはこのグミが海岸地帯に多く見られる

ことによるもの思われる。

9　アケビ（アケビ科）木通　逓草，蔓茎一利尿荊

あくびに］撫茂　二宮　高千　沢根　長木　中興　大和田

吉弁本郷立聾長江　北小浦下久知　水津　片野尾

　畑野赤泊　徳和　羽茂

（ノート）：アクビはアケビの転読。アケビはアケミで実が

裂腸するところからと云われる。

鎗　アジサイ（ユキノシタ科〉紫陽花

あつさい◎

あんさ楽水津
なな雛蓼巌　公布；三重　滋賀　奈良　山目　香用

｛f－　S｝　；アジサイはアズサイの変化，アズは集まるの意

で葎鐸多嚢集象っているところから。サイはサ（真）藍で

諺甕嚢ら葺アン葦慧アジサイの転読。ナナバケは七牝けで

蕉毯毒慧鋒嚢舞壕媛髪二重るところから。

である。アテビはその材が優れているから「貴檜」である

と言う説もある。アスナロはヒノキによく似ていて，「明

日はヒノキ」になろうと言う意だと言われる。佐渡に自生

するアスナロは球渠が円い北方系のヒノキアスナロであ

る。佐渡ではヒノキをアスナロと呼ぶ。

12　アセビ（ッツジ科）馬酔木　掃木，葉一殺虫剤

いせじろ※

からしきび※　中興　吉井本郷

こしきみ※

これきみ※

しきび＊　水津，　分布；埼玉

（ノート）：アセビは佐渡に自生はなく，庭園に植栽される

常緑の小潅木である。葉は小形でシキミに誤認されている

のであろう。「イセジロ（伊勢白），カラシキビ（唐シキ

ビ），コシキビ（小シキビ），コレキミ」は品種名であろう

か。「シキビ」はシキミ科のシキビと同じ系統の植物に見

ているもの。

13　アブラナ（アブラナ科）

わかな口　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

（ノート）：ワカナは早春に成長を始める菜の意か。

14　アマ（アマ科）亜麻，種子（煎剤）一腸疾患の包摂剤

やまそ楽

（ノート）：ヤマソ（山麻）はカラムシを指す。アマ（亜麻）

は中央アジア原産の繊維植物。この糸で織った布をリンネ

ルと言う。漢名の亜麻はラテン語名Amaniaからと言う。

又，大麻に次ぐから亜麻だとの説もある。

15アマガキ（カキ科）

きざわし　高千　沢根　長木　中興大和田　吉井本郷

立野　長江（きざがき）平松　北小浦　下久知　水津

　片野尾湊新町赤泊松ケ崎徳和羽茂
（ノート）：キザワシは「木酪，稗柿，樹淡，木淡，木練」等

がある。キザガキはこの転託。

16　アマチャズル（ウリ科）千歳藁

あまちゃ◎　沢根　中興　大和田　長江　北小浦　下久知

　新1町　赤評白　松ケ蝦

王王アスナ舜舞ノ孝鶉難i葵嬉巽茎一黄痙薬一

あてび＊　蕩千嚢霧髪毒　＃舞籍…弁本雛立畢影長

　狂平松薯ヒノ葦嚇難舞萎塞難廷舅選タ舞野霧戦

短白新穂徳霧　　肇霧；霧舞覆舞簗華静縛

辮
9］9Fき・＊　ゆ興，　分布；岩手モ嚢蕎i葎震籏霧鐙

霧本霧罵躾阜
夢落事　華饗，発梅；青森岩手　宮城蕪羅　1聾形群

　霧羨野静縫　塘規
｛ノー手卸象渡郵務ナるアスナロの一般的呼び方はアテビ

蝋て難｝紫あ義ヒノギ（緬準），ヒバ（槍簗｝は少数派

17アマドコロ（ユリ科）君野老　萎薮　黄精　偏精，

　根茎一関節炎，腰痛

へびので一はち水津片野尾

くノート）：アマドコロの名は地下茎がトコロに似ているが

トコロとは違って舞味のあることによる。ヘビノデーハチ

は罫舵の大八」で一般にテンナンショウに当てた方言。こ

のアマドコロの若芽の蒸の模様がテンナンショウに似てい

るところからと患われる。

影　アマナ（ユ彗科）山慈靖　鱗i茎一腫チ島

かたくりな◎　巾鍵，　分布；南部地方
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こわじ　高千

（ノート）：アマナもカタクリと同様に根から澱粉を採り，

また茎葉を食用にしたのでカタクリナの呼称があるものと

思われる。ゴワジは良く分らないが「御和尚」ゴワジョウ

の転誰か。

19　アマモ（ヒルムシロ科）甘藻

うみがま◎

（ノート）：アマモは「リュウグウノオトヒメノモトユイノ

キリハズシ」と言う長い名を持っている。葉の形から海に

生える蒲の意でウミガマであろうe

20　アラメ　（コンブ科）

あらめ＊　沢根，分布；和歌山

かじめX　高千　立野　北小浦　水津　片野尾，　分布；

　石川　静岡　山口

（ノート）：佐渡の近海で採取すものはツルアラメである。

アラメまたは別名カジメとよばれる。しかしカジメは揺布

で別種。

21　イカリソウ（メギ科）淫羊覆　葉一陰屡の薬

つるはな※

つるばな※

（ノート）：佐渡に自生する種類はトキワイカリソウと云わ

れる。その分布は小佐渡の西部寄りで大佐渡へは新穂から

水渡田を過って安養寺まで続く。花は四片の花弁に長い距

があり錨状で下をむいて釣り下がっているところからツル

ハナ，ツルバナと言われる。

22　イタドリ（タデ科）虎杖　根一通経剤，淋疾薬

したどり※◎

すいかっほ1ん※　二宮　沢根　長木

すいかんぽ一※　下久知，分布；埼玉

すいかんぽん※　大和田

すいかんぽんぽん　沢根　中興　泉　立野

すいこ※　羽茂，　分布；石川　長野　香川

すっこんこん　金泉

すっぽん※　高千　松ヶ崎，　分布；三重　奈良　和歌山

　京都　兵庫　岡山　広島　山口　島根　香川　愛媛高

　知

すっぽんすいか※　北小浦

すっぽんぽん※　金泉　新町，分布；大分

たけすいこ※　　分布；長野

　＝たけずっぽん※

ぽんぽん※　加茂　中興　大和田，

　岡山　広島　山口　愛媛高知

ぽんぽんすいか※　二宮　長江　平松，

　分

ぽんぽんずい　沢根

ぽんぽんずいか※　吉井本郷　立野

　両津松ケ1崎

ぽんぽんずいきょ　水津

分布；石川　長野

分布；新潟大

長江　北小浦　水津

ぽんぽんずいこ※　長江　水津赤泊，　分布；新潟

ぽんぽんずいこん※

ぽんぽんまいか※

やまだけ※　分布；広島

（ノート）：イタドリの古名を「たじひ」という。蛇のマム

シを「たじひ」と云い茎の模様からイタドリにその名をあ

てたものか。イタドリは早春わかい幼茎を山菜として利用

し，また蓉い芽を揉んで傷1コに擦り込み出］III，痛み止めに

用いたという。佐渡に自生する樋類にイタドリとオオイタ

ドリの二種がある。

　シタドリはイタドリの転託，ヤマタケ，タケスイコ，タ

ケスッポンは幼茎を竹の子（筍）に見立てたもの。他の方

言は「ぽんぽん」と「すいか」から成り立ち基本形は「す

いかんぽんぽん」であろう。「すいか」は幼茎の食味が酸っ

ぱいところから「ぽんぽん」は採取するときのポンという

音感からであろう。

23　イタヤカエデ（カエデ科）

いたや＊◎　高千　沢根　中興　大和田　吉井本郷　立野

　北小浦下久知　水津　片野尾　新穂徳和　羽茂，

　分布；秋田栃木京都茨城新潟長野富山石
　川　鳥］取　熊本

（ノート）：「いたや」の名は葉が板屋のように密に重なり

着生し雨露の漏れるのを防ぐ事からという。佐渡に自生す

る種類をアカメイタヤという。

24　イチイ（イチイ科）禄

おんこX　沢根　長木　中興　大和田　下久知　水津　徳

和，　分布；北海道　青森　岩手　宮城　山形　埼玉

　神奈川　静岡　高知

とが※◎　高千，　分布；新潟　長野　島根鳥取　岡山

もみ＊◎沢根　中興　大和田　吉井本郷　立野　長江　北

　小浦　新1町　赤泊　畑野　徳和，　分布；山形

（ノート）：笏を作る材にするところから第一の位である

「イチイ，一位」と名づけられたと言う。「おんこ」はアイ

ヌ語起源という。「とが，もみ」はマツ科の植物で本来別種

である。葉の形状が似ているところから誤称されたもの。

佐渡では「もみ」が多い。

25イチジク（クワ科）無花果　果実「緩下剤

いちじく　沢根

と一がき※　外海府　加茂二宮高千長木　中興　新

　穂吉井本郷立野　長江　平松　北小浦　下久知　湊

　赤泊新穂，　分布；山ロ　福岡　山梨　滋賀　京都

　大阪　兵庫　奈良　鳥取　島根　岡山　広島　香川　愛

　媛長崎熊本大分
とんがき　水津

（ノート）：小アジア原産。「イチジク」の名称は果実が一一月

で熟すとか，一日で熟すからといわれる。また，イチジク

の漢名は「映日果」で「映日；アンジツ」はイチジクのペ

ルシャ語の「アンジル」を漢字にしたものという。このア

ンジルがアンジツ果一インジツカーイチジクとなったとい
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われる。「と一がき，とんがき」は唐柿で柿と同様に木に着

生したまま熟するところからと云われる。

26　イチョウ（イチョウ科）銀杏　鴨脚子

いちょうのき　北小浦

ぎんなん◎日　中興　大和田　吉井本郷　下久知　水津

　新町　赤泊　畑野　羽茂

ちちのき＊〔1分布；神奈川

（ノート）1イチョウの名称は漢名の「鴨脚」の中園音の

「イチャオ」や「ヤチャオ」からの転設というe「ぎんなん」

は実で銀杏（ギンキョウ）の中国音のギンナンからである。

また「ちちのき」はイチョウが大木になると横枝から気根

が乳頭状の瘤となって垂下するからである。また公孫樹と

いわれるのは実の成るのが孫の代になる慧．

27　イヌガヤ（イヌガヤ科）

しょ一び楽　分布；山形

ひゆ一び＊　中興，　分布；福局　宮城猟馬

ひょ一び＊　長木　大和田　吉井本郷　高千　徳和，

　分布；奥州　山形　福島　新潟　富山　福井　長野

ひょ一ぶ＊　徳和，　分布；宮城秋田　山形　富山　石

　川　長野　静岡

（ノート）：イヌガヤは犬櫃でカヤ（橿）に似て非なるとこ

ろから。佐渡に自生するものはハイイヌガヤという。方言

の「ひょうび」が代表的で他はその転誰。この「ひょうび」

の語源のひとっは，この実から灯油用の油を採ったことか

ら「火の実」一火のミー火のビーヒョウビ　となったもの

という。もうひとっは，イヌガヤは古くは「加閉，カへ」と

いい，その実を「閉の実」すなわち「閉実，ヘミ」といい

「ヘミーヘビーヘイビーヒョウビ」となったという。

28　イヌショウマ（キンポウゲ科）犬升麻

いわんたいらX　中興

（ノート）：イヌショウマ　佐渡に自生の記録は無い。

名前のイヌショウマは升麻（サラシナショウマ；晒し菜升

麻）に似て非なるものの意。イワンタイラは「岩のタラ」

の転託で岩場に生える「タラ」の意か。

ひょ一濠◎　長木　中興　大和田　吉井本郷，　分布；岩

　手千葉，

ひよくさ◎［コ

まぴゅ一※　長木

（ノート）：ヒユはインド原産の一年草，イヌビユは畑の雑

草，いずれも救荒植物として採食した。これを食べると体

が冷えるので「ヒユ；冷ゆ」の名になったといわれる。こ

の植物は茎丈が高く見えるので「菟」の字を当てるというe

「まびゅう」は「真菟」である。

31イノコズチ（ヒユ科）牛膝　根一駆癒1血斉1J

ていそ一（古）※

ていそく口

（ノート）：イノコズチは古くは「為乃久豆知」と書いたが

これは「為乃久豆和」の誤記で「猪の轡」の意であろうと

する説がある。即ち茎枝を切り取ると「轡」の形になると

いう。「ていそく」は鼎足の転託か。鼎は三本足で立って

いるが，イノコズチは枝が対生に着いており，茎を節で切

り取り両枝を適当の長さにし，釣り合い人形（野次ろうべ

い人形）を作る遊びがある。この枝の釣り合いを鼎の足の

釣り合いに見立てたものか。

32イボクサ（ツユクサ科）

べっちょぐさ※

ほしくさ楽

（ノート）：イボクサは水田など水湿地の雑草。「べっちょ

ぐさ」は幼児がこの草の茎を節のところで抜き取り葉鞘に

抜き挿ししてあそんだことから。また，「ほしくさ」は桃色

で三弁の小花を星に見立てたものか。

33　イワカガミ（イワウメ科）

きつねのかおつき※

むじなのふとん※

（ノート）：佐渡に自生するものはオオイワカガミである。

「きつねのかおつき」は葉の形に依るものか。「むじなのふ

とん」はこの植物が密生しているところからの警えであろ
う。．

29　イヌッゲ（モチノキ科）柞木

びんかか※臼　外海府　高千　沢根　長木　中興　大和田

　吉井本郷　立野　長江　北小浦　水津　片野尾　両津

　畑野　赤泊　徳和　羽茂

びんかが※　二宮　沢根　下久知

びんかかず※　分布1山梨長野宮城秋田　山形新
　潟　山口　愛媛

（ノート）：「びんかかずjは「媛かかず」である。イヌツ

ゲの材質は粗悪で櫛を作るに耐えず，髪掻き櫛は作らなか

ったので「びんかかず」の名が生まれたといわれる。

34　イワナシ（ツツジ科）

やまなし　高千　中興　大和田　吉井本郷　立野　下久知

（ノート）：山地の林床に生育する日本海型の植物。

その実を食べる。

35　イワニガナ（ジシバリ）（キク科）

ちぢくさ＊　立野　北小浦　下久知　新11町　赤泊，　分布；

　群馬　至浄岡　新潟　和〕歌山　鹿児島

（ノート）：茎葉を切ると切り口から白い乳液が出る事によ

る。

30　イヌビュ（ヒユ科）犬菟

ひゆ　高千，　分布；香川

ひゆ一　中興羽茂

36　イワノリ　（アマノリ）（ウシケノリ科）

あまも※

のり＊　高千，分布；岩手　和歌山
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（ノート）：イワノリといわれるものはウップルイノリを主

に・多くの種類の総称である。漢名は紫菜，これをアマノ

リという。一般的に「のり」といわれる。

37　イワヒバ（イワヒバ科）i茎葉一『下ll朗罫胡工

いわまつ※　高千　大和田，　分布；三重　和歌山　香川

　福岡　島根岡山広島∫1眞本長碕鹿児島

としょ一※　中興　下久知

ねずみさし　水津

ひば　北小浦

（ノート）：イワヒバは奥山の岩上に着生する。盆栽として

愛培され，その形状から「岩松，杜松，鼠刺し，桧葉」等

と言われる。

38　イワユリ（ユリ科）鱗茎一利尿剤，乳房の腫れ

いわゆり※　高千　水津，分布；山形

げんれんぼ一ず※　外海府　片野尾

（ノート）：「いわゆり」は岩百合である。

「げんれんぼうず」はゲンレン坊主で，「げんれん」にはど

んな意味があるのであろうか，イワユリの咲く頃に山地で

咲くレンゲツツジがある。この両者は，花の形，色が良く

似ていて，このイワユリの方言はこのツツジに関係がある

のではないだろうか。イワユリの草丈は低く可愛らしく

「坊主」と1呼ばれ，レンゲッッジに対比し「レンゲjを「ゲ

ンレン」と反対に呼び「ゲンレンボウズ」としゃれたので

はなかろうか。

39　インゲンマメ（マメ科）隠元豆　緑豆，樋子一巴布剤

ささぎ＊　長木　中興　大和田　立野　長江　北小浦　下

　久知　水津　片野尾　畑野　両津　新町　高千　松ケ崎

　羽茂，　分布；北海道　青森　岩手　冨城　秋田　山形

　福島　山梨　岐．阜　1．Ll口

ささげ＊　高千　沢根　長木　吉井本郷　平松　赤泊，

　分布；北晦道　青森　岩手　宮城　秋田　新潟　長野

　岐阜　愛知　京都　鳥取　山口　宮崎

（ノート）：インゲンマメの類は一般にササゲ，ササギとよ

ぶ。ササゲは小豆と同様の用途がある。爽の長いものを十

六ササゲと称し英を食べる。ササゲの語源は爽が．ヒを向い

て着くところから捧げる意といわれる。

40　ウグイスカグラ（スイカズラ科）

あずきいちご※　分布・；兵庫　島根　岡山　香川

（ノート）1佐渡に自生の記録がない。

ウグイスカグラの語源には「ウグイスの隠れる木」とか

「ウグイスの狩座（カクラ）」などがある。「アズキイチゴ」

は紅熟した漿果を小豆に見立てたもの。

41　ウケザキオオヤマレンゲ（モクセイ科）

ぎょくせい※

（ノート）：佐渡に臼生の記録がない。

「ギョクセイ（玉整）」關芸品腫，延宝年間に中国より渡来

する。

42　ウコギ（ヤマウコギ）（ウコギ科）五加木樹皮一痴痛

　薬，強壮剤

いっかき※◎

いっかきのきのは◎

いっかきのは豪

ねずみさし※　沢根　中興　立野　平松　北小浦　下久知

　水津　新町　畑野　赤泊

（ノート）：漢名，五加木（ウコギ）

葉は五裂し一体となる→向木→ウコギ。「いつかき」は「五

加木」の読み，「ねずみさし」は鼠刺しで枝条に刺針の多い

ことから。

43　ウッボグサ（シソ科）夏枯草　花穂一利尿剤，泓疾

うるき

しょろ一一な◎

じょろ一な※◎

じょうさんばな　水津

すいすいばな※　加茂　中興，　分布；滋賀　島根　　和

　歌山熊本

すいばな＊◎分布；新潟長野　岡山　広島

ちぢすいばな　加茂

（ノート）：「ウツボグサ」は花穂の形を矢をさす鞭に見立

ててもの。「うるき」は漢名，溝州夏枯草。和名，宇流木

（ウルキ）。「しょろうな，じょろうな，じょうさんばな」は

この花の煎汁が撚疾に効ありと言われ遊女の薬とされたも

のか，「すいばな，ちぢすいばな」は子供たちが花の蜜を吸

ったことから。

44　ウバユリ，オオウバユリ（ユリ科）

はきだめかぶら　徳和

やまかぶら＊◎　高千　中興　大和田，　分布；新潟　石

　川長野（ヤマカブ山形（ヤマガブラ）

（ノート）：花時にすでに葉（歯）が枯死するので姥に警え

て「ウバユリ」という。「はきだめかぶら，やまかぶら」は

幼茎の球根は大きく，カブラにたとえて，焼いて食べる。

45　ウマゴヤシ（マメ科）1穿蕎

お一かたばみ◎

かたばみ　水津

（ノート）：ウマゴヤシは飼料と．して馬を肥やす意。「かた

ばみ」は葉の形がカタバミに似るところから。

46　ウマノァシガタ（キンポウゲ科）毛莫

うまぜり※　加茂　中興　大和田，　分布；猟罵　兵庫

（ノート）：葉の形が鴨の足形に似る意。

「うまぜり」は草形が芹に似て大形で馬の芹とする。

47　ウラシマソウ（サトイモ科）虎掌

へびのたつ　平松

へびので一はち　長き　中興　水津　赤泊　徳和

へびんでち　長江

（ノート）；「ウラシマソウ」は肉穂の先の細長い鞭状部を
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浦島太郎の釣り糸の垂れた物に擬したもの。

「へびのたっ→蛇の龍」，「へびので一はち，へびんでち→蛇

の大八」は茎の模様や佛焔花の形から蛇を連想したもの。

48　ウリ（ウリ科）瓜　果蒋一催吐剤，種子一利尿剤

あじうり※

（ノート）：「あじうり」は味瓜で甘い瓜。

49　ウリハダカエデ（カエデ科）

うりのき※　水津　片野毘，　分布；青森　秋田　群馬

　栃木埼玉　石川　長野兵庫　島根　徳島　長崎

ゆりのきX　　　　　　　　　　　’

（ノート）：ウリハダカエデは樹皮の緑色の模様を瓜の実の

皮に擬したもの。「うりのき」は瓜の木で「ゆりのき」はそ

の転謝ヒ。

50　ウワバミソウ（イラクサ科）赤車使者

うたうたいな※◎

しずくさ※口

しずくち※　ノート；シズクサの誤写であろうか

しずくな※◎　分布；岐阜　徳島

しずしずな※◎

みずな※　高千　大和田　立野　新田丁徳和，　分布；長

　野　島根　山形　新潟　岐阜

みずぶき　沢根　長木　中興　大和田　吉井本郷　立野

　平松　下久知　水津　片野尾　赤泊　徳和　羽茂

みずぽ一き◎　ノート；ミズボーキの（ボーキ）はミズブ

　キのプキ（フキ）の託語であろう

（ノート）：「うたうたいな」は美味なこの山菜はひと所に

群生し，これを見つけると歌を唄いたくなる程の意か。

「しずくさ，しずくち，しずしずな」は「しずくな」の転託。

シズクナは滴菜で切り口から液漉が出ることによるもの

か。「みずな，みずぶき，みずぼうき」はこの植物が水湿地

に生えているから。

よのき＊　高千　沢根，分布；富ll」

よのみ※　沢根　長木　中興　立野　下久知　水津　片野

　尾畑野新II町赤泊
よ一のみ　：吉井本郷

よのみのき　沢根

（ノート）：佐渡にはエノキとエゾエノキがある。前者は赤

い実，後者は黒熟した実をつける。エノキの語源は「枝の

多い木」とか同嶋の餌になる実をつける木」といわれる。

エノキは一般にエノミ，エノミノキとよばれるがヨノミノ

キ等に転託する。クロヨノミはエゾエノキを区別した呼び

方である。

53　エゾミソハギ（ミソハギ科）葉茎一収敷剤

はぎ片野尾

ぼんばな＊　高千　大和田　吉井本郷　立野平松　北小

　浦　下久知　水津　湊　畑野　赤泊，　分布；新潟

みそはぎ＊　中興　大和田　立野　平松　水津　湊　新町

　畑野，　分布；新潟　京都

（ノート）：ミソハギは1喫萩（ミソギハギ）の転という。佐

渡にはミソハギとエゾミソハギの二種がある。エゾは蝦夷

で北海道を言う。この種は茎に毛があり葉は心脚でやや茎

を抱く。花は総状に茎の上部に集まる。方言の「ぼんば

な」お盆に仏前に供える花の意。

54エダマメ（マメ科）

あぜまめ＊　高千　沢根　立野　北小浦　下久知　水津

　新田丁畑野　赤泊，　分布；新潟　富山　石川　山梨

　長野　岐阜　静岡　愛知　三重　滋賀　京都　大阪　兵

　庫　奈良　和歌山　岡山　広島　山口　香川　愛媛　福

　岡佐賀熊本
まめ　中興

（ノート）：エダマメは大豆の未熟の爽を採って実の豆を食

べるものをいう。「あぜまめ」は水田畦畔に植えた大豆で，

これを間引いて利用した。

51　エゴノキ（エゴノキ科）斉轍果

じしゃX◎　高千　片野尾　赤泊，　分布；山形　千葉

　新潟　石川　福艸　岐阜

じしゃのき※〔コ加茂　沢根長木　申興　大和田　告井

　本郷　立野　長江　下久知　水津　高千　徳和，

　分布；岩手　山形　福島　新潟　佐賀　長崎　熊本

ちしゃのき※　分布；福井　岐阜　静岡　愛知　三重　滋

　賀　兵庫　奈良　和歌山　岡山　山ロ　香川　高知　佐

　賀長崎熊本
（ノート）：「エゴノキ」の語源はこの木の実の果皮にサポ

ニンが多く含まれ，口にすると蔵（えぐい）ところから。

方言名は古名「チサノキ；知佐木」の転託。この木を正月

の「メエダマ；繭玉」を飾る木にする。

52エゾエノキ（ニレ科）

くろえのき※　分布；大分

くろよのみ楽

55エノキ（ニレ科）

あかよのみ※

えのみのきX　大和田　畑野，　分布；山形　八丈島　宮

　城　福井　長野　瀞岡　三重　鳥取　島根　岡山　広島

　山口　愛媛　高知　福岡　長崎　熊本

よのき＊　加茂　二宮　高千　沢根，　分布；新潟　富山

岐阜　福井　滋賀　三重　和歌山　兵庫　鳥取　島根

香川愛媛
よのみX　高千　沢根　長木　中興　立野　北小浦　下久

知水津　片野尾　新IUT徳和　羽茂，　分布；山形

石川　福井　静岡　三重　滋賀　奈良　和歌山　山口

徳島愛媛大分
よ一のみ　吉井本郷

よのみのき＊　加茂　沢根，　分布；新潟　富山　石川

　福井　長野　静岡　滋賀　三璽　兵庫　奈良　和歌山

　鳥取　島根　徳島　香川

（ノート）：「あかよのみ」は赤い実を着けるエノキを指す。

一6一



56エノコログサ（イネ科）

いんのを※

たんちく◎

ねこじpらし＊　高千長木，

　埼玉　東京　神奈川　熊本

分布；長野茨城　群馬

（ノート）：エノコロは子犬でその手触りからの名称。

「いんのお」は狗の尾である。「たんちく」は良く分らない，

案ずるに，「たん」は丈の，「ちく」は丈の小さいの意か。

稗，粟などに比べて草丈の低いことから「丈のチク」と名

付けたものか。

57　エビズル（プドゥ科）要萸

いぬえび口

くろぶどう＊◎口　分布；奥州　窩城

すいび※　高千　中興　大和田　吉井本郷水津　片野尾

すいぶ　高千

すいぶど一　長木

すえび口　分布；新潟　富山

すぴX　二宮　沢根　立野

（ノート）：エビズルは葡萄の古名。「いぬえび」は犬葡萄

で葡萄の本物でない意。「くろぶどう」は実が黒熟するこ

とによる。「すいぶどう」は実の酸味からe「すいび」は

「酸い実」の1振副ヒ。

60　オウバイ（モクセイ科）迎春花

お一しゅくばい◎　中興

（ノート）：中国原産。梅花に似る黄花。

　「オウシュクバイ」は鶯宿梅で紅梅の銘花，オウバイとは

別極、名前の誤用。

61オオカメノキ（ムシカリ）（スイカズラ科）

お一ぱ巌　吉井本郷

むしかり　長江

やまもち※◎

（ノート）：rオオカメノキ」の名は「大英蓬の木」の爽蓬

（ケイメイ）が「カメ」に転じ「オオカメノキ」になったと

する説がある。「おおば」はガマズミ（英蓬）に比べて葉が

大きいことによる。「むしかり」はこの葉がよく虫に喰わ

れるので「虫喰われ」だろうとする説がある。「ヤマモチ」

は産物志に「賎民　春，葉ヲ採テ糧トス」とある。若葉を

採って主食に混ぜて増量にしたものであろう。またこの葉

は大形で餅や団子を包むのに用いたのでこの名になったの

であろうか。

62オオデマリ（スイカズラ科）繍毬花

てまりばな＊◎　巾興赤泊，　分布；和歌山

（ノート）：テマリバナはオオデマリの別名。

58　エンレイソウ（ユリ科）延齢草，延年草

がぜつな※口

くろんぼ一　徳和

さがりいちご※　高千　立野　北小浦

さはいいちごX

ほうずき　片野尾

やまほ一ずき※　吉井本郷　立野　下久知　羽茂

（ノート）；語源のエンレイソウはアイヌ語のエマウリがエ

ムリ→エンレイと転託したという説がある。

「がぜっな」はガゼツ菜でエンレイソウの根が東南アジァ

原産の芳香健胃剤の「義蓬；ガジュッ」（ショウガ科）に似

ているところから，「くろんぼ」は実の黒熟から，「さがり

いちご」は下がり苺，「ほうずき」は実をホウズキに見立て

たものt「さはいいちご」はよく分らない，群生して沢山生

えるところからか。

59オウチ（センダン科）棟，樹皮一駆虫剤果実一癌痛

せんだん◎　大和田　下久知

（ノート）：古名オウチの花は藤花に似て上向きに咲く故，

仰藤（アフフヂ）即ち仰向くの説，また京都の獄門にある

この木に畏首するところから逢う血（アフチ）かとの説な

どがある。和名センダンは「栴檀は双葉より芳しjの栴檀

（紫檀，白檀）とは別物である。

「オウチ」は枝が広がるので「蔽う地」，また花色から「淡

藤；アワフジ」の転靴。「センダン」は実が枝一面に着くの

で，大津三井寺の鬼子母神に供える千団子に擬したものな

どの説がある。

63オオバコ（オオバコ科）米咳　車前　葉，種子一眼病，

　利水剤

いんびき※

おんばくろ一※

おんばこ＊口　高千　二宮　長木　中興　大和田　吉井本

　郷　立野　長江　下久知　水津　片野尾　畑野　新町

　羽茂，　分布；北海道　群馬　埼玉　東京　愛知　長野

　和歌山　大阪　鳥取　島根　山口　愛媛　福岡　長崎

　熊本　大分　宮崎

すも一とりぐさ※◎　高千　大和田　平松　赤泊，

　分布；山形群馬千葉静岡　奈良　岡山　香川　福

　岡長崎
すもっとり※

すもとり※　外海府，分布；島根　山形　愛知

（ノート）：オオバコは大葉子で「おんばこ」等はこの転靴。

オオバコには殺したカエルを葉で包み花穂で叩くと生き返

るという傳説があり，カエルッパという方言があるerす

もうとりぐさ」等は，相撲取りで花穂を互いに絡ませて引

ばり切れたほうが負けという子供の遊びによる。「いんび

き」は犬慕で偽の蛙の意ではなかろうか。

64　オオマツヨイグサ（アカバナ科）

つきみそう＊　高千　沢根　長木　中興　大和田　吉井本

郷　立野　長江　平松　下久知　水津　片野尾　両津

新町　畑野　赤泊　徳和　羽茂，　分布；岩手　福島

　猟馬　静岡　長野　新潟　和歌山

（ノート）：オオマツヨイグサ（大待つ宵草）を一般にツキ

ミソウ（月見草）と呼んでいる。和名のツキミソウは別種
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である。

65　オキナグサ（キンポウゲ科）

せかいそ一※　分布；京都

ぜがいそ一◎□　分布；京都　長野　山口　福岡

ちんじ（古）※　分布；岩手　長野　福岡

（ノート）：「ぜがいそう」（善界草）は能舞の普界を演ずる

とき被る白熊（はくま）の塁の形にオキナグサのほうけた

花を見立てたものか。「ちんじ」はオキナグサの白頭の形

が稚児の頭に似るところから「ちこばな」の名がある，こ

の稚児（ちじ）が賑靴して「ちんじ」になったものか。

66オシダ（オシダ科）貫衆，根茎一条虫駆除薬

きじのお口

（ノート）：　「きじのお」は別覆で誤用である。

長江平松　北小浦下久知　片蟹尾　畑野　新町　羽

　茂，　分布；青森　岩手　宮城　山口

（ノート）：山野の澤沿いに生えるオニグルミは単に「くる

み」という。

71　オニドコロ（ヤマノイモ科）碑解，根一風湿，諸瘡

かんどころ※◎

ところ＊　高千　沢根，　分布；秋田　山形　福島　新潟

　和歌山　鹿児島

やまいも　北小浦

（ノート）：　「トコロ」はトクル，　トロクの転という。

正月の蓬莱飾りの三方の盤に「米，漿斗飽，勝栗，昆布，野

老，馬尾藻，その他」を盛り付けた。

　「かんどころ」は「奨どころ」である。「やまいも」は「じ

ねんじょ」と同一視しているものか。

67　オトギリソウ（オトギリソウ科）小連翅　葉茎一傷薬

おとぎりす※　分布；山形　東京　奈良　和歌山　新潟

　島根　宮dfS　三重

おとぎりそ一＊□　分布；山形　島根　岡山　鹿児1島

ちぢすいばな※　高千　下久知，ノート；オドリコソウの

　誤植か

（ノート）1「オトギリソウ」は弟切草である。昔，鷹飼い

の名人がこの草が鷹の傷を治す秘薬としていたのを，弟が

他入に洩らしたので怒って切り殺したことによるという。

「ちぢすいばな」はオドリコソウの方言で，オトギリソウは

その錯誤と思はれる。

72オニフスベ（ホコリタケ科）馬勃，菌体一止1（il剤

うまのくそたけ（古）　　　　　　　　　　　　b

うまのほこりたけ（古）

ぢぼこり口

ほこりたけ（古）長木　羽茂

むじなのたばこ　徳和

やぶたまご

（ノート）：内部ははじめ白色で食用になる。のち乾いて古

綿のようになり、叩くと胞子が埃になって出る。「ぢぼこ

り」は地埃。「むじなのたばこ」は胞子の飛散を煙に見立て

たもの。「やぶたまご」は古名「やぶだま」の転か。

68　オトコエシ（オミナエシ科）敗醤，根一利尿剤，駆癖血

お一つちな＊◎　分布；茨城（お一っち）

（ノート）：オトコヘシはオミナヘシと共に漢名敗醤とい

う。この両者は臭気があり醤（ヒシオ）にあてたものであ

ろう。そして敗醤（ハイショウ）が転託して「ヘシ」にな

り，白花は「オトコヘシ」に，黄花のものは「オミナヘシ」

となったといわれる。

　「おおつちな」はT古名の於保都知，知女久佐（血眼草）

で赤目膜障を治すという。

69　オドリコソウ（・シソ科）続断根一瘡瘍，花一浄lni剤

うぱがち※

ちすいばな※

ちぢすいばなX　赤泊　羽茂

ちぢばな＊　長木　徳和，　分布1青森

（ノート）：白色の塵形花が茎節に輪生する様が踊り子の踊

る様を思わせ，オドリコソウの名になったといわれる。こ

の花には蜜があり子供たちは好んでこれを吸ったものであ

る。「うばがち」は乳母が乳。「ちぢすいばな」は乳吸い花

である。

70　オニグルミ（クルミ科）小胡桃，果肉一強壮剤，果皮一

　染料

くるみ◎　沢根　長木　中興　大和田　吉井本郷　立野

73　オニユリ（ユリ科）鱗茎一利尿剤，乳房の腫れ

やまゆり＊　水津，　分布；青森　静岡

ゆり＊　高千　沢根　長木　中興　吉井本郷　立野　長江

　北小浦下久知　新町　畑野　羽茂，　分布；青森　岩

　手新潟島’根
（ノート）：従来，観賞用または食用球根を採取するため栽

培されたが逸出し野生化したものがある。

74　オノエヤナギ（ヤナギ科）樹皮一解熱剤

いやなぎ※

ひられやなぎ※

（ノート）：ヤナギの語源は魚を捕る梁木に使用したことに

よると言われる。方言「いやなぎ」は「斎やなぎ」で木幣

などを作る原材料にしたもので，神聖な，清浄なヤナギの

意であろうか。「ひられやなぎ」は「ヒダレ柳」の転託で，

冬季枝から垂れ下がる氷垂れによるものか，または「シダ

レ柳」が転託して「ひだれ→ひられ」となったものか。

75オミナエシ（オミナエシ科）敗醤，女郎花，根一利尿剤，

　駆痙血

おみなめし＊◎　分布1兵庫　岡山　福岡　佐賀　熊本

ちとめくさ※口立野

（ノート）：「おみなめし」はオミナエシの転。「ちどめぐ

さ」はこの草を揉んで傷口に当て止血に用いたものか。
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76　オモダカ（サジオモダカ）（オモダカ科）沢潟，球i茎一

　利尿斉1」

くちあけ※

くちさけ＊　羽茂，　分布；伊豆

くわらつ※　長木

ななと一ぐさ※◎□

（ノート）：オモダカは葉の形から「面高」とした。

「ななとうぐさ」は枝の輪生する花茎を「ヒ重の塔」に見立

てたものか。「くわらつ」はこの葉の形を鍬と柄（だっ）に

見立てたもの。「くちあけ，くちさけ」は葉の形を顔に見立

て，葉脚の二二片を，口を開けた，または裂けた状態に見立

てたものか。

77　オランダイチゴ（バラ科）

かんいちご　大和田

せ一よ一えちこ※　沢根　中興

ままっこえちこ※　分布；岩手

（ノート）：「かんいちご」は漢イチゴ，「せいよういちご」

は西洋イチゴであるe「ままっこえちこ」は幼児語で「飯

（ママ）っこイチゴ」であろう。

78　カエデ（カエデ科）楓機，難冠木，難頭樹野難楓

はなのき※　中興　大和田　立野　北小詐il，　分布；青森

　岩手　秋田　山形　群馬　新潟　富山　岐阜

もみじ　沢根

（ノート）：カエデは葉の形が蛙の手に似るところからカエ

ルデ→カエデの転であるといわれる。モミジはカエデの葉

の紅葉’が美しいので色を揉み出したということでモミジで

あるという。「はなのき」はカエデ科の一種であるが佐渡

には自生していない。ところが佐渡では山野のカエデを総

て「はなのき」と呼ぶ。

79　ガガイモ（ガガイモ科）羅摩，種子一強壮剤

がんがらべ＊　外海府，　分布；新潟（がんがらび）

ところ※　沢根　中興　立野　北小浦　水津　片野尾　羽

　茂，　分布；山口

はんや※◎　中興，　分布；（ぱんや）長野　菓京　三璽

むじなのち（古）※

（ノート）：古名カガミ　耀美

「がんがらべ」は裂開した果のガラガラとした感じからtこ

の爽には縫い針をいれて仕舞った。「ところ」は蔓の茎葉

がトコロに似るところから。「ぱんや」は　果には種子に

着いた綿毛があり，熱帯産のパンヤに似ており和のパンヤ

と6う。「むじなのち」は茎を切ると白い乳汁が出る，これ

を狢の乳に見立てたものe

80　カキ（カキ科）柿，蒋片一吃逆の薬

だらり※　沢根　二宮　中興　大和田　立野　北小浦　水

　津　片野尾　畑野　新町

（ノート）：「だらり」は柿の一晶種。かっての農家の庭に

は「栗の江，真光寺だらり，蜂屋，弁当がき，きざわし，メ

メがき」等の柿の木が植えられていた。今はこれらの木は

伐採され，八珍（平毬無し）が経済一栽培されている。

81　カキドオシ（シソ科）積雪草　胡薄荷，葉i茎一強壮剤，

　ノ］、児の1『f取り

かいねぐさ（古）X

かいねだわら※口　分布；奥州（かいねだばら）

（ノート）：「かいねぐさ」は垣根草，「かいねだわら」は良

く分らないが垣根をめぐる意か。「だわら」は「たはる」の

転。

82カシワ（ブナ科）捌，樹皮一痢疾の止潟剤t種子一収敷

　剤

かしゃぎ※　高千　羽茂，　分布；山形

かしやぎ※

かしわぎ※　北小浦，分布；背森　岩手　広島

けいば　中興

ならのき　立野　北小浦　下久知　水津　新町　畑野

（ノート）：カシワは炊ぐ葉（カシワバ）でこの木の葉で餅

や団子を包むことによる。「かしゃぎ、かしやぎ，かしわ

ぎ」はカシワの転託。「けいば」は替え葉で，この木の古葉

は新芽の葉が出てから落葉するところから目出度い木とさ

れる。「ならのき」は楢の木である。

83カゼクサ（イネ科）

みちしば＊　沢根，　分布；山形　千葉　神奈川　新潟

　長野　鳥取　山口

（ノート）：「みちしば」は道芝で農道などの踏みっけに生

えるd

84　カタクリ（ユリ科）山慈姑，根一澱粉，粘滑飲料

かたこ※　高千水津，　分布；石川　福井　京都岩手

　秋田　山形　新潟

かたばなX◎　新潟（かたはな）

ぶんだいゆり※　東京

（ノート）：「かたこ，かたばな」は一輪の花が一・方に傾い

て咲くところから。「ぶんだいゆり」は文台ユリで、カタク

リの短小な姿を文台に響えたものか。

85力タバミ（カタバミ科）酢漿草，酸漿草，葉茎一諸瘡の

　薬

すすめげさ※

すずめぐさ巌口　分布；新潟　富山　長野　兵庫　山形

静岡

すずめのあいきょ一X

すずめのちょ一ちん※

すずめのはかま※　外海府　豊田　大和田　加茂，

　分布；宮城　山形　禰島　新潟　青森秋田　岩手

ちんちんもぐさ※〔］二宮

ちんちんもげき※

みっば※　中興　立野下久知　片野尾新町t　分布；

　北海道岩手　静岡　新潟　島根　大分　鹿児島

（ノート）ニカタバミの語源には，酸っばくて辛うじて食べ
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られる（傍食み）と言う意と，葉の形が切れ込んで欠けて

いるという意とがあると言う。「すずめぐさ，すずめげさ」

は雀草。「すずあのあいきょう」は雀の愛嬬。「すずめのち

ょうちん」は雀の鍵灯，実のかたちを見立てたものか。「す

ずめのはかま」は雀の袴で小葉の形を袴に見立てたもの。

「ちんちんもぐさ，ちんちんもげき」はチンチン文で幼児語

であろう。「みっぱ」は三っ葉であろうか。

86　カナムグラ（クワ科）葎草，花一苦味健胃剤

すいじんのて※

すいじんのら※　ノート；4ラ’は’デの誤植か？

（ノート）：カナムグラは鉄ムグラで茂れる丈夫な茎の蔓草

の意。「すいじんのて，すいじんのら」は五裂する葉の形を

人の手に見立て，また別名を「やえむぐら」といい詩に読

まれ「粋入の手」と云ったものか。

87　カブ（アブラナ科）蕪背，全草一食料

かぶな※◎　分布；東国　新潟　広島　山口　福澗　長崎

　大分宮崎
かぶら＊　高千　沢根　長木　中興　大和田　吉井本郷

　立野　長江　平松　北小浦．下久知　水津　片野尾　畑

　野　新町　新穂　赤泊　羽茂　徳初，　分布；大阪　三

　璽　岡山　愛媛　福岡

（ノート）：　「かぶ，かぶな，かぶらな，かぶら」

“カブ”は株から，“ヂは菜，“ラ”は接尾語で特に意味は

ない。

88　カボチャ（ウリ科）南瓜種子一条虫駆除剤

と一がんうり※◎

ぼ一ふら＊◎分布；江戸西国兵罐鳥取島根広
　島　山口　徳島　香川　高知　岡山

（ノート）：「かぼちゃ」は渡来先のカンボジア国から。rぼ

うふら」はポルトガル語のウリ科植物。「とうがんうり」は

冬瓜で別種の誤硝。

89ガマズミ（スイカズラ科）爽蓬

あかまんま　長木

がねずみ　舶茂

がますいびX　中興

がまずいびX　加茂羽茂

がまずいぶ　徳憩

がまずぴ　二宴

がまずみ・X　沢根　中興大＄ma　吉井本郷　長涯　平松

　下久知　新田丁蟻野

がまずめ　沢根

がまんずいぶ　片野尾

（ノート）1「ガマズミ」は漢名の奏蓬がケイメイ→ケメ→

ガメ→ガマに転誰しそれにズミ（酸実）がっいてガマズミ

になったと言われる。1あかまんま」は赤く熟した実を赤

飯に見立てたもの。「がねずみ」はガマズミとガネバラ（サ

ルトサイバラ）の混成認。他はガマズミの転誰e

一一@lo一

90　カマツカ（バラ科）

うしこごろし　片野尾

うしころし＊　外海府　高千長木　大和田　立野北小

　浦　徳和　羽茂，　分布；埼玉　愛媛　高知　長野　静

　岡岐阜
うしごろし　吉井本郷

ねんぱ※　外海府

（ノート）：カマツカの枝は強靭で鎌の柄にする。また，牛

の郵環にするので「うしころし1の名がある。fねんば」は

捻木の葉の意，轍葉を糧飯に用いた。

91カヤ（イチイ科）橿，種子一駆虫剤

かや　沢根　中興　大和田　吉井本郷　立野　長江　平松

北小浦下久知　水津　片野尾　畑野　赤泊　羽茂　徳

和

しば巌

（ノート）：カヤの葉を燃して蚊遣りにしたのでカヤと言う

と云われる。「しば」は芝で茅（カヤ）の錯誤による誤植。

92　カヤッリグサ（カヤッリグサ科）

かんざしばな※　新町

（ノート）：カヤツリグサは茎を切り両端より引き裂くと四

角になるので蚊や吊り草と云ったという。「かんざしばな」

は花穂を轡に見立てたもの。

93　カラスノエンドウ（マメ科）野碗豆，麹揺、苞稽

いしえんど一※　中興

えんど一　片野尾

し一び一長木

つるひろえんど一

のえんど一＊◎分布；岡山

へびえんど一　吉井本郷

（ノート）：種子が黒いので“カラス野碗豆”か。

　食べられない野碗豆に“石，蔓広、蛇，”などの冠詞を付

けたもの。「し一び一」は良く分らないが，子供たちの遊び

に，この実の若い爽の先を切り落とし中の種子を出して，

切り口を唖えて吹き，笛を作って遊ぶときの名前だろう

か。

94　カラスビシャク（ハンゲ）（サトイモ科）半夏，球根一

　鎮嘔，鎮咳剤

つぐうえ（古）楽

つぶろこ※◎目

はんげ＊　中興，　分布；島根　広島　山口　岡山　京都

新潟青森
ほそくみ口

（ノート）；カラスビシャクは烏柄杓で佛焔花の形からとい

う。「はんげ」は漢名半夏，半夏の頃に咲くからという。

「ほそくみ」（古名）保曾久美で細汲みかという，柄杓の細

い形からか。「っぶろこ」は地下の球根や葉柄の珠芽を指

して云う。「っぐうえ」はツグロ柄でフグロ柄の転か，葉柄



に着いている珠芽をふぐり（陰嚢）に見立てたものか。

95　カラスムギ（イネ科）燕麦，雀麦，栄養料

しほこ※口

じねこ※◎　中興　片野尾　羽茂，　分布；石川　徳島

　愛媛　福岡　長崎　大分

（ノート）：「しほこ」は穂は円錐花序をなし長い枝がある

ので枝穂子であろうか。「じねこ」は実が脱落し易く，実生

を生じやすく自然子か。

96　カラムシ（イラクサ科）苧麻

かなびき　外海府　中興

やまそ（古）※◎口　高千　沢根　長木　羽茂，　分布；

　新潟　富11」福井　滋賀

（ノート）：カラムシは麻糸を採るとき柄（枝）を蒸すこと

による。「かなびき」はカナ引きでカナ即ち糸を採る物の

意。

97　カリヤス（イネ科）苅安，青茅，全草一染料

やまわら※

（ノート）：佐渡に自生の記録がない。「カリヤス」はこの

草の茎が刈りやすいことから。「やまわら」は山藁である。

98カリン（バラ科）槙櫨，果実一健胃剤

あんちく※

あんらく　加茂長木　中興大和田　徳和

（ノート）：「カリン」は木理がくわりん（花欄）に似るこ

とによる。「あんらく」（萢羅果）は神社の庭に植えられて

「あんらん樹」と云われるところから。「あんちく」はアン

ラクの転託。

99　カワヤナギ（ヤナギ科）水楊，樹皮一解熱剤

いやなぎ※

やすもと※
（ノート）：「いやなぎ」は堰柳，’ ?ﾌ流れを堰きとめる柳の

意か。「やすもと」は良く分らない、籍もと，枝で川魚を突

いたり，捕った魚を枝に挿したりすることによるか

100　カワラナデシコ（ナデシコ科）躍麦，石竹，種子一通

　経利尿剤

ところてんばな＊　高千

なでしこ＊　水津　片野尾，　分布；青森　山形　島根

熊本

（ノート）：「なでしこ」は撫子，可憐な花容による。「とこ

ろてんばな」は子供の遊びに，この花を採り蒋筒をつまん

でしごくと花弁がトコロテンのように押し出されるところ

から，　と言う。

101　カワラニンジン（ノニンジン）（キク科）青蕎，菌薩

　菖，葉茎一発汗剤，香味料

かわらよもぎ※◎口　［1コ興

（ノート）：佐渡に自生の記録がない。「かわらよもぎ」別

種カワラヨモギは川岸の砂地や海浜にはえ，葉は細裂，白

毛を着ける。ハマウツボが寄生する。

102　カワラハハコ（キク科）白蕎

しろよもぎ＊　羽茂，　分布；膏森

（ノート）：川辺の砂地に生育，植物体は繊毛や白毛を着け

臼色。

103　カワラマツバ（アカネ科）牛尾嵩

ひいなのあぶら

（ノート）：「ひいなのあぶら」は雛のあばら（肋骨）の転靴，

植物の姿から。

104　カンアオイ（ウマノスズクサ科）杜衡根一吐剤

ちょ一じゃのかま（古）※　分布；新潟

ぶんぶくちゃがま＊　吉井本郷　羽茂，分布；山形　新潟

福岡

（ノート）：「ちょうじゃのかま」長者の釜，「ぶんぷくちゃ

がま」文福茶釜は花の形からの見立て。

105　カンボク（スイカズラ科）肝木

おがたまのき◎

（ノート）：カンボク（肝木）その意不明、材は楊枝を作る。

モクレン科に同名の植物がある。「おがたまのき」は招霊

の木，神前に捧げる。

106　キイチゴ（バラ科）懸鉤子

いばらのみ　羽茂

さがりいちご※口　外海府　高千　大和田　立野　北小

　浦，　分布；兵庫　山口　愛媛　埼玉　鳥取　島根　高

知大分
（ノート）：「いばらのみ」は茨の実，「さがりいちご」は下

がり苺で実が枝から垂れ下がるさまによる。

107キカラスウリ（ウリ科）括墾，根一解熱，止渇，鎮咳

　剤，澱粉一天花粉，湿疹，種子（瓜呂仁）一喘咳，胸痛

からすうり＊　長木、　分布；青森　岩手　秋田　山形

　宮城　新潟　山口

からすのきんたま　吉井本郷

からすびな※

（ノート）：キカラスウリは実が黄熟するもの。「からすう

り」烏瓜，「からすのきんたま」烏のキンタマ」，rからすび

な」烏雛など，カラスはL烏が好んで食べる，種子が黒い」

からという説があるが，この植物に対する蔑称であろうと

いわれる。

108　キクザキイチゲ（キンポウゲ科）菟葵

たねつけばな※　吉井本郷　高千

（ノート）：キクザキイチゲは叫菊咲き一華“である。rたね

つけばな」はこの植物が田植えの頃に咲くことによるもの

か。また春野菜の蒔きi1寺と童なることによる。
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109　キササゲ（ノウゼンカズラ科）枇，梓，鰍，果実一腎臓

　　病，利尿剤

あかめかしわ◎　両津

あずさ＊◎　分布；岡山

かみなりささげ※　中興，　分布；新潟　佐賀　岩手　千

　葉　石川　和歌山

きささぎ＊　水津，分布；山形

（ノート）：キササゲは木ササゲ，実葵がササゲ（VJI：豆）に

似る。漢名梓にはキササゲとアカメカシワの両説がある。

fあかめがしわ」は葉形が似ているところから。「あずさ」

（カバノキ科）は梓で誤用。「かみなりささげ」は中国の伝

説の，この木を庭に植えると雷が落ちないという故事によ

る。9きささぎ」はキササゲの設語。

110　ギシギシ（タデ科）羊蹄，根一止鴻剤

うしずいか※　高千　大和田　吉井本郷　立野　北小浦

うしずいこ一　徳和

うまずいか※　加茂　中興

ぎじぎじ　片野尾

きりきりな※

ぎりぎりな※

げじげじ※　畑野，　分布；島根　山口

へびすいこ※　羽茂，　分布；長野

へびのだいお一※　二宮

（ノート）：ギシギシは古い京都方言で意味不明といわれて

いるが，幼児の遊びに，この植物の地際の芽を切り取って，

i芽を捌っている薫瑚莫（葉鞘）の袋を採iって息を吹き込んで

膨らませ歯でかんでギシギシという音を出して楽しんだこ

とによるものか。ギシギシはスイバに似て大形である。そ

れ故に牛，馬が名付けられる。蛇は食べられないスイバの

意。「ぎじぎじ，げじげじ」はいやな雑草の意。「へびのだ

いおう」はダイオウ（薬草）の偽物の意。「きりきりな，ぎ

りぎりな」はこの若芽を摘んで食べるが，沢山食べ過ぎる

と下痢すると言う意か。

111　キヅタ（ウコギ科）常春藤

つた＊　長木　大和田　吉井本郷　立野　長江　下久知

水津　片野尾　徳和，　分布；青森　埼玉　新潟　島根

愛媛熊本
（ノート）：キズタは木蔦で常緑である。

112　キツネノボタン（キンポウゲ科）

うまぜり※　大和田，　分布；秋田　山形　長野　揺岡

　大分

（ノート）：「うまぜり」は「セリ」に比べて大形で食用に

ならないことによる。

113キノコ類
みみ　外淘府　加茂　金泉　二宮　高千　沢根　長木　中

　興　大和田　吉井本郷　立野　長江　平松　北小浦　下

　久知　水津　片野尾　湊　畑野　新町　赤泊　徳和　羽

茂
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（ノート）：佐渡ではキノコをミミとよぶ。

114　キハダ（ミカン科）黄粟、樹皮一収敷剤，打撲傷外用

きわら※　沢根　大和田　下久知

しこのへ（古）＊◎　果実名，　分布；岩手　東京　冑森

　秋田

しころのき＊　分布；北海道　青森　岩手　秋田　山形

　滋賀

（ノート）：「きわら」はキハダの転靴。「しこのへ」は　四

国米（薬店名）の詑という。「しころのき」はキハダのアイ

ヌ語起源説でシケレベニ→シコノヘイ→シコロと変化した

ものと言う。

115　ギボウシ（ユリ科）紫鷺玉讐花

あまんぜ一※　新町

いわうな（1古）※◎

きしきしi凝　吉井本郷

きんぼ一し

ぎしぎし　赤泊

ぎほき※

ぎぼき※

ぎぼし＊

ぎりめき◎

ぎりりす※

ばめき※

めんば※

水津，　分布；和歌山　山口

　　　　　高千長木羽茂
（ノート）：ギボウシは擬宝珠（欄干の飾り），また葱宝珠，

葱坊主などの説がある。別名に「とくだま」がある。これ

は「橿を買いて珠を返す」の古言による。綺麗な箱（槙）に

珠を入れて売ろうとしたが，その見事な箱（梗）だけを買

って中に入れた珠を返したということで，この植物は花は

あまり美しくなくて葉が綺麗だという意。また「うるい」

の名がある，葉の表情が瓜の皮に似ることからと言う。

「あまんぜい」は甘い菜，「いおうなAは医王菜（薬師菜）の

意，「きしきし，ぎしぎし」は沢山の縦脈のある葉の様子か

らの表現。「きんぼうし，ぎほき，ぎぼき，ぎぼし」はギボ

ウシの転読。「めんば」はこの葉に目郵を開けて面を作っ

て遊ぶことから。「ぎりめきsぎりりす，ばめき」は良く分

らない。

116キュウリグサ（ムラサキ科）・鶏腸草

かわらけな※　分布；和歌山

なぞな※

（ノート）：キュウリグサは葉を揉むと胡瓜の匂いがする。

別名タビラコと言うが，このタビラコには「カワラケナー

ホトケノザ（コオニタビラコ）（キク科）」と「キュウリグ

サ（ムラサキ科）」があり混同している。「かわらけな」は

川柳の「行灯にペンペン草の影は藤」すなわち行灯にペン

ペン草を吊るせば夏になって虫が寄りつかないという迷信

であるeこの行灯の火皿はカワラケで行灯そのものを意味

しカワラケが草の名に転読したものか。しかしペンペン草

はカワラケナではない。「なぞな」はナズナ（ペンペング



サ）の転託。キユウリグサ，かわらけな，なぞなに錯誤が

あると思はれる。

117　ギョウジャニンニク（ユリ科）落葱，野葱　根・一一一腺病

　質患者に用う

あいばかま※◎　分布；北国

こびえにんにく口

（ノート）：ギョウジャニンニクはニンニク（大蒜）に比べ

て臭気が弱く，修行中の行者が食べても良いという意。

「あいばかま」は二枚の葉をもっ湾曲した鱗茎が淡褐色の

網状の繊維の袴で包まれていることによる。「こびえにん

にく」は小比叡ニンニクで叡山ニンニクなどを真似たも

の。

118　キランソウ（シソ科）鬼蘭草

じごくのかまのふた＊　長木　羽茂，　分布；和歌山

ほたうそう＊◎　分布；伊豆，八丈島（ほたるそう）

（ノート）：「じごくのかまのふた」は枝を四方に広げ地面

を蔽う様を地獄の釜の蓋に醤えたもの。「ほたうそう」は

蛍草で紫色の小花を蛍に見立てたものか。

119　キリノキ（ゴマノパグサ科）

きんのき　高千

（ノート）：「きんのき」はキリノキの搬音便。

120　キリンソウ（ベンケイソウ科）麗嚇草，葉一腫瘍に貼

　付
じぞうのみみ◎

（ノート）：「ハハコグサ」を佛耳草というが，「じぞうのみ

み」はキリンソウであると思われる。

121クガイソウ（ゴマノパグサ科）威霊仙，小鳳尾草，根

　　一痛風薬，利尿剤

かつへしそ一◎

やまつつじ※◎　申興　立野　片野尾

やまつつみ※

（ノート）：クガイソウは九蓋草で輪生する葉が傘状に幾重

にも重なることから。「かっへしそう」は渇えし草で，癌渇

（ショウカチ；のどが渇き尿の出ない病気）を治す薬効によ

る。［やまつつじ、やまっっみ］は紫色の花穂が綺麗なので

ツッジに見立てたものか。

122　クコ（ナス科）絢杞，果実，葉一強壮剤，根皮一解熱剤

ねずみさし※　中興　立野　北小浦　片野尾　湊　畑野

（ノート）：若葉を食うので喰う木でクコであるという。

「ねずみさし」は枝に刺剣が着いているので。

123　クサギ（クマッヅラ科）臭梧桐

くさぎ＊　中興　大和田　徳和，　分布；新潟　栃木　埼

玉千葉神奈川山梨静岡愛知岐阜番川福
　岡　鹿児島

と一のき楽　大倉，　分布；宮城　福島　伊豆八丈農1長

　野　青森　秋田　茨城　埼玉　宇ill奈川　寓山　補井　山

　梨

ふ一のき　片野尾

（ノート）：「くさぎ」はこの木の葉に特有の臭気がある。

「とうのき」は桐の木で葉や材質が桐に似ることから。臭

桐の名がある。「ふうのき」はホウノキでこれも軟らかい

材質の似ることから。

124　クサスギカズラ（ユリ科）

せんぽんすぎ　二宮

（ノート）：「せんぼんすぎ」は千本杉，杉葉のようにして

細い葉が沢山あることによるe

125　クサニワトコ（スイカズラ科）莇麹，葉一腫瘍

そくず

そくそ◎

（ノート）：「そくず，そくそ」は朔報（サクダク）がソク

ズに転訂ヒしたとする。他に「くさたず」の名もある。

126　クサネム（マメ科）沙苑羨黎

あきほこり＊　中興　大和田，　分布；新潟

（ノート）：「クサネム」は水田にも生える雑草で，秋イネ

などが倒伏してもこの草は‘‘生い茂る”ので「あきぼこり」

という。稲と一緒に刈り取るとクサネムの種子が玄米に混

入する。

127　クサボタン（キンポウゲ科）

もざえむな◎

（ノート）：「もざえむな」をクサボタンにあてる。しかし

その意はわからない。

128　クヌギ（ブナ科）橡，樹皮一痢質の止鴻剤

くぬぎ＊　水津，　分布1宮城　香川　愛媛

ど一ぐり　片野尾

どんぐり＊　高千　沢根　長木　中興　大和田　吉井本郷

立野　北小浦　下久知　湊　畑野　新町赤泊　羽茂，

　分布；秋田大阪島根岡山愛媛福岡長崎大
　分

（ノート）：「クヌギ」は薪の木，食の木，木の木，国の木

などからという。「どんぐり」は鈍栗，食べられない栗の

意。「どうぐり」はドングリの転設。

129　クマノミズキ（ミズキ科）

かたし※　大和田　北小浦，　分布；群馬

（ノート）；「かたし」の名は，材を薪に割るとき真っ直ぐに

割れないで片われしやすいからという。

130　クマヤナギ（クロウメモドキ科）

ととら※◎　加茂　大和田

ととらふじ　高千

（ノート）：古名　久万豆豆良（クマツヅラ）のツヅラ→ト

トラの転読か。クマヤナギ（熊柳）は別名クロガネカヅラ，
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熊葛，山藤，勝弦などがある。佐渡ではこの木でナンバ

（かんじき）を作る。

131　クララ（マメ科）苦参，根一解熱剤

う．tJころし※　申興　大和田　立野　水津　片野尾　赤

　泊，　分布；山形　新潟　1＃Ay長野

くらら※

せんぶりX口　中興　立野北小浦　下久知　畑野　新町

まとりぐさ※

（ノート）：古名　末比利久佐，末止利久佐

　根の煎汁は苦くて，口にすると眼が眩むほどでクララと

云われる。「うじころし」はこのっ草を便所のウジ殺しに

使った。「せんぶり」はセンブリ同様薬用にした。

　「まとりぐさ」は真鳥草で大きな複葉の葉が翼を広げた

ワシ（真鳥）の姿を連想するところから。またこの植物の

英は大きくて中の豆が膨らんでいることから実採り草→マ

トリグサとなったものか。

132　クルミ（クルミ科）胡桃，果肉一強壮剤，果皮一染料

くるび水津徳和
こ一くり※　カロ茂

二一くるび※　沢根　中興　大和田　北小浦

こくろび片野尾

（ノート）：中国より渡来　呉桃子という，呉実（クレミ）

→クルミの転か。「こうくり，こうくるび、こくろび」は核

果が皮を被っているんで皮栗（カワクリ）→コウクリの転

設か。

133　クロウメモドキ（クロウメモドキ科）鼠李，果実一下

　剤
しめっぽり楽

（ノート）：「しめっぽり」は竈にくべてもなかなか燃えに

くい木から湿っばりというか。

134　クログワイ（カヤツリグサ科）勃騰，根一（鳥芋）黄

　疸出血
いのみ（塊根）◎　中興　大和田　吉井本郷

（ノート）：「いのみ」は藺の実でクログワイの塊茎である。

夏の水田の草取りにクログワイの小さな塊茎を採り薗籠に

入れて持ち帰り食べた。粉質でほんのり甘い味がした。

135　クロマツ（マツ科）

おとこまつ長木

おにまつ※　中興吉井本郷　羽茂

おまつ　新町

しろまつ　中興

しろみどり※　大和田

（ノート）：「おとこまつ，おにまっ，おまつ」はアカマツ

の「めまっ」に対していう。「しろまっ，しろみどり」はク

ロマツの芽が白い毛に包まれているところから。
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136　クロモジ（クスノキ科）絢樟，根一香料

くろもじ＊　水津，　分布；新潟　富山　埼玉愛知三

　重　奈良　大阪　熊本

くろもんじ＊　沢根　長木，　分布；山形　新潟　富山

　千葉　埼玉　東京　山梨　静岡　愛知　岐阜　三重　兵

　庫

くろもんじゃ＊　加茂　高千　沢根　中興　大和田　吉井

　本郷　立野　長江　平松　北小浦　畑野　赤泊　徳和

　羽茂，　分布；新潟　神奈川　山梨　静岡　愛知　高知

　愛媛

じしゃのき※　中興　下久知　片野尾

（ノート）：「くろもじ，くろもんじ，くろもんじゃ」は樹

皮に黒い模様があることによる。「じしゃのき」は本来エ

ゴノキの方言。

137　ケイトウ（ヒユ科）鶏冠花，花一痔薬

き一とん　片野尾

け一と一げ張◎□

け一とぎ※　平松　赤泊　徳和　羽茂，　分布；山形　福

　島　栃木　千葉　岐阜　京都

け一とん※　下久知　水津，　分布；静岡

け一とんぎ北小浦

け一とんじ※　長木　中興　大和田

けとんげ　両津

けとんじ※　加茂二宮　中興吉井本郷立野長江
（ノート）：これらの方言は鶏頭花（ケイトウゲ）の転託。

138　ケシ（ケシ科）嬰粟，米嚢花，種子一止潟剤

けしのみX　下久知片野尾　新町
（ノート）：「けしのみ」はケシの実。

139　ケヤキ（ニレ科）檸

きやき※　高千　沢根　中興　吉井本郷　立野　水津　片

野尾　羽茂，　分布；富山　岐阜　静岡　福井　和歌山

（ノート）：「きやき」はケヤキの設り。

140　ゲンノショウコ（フウロウソウ科）牛扁草，現の証拠，

　葉茎一止潟剤

こ一ぼ一ぐさ＊　分布；新潟

せきりばな＊　　分布；新潟

（ノート）：「こうぼうぐさ」は弘法草，「せきりばな」は赤

痢花。ゲンノショウコは民間薬として下痢止めに薬効があ

るといわれ，弘法大師に教えられたと言う伝説による。

141ケンポナシ（クロウメモドキ科）枳楓果実一利尿剤

けんぷんなし※　羽茂，分布；静岡

けんぽなし＊　沢根　中興，分布；新潟　群馬　奈良　三

　重　徳島　高知　香川

てんぽなし＊　長木　中興　大和田　吉井本郷　水津　片

野尾　赤泊　徳和，分布；山形　島根　広島　高知　大

分宮崎



（ノート）：方言はケンポナシの転託。多肉の果柄を食べ

る。

142　コウゾリナ（キク科）毛蓮菜，…喜蓮塀

’かやむぐり※口　加茂　二宮高千　沢根　長木　中興

　大和田　吉井本郷　立野　長江　北小浦　赤泊　徳和

　羽茂

かやもり※

やぶぐるま

やむぐり

（ノート）：「コウゾリナ」は髪剃り菓，茎葉に剛毛があり

ざらざらしていることのよる。「かやむぐり，かやもり，や

ぶぐるま，やむぐり」は早春これを山菜として採取するが，

ススキ（カヤ）の枯れ野にいち早く芽生えてくることによ

る。

143　コウヤマキ（コウヤマキ科）高野槙

こ一やまつ※　沢根　中興　下久知，分布；広島　岐阜

（ノート）：高野松である。高野山に日生する松の意。

144　コクサギ（ミカン科）和常山，恒山，根一麟下の動悸

　の薬
くさぎ＊◎　高千　中興　羽茂，分布；静岡

（ノート）：茎葉に異臭があり「くさぎ」という。

145　コシアブラ（ウコギ科）金漆樹

おしょのき※

（ノート）：樹液を塗料にした。漉して用いるので「漉し

油」というと。また主として北陸地方で生産されたので

「越し油」であろうという説がある。「おしょのき」は“う

しのき”の転。牛がこの葉を好んで食べことによる。

146　コデ々リ（バラ科）麻繍毬

すずかけ◎下久知
（ノート）：「すずかけ」は篠懸け（鈴掛け），修験者の衣服

の上に覆う衣の襟の円い飾りに見立てる。

147　コナギ（ミズアオイ科）

つばきくさ※　中興

つばきば※　吉井本郷下久知

つばくさ　大和田

（ノート）：水田雑草，葉の形t光沢などツバキの葉に似る

ことによる。

148　コノテガシワ（ヒノキ科）側柏，葉一止血剤，種子一

　滋養強壮剤

このてがえし　加茂

（ノート）：中国原産の針葉樹，ヒノキに似るが葉の表裏の

区別がはっきりしない，「このてがえし」はζの特徴による

ものか。

149　コブナグサ（イネ科）小鮒草

かりやす※◎　分布；伊豆八丈島　三宅島　山口

（ノート）：一般にコブナグサを「かりやす」と称し，衣料

の染色に用いる。

150　ゴボウ　（キク科）牛多撃

ごんぼ一＊　金泉，　分布；岩手　福島　群馬　京都　和

　歌山　　岡1⊥1　福岡　　佐賀

（ノート）：「ごんぼう」はゴボウの設り。

151ゴマギ（スイカズラ科）胡麻木

いたちのしりかけ楽

いたちのへっびりX　内海府

ばっと楽

ばっと一※　タL海府

（ノート）：ゴマギは胡麻の特有の臭気がある。佐渡には日

本海型のマルバゴマギがある。「いたちのしりかけ，いた

ちのへっびり」はこの木の葉の臭気によるe「ばっと，ばっ

とう」はよくわからないが、汚いという幼児語に「ばっ

ち一，ばって一，びって一一・，べって一」などがある6ゴマ

ギの悪臭についてこれらの言葉の転誰だろうかe。

152　サイカチ（マメ科）邑爽，爽果一松疾剤

さいかし＊◎　分布；1⊥1口

さいかちばら※　片野尾，　分布；埼玉　神奈川　長野

静岡

さいかちいばら＊　水津，分布；富山

（ノート）：　「さいかし」はサイカチの転託，「さいかちば

ら，さいかちいばら」はこの木に刺があることによる。

153　サイハイラン（ラン科）球根・一粘滑剤

こ一ぐり　吉リキ本鋼S

ほ一くり＊　加茂，分布；長野

（ノート）：サイハイランは花穂の形状を采配に見立てたも

のe「ほうくり」は根茎の形が栗の実に似ており，それに一

枚の葉が着いており葉栗（ハクリ）と言われ，それがホウ

クリに転副ヒしたもの。「こうぐり」は，これの識語。

154ザイフリボク（バラ科）

しらの※

（ノート）：佐渡で自生が確認されていない。

　「しらの」は群がって咲く白色の花を木綿または白紙の

四手に見立てたものか。

155ササゲ（マメ科）裾帯豆

ささぎ　徳和，　分布；青森　岩手　秋田　埼玉　千葉

　神奈川　岐阜　和歌山　山口　福岡　佐賀　長崎

じゅ一ろくささぎ＊　水津片野尾　　分布；関東

じゅ一ろくささげ※　中興　大和田　吉井本郷　立野、

　分布；関東　愛知

（ノート）：「ささぎ」はササゲの設り，「じゅうろくささ

げ，じゅうろくささぎ」は十六ササゲで爽の長い品種。
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156　サザンカ（ッバキ科）山茶花

さざんか＊　水津，　分布；高知

さんちゃか

（ノート）：サザンカは茶梅→山茶花（サンサカ）吟茶山花

（ササンカ）→サザンカ（山茶花）と転誰したものという。

157　サツマイモ、（ヒルガオ科）甘藷

かんしょ＊　長木，　分布；山口　熊本

さつまいも＊　二宮水津，　分布；東国

りゅ一きゅ一いも＊◎　片野尾　　分布；畿内　和歌山

　山口　福岡　石川　岐阜　滋賀　兵庫　鳥取　島根　岡

　山　広1島　香川　徳島　愛媛　高知　佐賀　長崎　大分

（ノート）：「かんしょ」は甘藷の読み。、「さつまいも」は薩

摩地方から広まったのでその名がついたもの。「りゅうき

ゅういも」は琉球から薩摩地方へ渡来したので薩摩地方で

の呼び名。

158　サトイモ（サトイモ科）里芋

くろいも※

と一のいも＊◎　分布；岐阜　滋賀　兵庫　島根

はいも※　北小浦　水津　片野尾　赤泊　徳和　羽茂，

　分布；青森　岩手　山形　福島　群馬　長野　長崎

や一たいも※　高千　沢根　長木　中興　大和田　吉井本

　郷畑野
やはたいも※　金泉　二宮　沢根　北小浦

やわたいも※　立野　下久知　新町

（ノート）：‘やわたいもtの‘やわた’は佐和田1町八幡の元

八幡村が野菜作りの盛んなところから付けられたものe

「くろいも」は芋の表面に黒褐色の毛が着いているので，

「とうのいも」は唐芋で芋の晶種。

かないばら（古）・X◎

かんないいばら※

かんねいばらX　中興　大和田

がないばら◎

がなっばら　高千

がねずぼ　水津

がねっぱら　高千

がねばら

がんないいばら

がんないぱら※口　二宮

がんにp一ばら※　羽茂

がんねいばら　赤泊　徳和

ないばら※

（ノート）；佐渡独特の方言，塞本形は‘ガネバデ，サルト

リイバラの実がブドウ（方言ガネブ）状で，茎に刺があり

（イバラ）‘ガネブ＋イバラ’から‘ガネバラ’となったと思

われる。他は基本形からの転靴。

162　サルナシ（マタタビ科）

こくわ※　高千　中興，　分布；北海道　青森　岩手　秋

　田　山形　和歌山

（ノート）：サルナシは猿梨，「こくわ」古名，古久波。

「しらくち」之良久知，アイヌ語シラクッチがシラクチにな

ったという。

163　サルノコシカケ（サルノコシカケ科）樹難

かたみみ※　外海府　北小浦

しろみみ※

（ノート）：「かたみみ」は堅ミミ，「しろみみ」は白ミミで

ある。

159　サマツ（キシメジ科）

にぎりたけ◎

にせまつたけ　長木

（ノート）：モミタケの別名、大形のキノコで「にぎりたけ」

に当てた。「にせまったけ」は偽マツタケ。

160サルスベリ（ミソハギ科）百日紅紫微花

はだかぎ※　二宮　徳和，　分布；茨城　山形　愛媛

はだかのき※　加茂　中興　大和凪　　分布；山形　富山

　滋賀

ひゃくじつこう◎

（ノート）：「サルスベリ，はだかぎ，はだかのき」はこの

木の樹皮が滑らかなことによる。「ひゃくじつこう」は百

日紅。佐渡ではこの木は社寺の庭に植えられ，一般の家に

は植えない。これを植えると倒産して裸になるという伝説

がある。しかしこの木は裸になっても生きているので目出

たい木だという逆説もある。

161　サルトリイバラ（ユリ科）薮契（土扶令，和山帰来），

　根茎一解凝性利尿剤（梅毒詔圭下し）

いばらば　片野尾

164サワオグルマ（キク科）

みずたんぽぽ　中興　大和田

（ノート）：「みずたんぽぽ」は水タンポポ，山野の水湿地

にはえる，幼児がこの花茎を採って乾し，よく揉んで息を

吹き込んで膨らませ，タンポポと同じように歯で噛んで音

をだして遊んだ。

165　サワグルミ（クルミ科）沢胡桃

くるび＊　徳和，分布；奈良

こ一くるびX　高千　沢根　中興　大和田　北小浦，分布；

新潟岐阜
こ一くるみ※　外海府，　分布1富山　福井

こくろび片野尾

やまぎり＊　中興　立野　北小浦，　分布；岩手　山形

　福島　群馬　神奈川　新潟　福井　岐阜　惣岡　鳥取

　島根　佐賀　熊本　大分

（ノート）：この植物は一見オニグルミに似ているので「く

るび，こうくるび，こうくるみ，こくろび」などというが

コウクルミは川クルミの転かもしれない。しかしオニグル

ミのような実はつけない，材質が軟らかいので桐の代材と

して「やまぎり」と称し下駄などの材料にする。
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166サワヒヨド，」（キク科）

しろね

（ノート）：山野の水湿地に生える。ヒヨドリはひよ鳥の鳴

く頃咲くからと言う。「しろね」はシソ科の植物にある。

167サワフタギ（ハイノキ科）

そ一ふたぎ◎

ななかまど※◎　1：1：興　大和田　北小浦　水津　畑野，

　分布；茨城

にしこり＊　外海府，　分布；背森　岩手　宮城　秋田

　福島　飛馬埼玉　新潟　山梨長野

（ノート）：山地の湿地に繁茂し澤を覆うので澤蓋木である

という。「そうふたぎ」はサワフタギの転，「ななかまど」

はこの木が燃料として燃えにくいところから，「にしこり」

は“錦織り木”でこの木の灰を紫染めの媒染剤とするとい

う。サワフタギは実から油を，粟は糧として保存する。材

は斧の柄にしたり（外海府），喫煙道具の胴乱や炭壷をつく

る。

168　サンカクヅル（ギョウジャノミズ）（ブドウ科）紫葛，

　野葡萄
すいび◎　高千　中興　羽茂

すいぶ　片野尾

すいぶど一　長木　中興　大和田　立野片野尾

やまぶど一　沢根，　分布；千葉　静岡

（ノート）：サンカクヅルは葉の形が三角形をしているの

で，ギョウジャノミズは山中の修験行者がこの蔓を切り取

り，出てくる水液で渇を潤すと言う意。

　「すいび，すいぶ，すいぶどう」は酸っぱいブドウの意

「やまぶどう」は山のブドウの意。

169サンシュユ（ミズキ科）山茱萸，果実一強壮剤

ぐみ口　沢根　：1：興　大和田　立野　片野尾

（ノート）：中国原産，「ぐみ」は赤熟する実をグミに見立て

たもの。

170　サンショウ（ミカン科）蜀淑，果実一健胃刺激利尿殺

　虫剤
からかわ　二宮

（ノート）：加波波之加美，「からかわ」は“辛皮「T，春，雄

木の幹を半分，竪に剥ぎ採り，その木皮を細かく刻み食用

にするという（京都，鞍馬の名物という）

171シオン（キク科）紫苑，根一鎮咳：怯疹緕1］

おにのしこくさ◎

（ノート）：「おにのしこくさ」古名，鬼の醜草で葉が大き

くざらつくことから。

172　シキミ（シキミ科）葬草　果実一諸瘡

しきび　沢根　長木　水津

しきぶ＊　分布；新潟　和歌1」

鹿児島

．兵庫　山口　愛媛　熊本

（ノート）：「しきび，しきぶ」はシキミの転靴，シキミは

実が一箇所に電なり集まる意という。又この実は有害で

「悪しき実」の転であるという。

173　シシウド（ミチノクヨロイグサ）（セリ科）

　独活，蒐活，（ウドタラシ，ウドモドキ　白韮）、根一神

　経痛リュー－HTマチの利尿剤

さいき＊◎　分布；新潟　静岡

せ一き＊　大和田　北小浦　片野尾　徳和，　分布；長野

（ノート）：シシウドは大形のウドに似た植物でウドタラ

シ，セイキなどと呼ぶが佐渡に自生するものはミチノクヨ

ロイグサと雷うものである。「せいき，さいき」は精気であ

ろうか。夏の頃刈り取ったものを三尺文（肥溜め）に入れ

たり，堆肥に積んで肥料にした。

174　シソ（シソ科）紫蘇

ちそ＊　二宮　高千　沢根　長木　中興　大和囲　吉井本

郷立野北小浦　下久知　水津　片野尾　畑野　新町

　赤泊　徳和，　分布；秋田　福島　埼玉　千葉　静岡

　愛知　新潟　石川　和歌lil岡1⊥1島根　広島　香川

愛媛　福岡　長崎　大分　宮崎

（ノート）：佐渡では「ちそ」と呼ぶのが普通である。

175　シダ（シダ類）

へびのだいはち※　外海府　中興

へびので一はち　片野尾

（ノート）：「へびのだいはち，へびのでいはち」は蛇の大

八で大形のテンナンショウの名称である。シダの若芽の，

蕨手の形を，蛇に見立てたものか。

176　シダレヤナギ（ヤナギ科）

すだれやなぎ　二宮

（ノート）：シダレヤナギは中国原産。「すだれやなぎ」は

シダレヤナギの訂ヒり。

177　シチク（イネ科）

くろちく◎　中興　大和田　畑野　徳和

（ノート）：「シチク」は紫竹，「くろちく」は黒竹で両者は

同種。

178　シバ（イネ科）

しだ※◎　二宮　長木　吉井本郷　北小浦　片野尾　徳和

　羽茂，　分布；広島

しだくさ※

しらX　二宮　大和田　長江　下久知

しらくさ※　中興　立野

（ノート）：「しだ，しだくさ，しら，しらくさ」はシバの

転設，普通はシラクサと剖ヒる。

179　シモツケソウ（バラ科）草下毛，繍綿菊

こめざいばな※　加茂

こめだいばな　水津
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（ノート）：「こめざいばな，こめだいばな」は米碑花（コ

メゼイ花）で小さな花の集まりを砕け米に見立てたもの。

180　シャガ（アヤメ科）著我

からすお一ぎ

（ノート）：「からすおうぎ」は本来ヒオウギ（射干）の別

名。

181　ジャガイモ（ナス科）馬鈴薯

あきいも※　外海府，　分布；山形　長野

し一だいも楽

せ一だいも※　分布、；東京　神奈川　山梨　長野　岐阜

せ一らいも※　外海府

なついも＊　外海府　徳細　羽茂，　分布；岩手　宮城

　山形　福島　埼玉　千葉　新潟　富山　石川　山梨　長

　野　岐阜　島根　兵原　澗山　広島

にどいも※　外海府　高千　沢根　長木　中興　大和田

　吉井本郷　立野　平松　北小浦　下久知　水津　畑野

　新II町赤泊，　分布；北海道　背森　岩手・宮城秋田

　山形　福島　栃木　埼玉　神奈川　新潟　富山　石川

　福井　lk梨　長野　岐阜　静岡　三重　滋賀　京都　大

　阪　兵陣　奈良　和歌山　鳥取　島根　岡山　広島　山

　口　徳島　香川　愛媛　熊本　大分　宮碕

にろいも　沢根　大和田

（ノート）：南アメリカ原産，日本へはユ598年ジャガタラ

（ジャカルタ）から移入，「あきいもjは秋に収穫，「なっい

も」は夏に収稜すので名付ける。fせいだいも，せいらい

も，しいだいも」は甲州の代官「清太夫」がオランダから

輸入し栽培を奨励したことによる。「にどいも」は二度芋

で夏秋の二度収穫できるから。

182　シャクナゲ（ツツジ科）石南花，葉一強壮剤

しゃくなぎ　申興　大麹田　立野　北小浦

とこあか＊　分布；長野

なぎX　羽茂，　分布；岩手　香用

（ノー一ト）：　「しゃくなぎ」は石南花（シャクナゲ）の転，

「とこあか」は常赤だろう，花の色が赤いことによる。「な

ぎ」はシャクナギの箇略形。

183　シャクヤク（ボタン科）筍薬，根一収敷剤，攣急緩解

　　剤

か揖よくさ◎

しくじゃく　二宮

（ノート）：中国北東部原産，罫かほよくさ」は容好草，容好

花“立てば筍薬，座れば牡丹，歩く姿は百合のイごに警え

られる。「しくじゃく」は「シャクヤク」の設り。

184　ジャケツイバラ（マメ科）雲実，種子一止潟剤

さるかきいばら巌　分布；和歌山

（ノート）：rジャケツイバラ」は蛇結茨で，この木の姿が，

舵を絡めている姿からという。罫さるかきいばら」はサル

縛イバラ，サルカケイバラと同意で，枝に沢山の灘をも
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っていることによる。

185ジャノヒゲ（リュウノヒゲ）（ユリ科）麦門冬龍漿

　　草，球根一粘滑性消炎剤，鎮咳強心強壮剤

おにびえ　片野尾

じょ一がひげ＊◎　分布；関西　周防　四国　島根　岡山

　山口　愛媛

たつのひげ※◎　中興　大和田　羽茂，　分布；奥州　紀

　伊　宮城　新潟　山口

やぶらん＊口　分布；静岡　和歌山

やます

やますげ日　二宮

りゅ一のひげ＊　中興　赤泊，　分布；東国　千葉　熊本

（ノート）：ジャノヒゲは蛇の髭，「たっのひげ，りゅうのひ

げ」は龍の髭，「じょうがひげ」は能面の尉の髭t「おにび

え」は鬼稗、「やぶらん」は藪蘭，fやますげ、やます」は

山菅である。

186　シャリンバイ　（バラ科）

たまつばき　長木

（ノート）：シャリンバイは枝葉が輪生状に出，花が梅花に

似るところから，「たまっばき」は玉椿で葉の形から。

187　ジュウニヒトエ（シソ科）

ちぢすいばな※

（ノート）：ジュウニヒトエは花穂に花が重なって着くさま

を昔の女官の十二単に讐えたもの。「ちぢすいばな」はウ

ッボグサやオドリコソウと同様花の蜜を吸うことによる。

188’ Wュズダマ（イネ科）慧咳仁種子一利尿鎮痛剤疵

　　贅の薬

すずだま＊◎　分布；和歌山　島根　山日　高知　長崎

　鹿児島

（ノート）1「すずだま」は鈴球，この実で念珠やお手玉を

・作る。

189　シュロ（ヤシ科）楼欄，椋欄，焼き皮一止血剤

しょろ　力日茂二宮

（ノート）1　「しょろ」はシュロの読り。

190　シュンラン（ラン科）

ししのこ　徳和

ててっぴょ　吉井本郷　立野長江

ほ一くり＊　加茂　羽茂，分布；石川　岐阜　1島根　山口

　岡山　広島徳1島

ほくろ‡　長木，’分布；京都　兵庫　千葉　三重

やまらん＊　申興，分布；山形　千葉　石川　三重　奈良

　島根　山口

（ノート）；fししのこjは猪の子の口を開けた形が花の形

に似ることによるものかe「ててっぴょ」は花の形をキジ

バト（テテッピョ）が鳴くときの口の形に見立てたもの。

「ほうくり，ほくろ」はシュンランの根茎をサイ入イランと



同じ薬効にあてることによる。

191　シラキ（トウダイグサ科）婆羅得

しらき※　外海府　高千，　分布；岩手　宮城　長野　静

　岡　愛知　蚊阜　三重　和歌山　鹿児島

（ノート）：「いらき」は白木で材の色による。

192　シラネアオイ（シラネァオイ科）

やまぼたん＊　高千　中興，　分布1秋田　岩手　山形

　新潟

（ノート）：シラネアオイは日光白根山に多くあり名付く，

「やまぼたん」は山牡丹でこの花の美麗なるさまからe

193　シラヤマギク（キク科）

やまくきたち◎口

（ノート）：「やまくきたち」をシラヤマギクに当てたが検

討を要する。「くきたち」は春　塾のたっナタネをさす。

194　シロウリ（ウリ科）白瓜越瓜

かたうり※◎　二宮　沢根　中興　告井本郷　立野　平松

　北小浦　下久知　水津　片野尾　畑野新田；赤泊　徳

　和　羽茂，　分布；神奈川　石川　福井　北海道　青森

　岩手　秋田　山形　富山　三重

（ノート）：「かたうり」は外果皮の堅いので付けた名。奈

良漬用。

195　シロダモ（クスノキ科）

うらじろ※◎　長き　中興　大和田　吉井本郷　下久知

　水津　片野尾　赤泊，　分布；奥州　埼玉　広島　愛媛

だも＊口　分布；三重

（ノート）：「うらじろ」は葉の裏が自いことによる。「だ

も」は催脚各形。

196　シロツメクサ（マメ科）

だんごぱな＊　長木　中興　下久知　水津　片野尾　赤

　泊，　分布；福島　島根

みつば＊　高千　長木　中興　大和田　吉井本郷　長江

　赤泊　徳和　羽茂，　分布；青森　岩手　秋田　山形

　福島　群馬新潟　石川　長野　岐阜静岡　京都　島

　根岡山香川広島長崎熊本鹿児島
（オー・ト）：シロツメクサは白花の詰め草で，昔荷造りに用

いた。「だんごばな」は花が団子のように円いので，「みつ

ば」は葉が三枚の複葉だから。

197　スイカ（ウリ科）西瓜果肉種子一利尿剤

そ一めんうり※　中興

（ノート）：「そうめんうり」は実の中身がソウメンのよう

に糸状でイトウリともいう，むしろ南瓜に近い，なにかの

間違いか。

198　ズイキ（サトイモの葉柄）

いもだつ※　沢根　長木　中興　大和田　吉井本郷　立野

　羽茂，　分布；岐阜

だつ’×　沢根　中興　下久知　片野尾　新町　徳和，

　分布；岐阜愛知

はいものだつ　水津

（ノート）：「いもだっ，だつ，はいものだつ」はサトイモ

の太い葉柄をいう。ヤッガシラという品種で食用にする。

199　スイシカイドウ（ハナカイドウ）（バラ科）垂糸海巣

いとざくら◎

（ノート）：「いとざくら」は，本来はエドヒガンの枝垂れ

る品種のシダレザクラをいう。

200　スイセンノウ（ナデシコ科）酔仙翁，フラネルソウ

ねこのみみ　大和田

（ノート）：「ねこのみみ」はこの植物の葉が軟綿毛で覆わ

れ猫の耳に似るところから。

201スイバ（タデ科）酸模，根一諸瘡

きびすいこ※　羽茂

すいか※　加茂二宮　申興　立野，　分布；岐阜　島根

すいかのぽんぽん※　中興　大和田

すいかんと一※　大和田

すいこ※　加茂　二宮　高千　赤泊，　分布；石川　新潟

　富山　長野　岐阜　静岡　愛知

すいこ一　徳和

すいこんぽ一＊　沢根，　分布；長野

すいこんと一＊　水津，　分布；長野

すかんぽ＊　沢根，　分布；東京　岩手　111形　神奈川

　新潟　山口　長崎

すび　沢根

（ノート）：この植物は酸味があり，茎葉をたべる。この酸

味によりいろいろの名が付いた。イタドリの方言と機を同

じくするところが多い。「きびすいこ」は黍スイコで花茎

が黍に似るところからe「すいかんとう」はスイカン慕で

ある。「すいこんぼう」はスイコン坊か「すいこんとう」は

スイコン慕である。

202　スギナ（トクサ科）

つくつくし＊　沢根，　分布；青森　東京

（ノート）：スギナは杉菜で杉の葉を連想した名。「っくっ

くし」はスギナの胞子葉のツクシ（土筆）である。

203　ススキ（イネ科）芒

かや＊　沢根，（佐渡全域），分布；青森　岩手秋田　山形

　埼玉　神奈川　静岡　長野　新潟　富山　三重　兵庫

　奈良　和歌山　鳥取　島根　岡山　広島　香川　愛媛

　福岡　長崎　熊本　宮碕　鹿児島

（ノート）：ススキは一般に「かや」という。

204　スズサイコ（ガガイモ科）徐長卿

がんがらび　外海府　片野尾

はまやなぎ※

（ノート）：「はまやなぎ」は濱柳で葉の形がヤナギの葉に
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似るところから，「がんがらび」この植物の実がガガイモの

実に似るところから名付けられる。

205　スズメノテッポウ（イネ科）

ぴ一ぴ一ぐさ＊　沢根　長木　中興　大和田　吉井本郷

　北小浦，　分布；山形　栃木　群1葛　千葉　新潟　長野

　奈良　和歌山　島根　岡山　愛媛　高知　大分　宮崎

　鹿児島

（ノート）：スズメノテッポウは小さな丸い穂を雀の鉄砲に

見立てたもの。「ぴいびいぐさ」はこの草の穂を葉鞘から

抜き去り，その抜き口を姪えて吹くとピイピイ音をだすこ

とによる。

206　スズメノヒエ（イネ科）雀の稗

しだ楽　中興

しら※　大稗田　片野尾

（ノート）：「しだ，しら」はシバの転謂ヒ。

かげばな＊　分布；新潟　長崎

かげんばな※

がんがんばな※

すみれ＊　水灘　片野尾，　分布；江戸

ちょ一ちょ一かんばん※

（ノート）：スミレの名は花形が大工道具の墨壷に似るとこ

ろからといわれる。また古代から摘み草の代表とされると

ころから摘み入れ草からの転誰であるともいわれる。「あ

おばな」は花の紫色から，「かきばな，かぎのはな，かぎは

な，かぎばな，かけばな，かげはな，かげばな，かげんば

な」などは花の薄の形が鉤状に曲がるので鉤花の転設とい

う。「がんがんばな」は籍の幼児語カンカンの転託で花を

髪に挿して遊んだものか。「ちようちょうかんばん」は錯

誤による「ちゅ一ちゅ一かんかん」の転託。昔は蝶々を

「ちゅ一ちゅ一」と設った。ところが幼児語で「ちゅ一ち

ゅ一」は頭髪を，「かんかん」は善（かんざし）を言う。ス

ミレの花を摘んで髪に挿したことによると思われるe

207　スズメノヤリ

しだ※

しら※　片野尾

（ノート）：　「しだ，

（イグサ科）雀の槍

しら」はシバの転託。

208　スベリヒユ（スベリヒユ科）馬歯苑，葉茎一毒虫の刺

　　傷，琉取り

すべらびょ一（古）X

すべりしょ一＊　沢根，　分布；長野

すベリひゅ一　下久知　赤泊

すべりひょ一＊◎［コ　中興　大和田　吉井本郷　羽茂，

　分布；江戸瀞岡

ずべりびゆ　長木

ひゆり※　中興　長江，　分布；山口

（ノート）：スベリヒユは滑り苑，畑の雑草，この草を鋪で

て食べるが粘滑なところから。各方言はスベリヒユの転
訂ヒ。

209ズミ（バラ科）

まめなしX

やまなし※　沢根　中興　大和田，　分窃；羅撫　岩手

　山形　栃木　福井　静岡　三重

（ノート）：ズミはそみ（染み）の意という，聾彰ζを染葬｝に

使ったことによるe「まめなし」は豆i梨，「・やまなも∫‘毒毒勇彗

である。

21｛）　スミレ（スミレ科）紫花地了

あii聾ぽな

かき麺な後

力㌔ぎの隊な楽　二寓

かぎ揺な豪　分布；宮城

かぎξぎな覆難　労布；窩城　愛媛　香川　長崎

か‘ラ㌶な裂　ラ｝窮；蔓崎

撰プ鑑な崇

211スモモ（バラ科）李　根皮一利尿剤

あめんど一＊◎　分布1三重　熊本

すもも　片野尾

はたんきょ一◎（巴旦杏，アメンドウ，アーモンド）

　沢根長木　中興吉井本郷下久知　水津両津　新
　田丁赤泊

（ノート）；佐渡では果汁の少ない在来種をスモモ、果汁の

多い改良種をハタンキョーと言う。

　「あめんどう」はアーモンドの転設。

212　セキショウ（サトイモ科）菖蒲，石菖蒲，根一芳香健

　胃剤
しょ一ぶ＊　中興　北小浦　片野尾　両津　赤泊，

　分布；和歌山

せきしょ一ぶ＊◎　吉井本郷，　分布；和歌山　愛媛

（ノート）：セキショウとショウブは別種である。セキショ

ウは渓流の邊に生育し，またショウブは沼沢や湿地に生え

る。端午の節句の菖蒲湯に用いるのはこのショウブであ

る。

213　セッコク（ラン科）石纏、葉茎一健胃強壮剤

すくなひこのくすね（古）◎口（少名彦薬根）

（ノート）：「すくなひご」は少彦名神，高皇産霊神の子。

医、酒造，漏泉の神である。「くすね」は薬根で薬である。

214　センニンソウ（キンポウゲ科）

せんにんそ一　中興

ふつくさ※◎口分布；群馬神奈川和歌山山口広
　島

（ノート）：センニンソウは仙人草で花後の痩果に着く毛の’

集まりが仙人の白頭に見立てたものか。「ふっくさ」は払

子草の転設で花後の痩果の集まりを払子に見立てたもの。
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215センノウゲ（ナデシコ科）仙翁花

せんの一げ　中興

（ノート）：「せんのうげ」はこの花が始めて京都嵯峨の仙

翁寺（今は廃寺）から広まったからという。仙翁花。

216　センブリ（リンドウ科）胡黄連，全草→皆味健11習剤

とうやく＊　沢根，　分布；岩手長野　滋賀　山口　青

　森　宮城　山形　新潟　埼玉　静岡　長野　和歌山　香

　川

（ノート）：センブリは千遍振っても薬効が出るという意。

「とうやく」は当薬でこの植物は薬に当たる（である）とい

う意。

217ゼンマイ（ゼンマイ科）薇，狗脊、紫箕

かくま※◎

かぐま※

ぜんまい　水津

ぜんめ一＊　加茂高千沢根　長木　中興大和田　吉

　井本郷　立野　長江　北小浦　下久知　片野尾　畑野

　新lli丁赤泊　徳和，　分布；長野　新潟

（ノート）：ゼンマイは胞子葉の若く巻いている様が銭に似

るところから，銭巻きがゼンマキ→ゼンマイに転託したと

いわれる。「かくま，かぐま」はシダの名前に用いられる

が，語源は不明としている。ところでチベットやネパール

に棲む牛に似たヤク簾牛）の毛はながく，それから採っ

た毛の茶褐色をシャグマ（赤熊），白色をパグマ（自熊），黒

をコクマ（黒熊）という。このコクマがカクマに転靴し，

シダの葉軸に着生する毛の色によって名付けられたもので

はなかろうか。

218　ソクズ（スイカズラ科）講勲，葉一腫痛に用う

すじわたし※

（ノート）：ソクズはサクタク（サ禮沁の転。別名クサニワ

トコ。「すじわたし」は筋渡しで，骨折の傷を治し筋骨を接

ぐ効ありという。

219　ソヨゴ（モチノキ科）

ふくらしば※　吉井本郷　長江，　分布；山口　埼玉　富

　山　岐阜　愛知　三重　京都　奈良　和歌山　近畿　中

　国　島根　香川　愛媛　高知

（ノート）：ソヨゴは葉が硬く風に戦ぎ音を立てるからとい

う，「ふくらしば」は葉が火熱に逢えば葉内の水分が蒸気と

なって葉を膨らますことによる。

220　ソラマメ（マメ科）空豆

と一まめ※　吉井本郷　水津，　分布；岐阜

　口　西国　福岡　八丈島　神奈川　愛知

　長崎　大分　割碕　鹿児島

おたふくまめ　片野尾，　分布；青森　富城

　栃木　埼玉　千葉　神奈川　新潟　石川

　岐阜　静岡　京都　大阪　和歌山　島根

　高知　長崎　熊本

和歌山　山

三重　佐賀

福島i契城

福井　長野

山口　香川

（ノート）：ソラマメは豆爽が空に向かって立つことによ

る，「とうまめ」は唐豆，北アフリカ，南西アジア原産。「お

たふくまめ」豆の形をお多福の顔に見立てたもの、

221　ダイコン（アブラナ科）羅葡，薬蔽，秘子一健胃，松湊

　fii］，乾し葉一浴湯料

で一こん＊　高千　沢根　長木　中興　吉井本郷　立野

　長江　北小浦　下久知　片野尾　畑野　両津　新1111赤

　泊　徳和，　分布；静岡　長野　福岡　佐賀

で一んこ　金泉

でゃ一こん＊　赤油（新保）羽茂T　分布；静闘

でんこん　金泉

りゃ一こん＊　分布；熊本

れ一こん

（ノート）：方言は何れもダイコンの転靴。

222　ダイコンソウ（バラ科）水楊梅，根一強壮利尿斉ll

ひきおこし◎

（ノート）：ダイコンソウは葉の形がダイコンに似ることに

よる，「ひきおこし」は薬効によって倒れた病人が元気にな

るの意，これと同名の植物に弘法大師が教えてくれたと云

われるヒキオコシ（延命草，シソ科）がある。

223　タイサイ（アブラナ科）体菜

たいな＊　沢根　中興　水津　赤泊　畑野，

分布；富山

て一な　沢根　長木　中興　大和田　吉井本郷　立野　北

　小浦下久知　片野尾　両津

（ノート）：方言はタイサイ（体菜、タイナ）の謝ヒ語。

224　ダイズ（マメ科）大豆

しろまめ※　沢根　長木　中興　立野　畑野　徳和，

　分布；富山　石川　福井　岐阜　三重　滋賀　大阪　兵

　庫　京都　奈良　山口　佐賀

まみ※（古）※

まめ＊　沢根　長木　中興　大和田　吉井本郷　立野　長

　江　北小浦　下久知　水津　片野尾・徳和　羽茂，

　分布；青森　岩手　秋田　福島　群馬　埼玉　神奈川

　長野富山　長崎

（ノート）：方言は白豆，豆の託語。

225　ダイモンジソウ（ユキノシタ科）

いわうぼ一き◎

いわじしゃ

いわだたら◎

いわぶき＊◎　分布；秋田　岩手　山形　長野　新潟

いわぼ一き＊　分布；新潟

いわぼき＊　分布；新潟

ぎらな◎　　　　　　　　　　　　　　　　・

（ノート）：ダイモンジソウは花の形を大の宇に見立てたも

の，「いわうぼうき，いわぶき，いわぼうき，いわばき」は

基本形イワブキ（岩蕗）のili云誰，「いわじしゃ」は岩ジシャ
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（苞務），この植物の葉をチシャに見立てたもの。rいわだ

たら」は岩ダタラ，ダタラはタタラメで田枯らしすなわち

タガラシ（石龍菌，キンポウゲ科）を云う，根生葉の形が

似る，この植物が岩に生えるのでイワ＋タタラメであろ

う。「ぎらな」は光沢のある葉によるe

226　タウコギ（キク科）狼把草，葉茎一健胃，止．鴻剤

ねつざまし　畑野

やぐさ　大和田

（ノート）：タウコギは水湿地，水田の雑草，「ねっざまし」

はこの草を民間薬として風邪，解熱に用いるe

fやぐさ」は種子が矢じりのように尖り衣服に付着する

ことから。

227　タカサプロウ（キク科）旱蓬草，鰹腸草

いたちのひともとぐさ（古）X◎

（ノート）：タカサプロウは南方系の水田雑草。古名をウマ

キタシといい，その後タタラビとなil　，タタラビソウ→タ

カサブロウとなったという。タガラシ（キンポウゲ科）も

またタタラビと云い両者は民間薬として線病や止1血1薬にな

るという、タタラビの名はr燗れ眼」がタタラメ→タタラ

ベ→タタラビと転託したものという。「いたちのひともと

ぐさ」は「馳の一本草」でf一本草」は霊験あらたかな弘

法大師のヒキオコシ（シソ科）であるeタカサプロウの薬

効はヒキオコシほどではないのでイタチノヒトモトグサと

なったものかe

228　タガラシ（キン’1｛ウゲ科）

か」らしぐさ楽

かわがらしX

たねつけばな・X

（ノート）：タガラシはこの植物の辛1昧によりf田辛し」と

いう。「たねつけばなjは同名のものがアブラナ科にあり

タガラシの別名がある，両者の錯誤か。

229　タケニグサ（ケシ科）博落廻

ちゃんぱぎく‡　分窃；額潟　千葉

（ノート）：タケニグサは茎が綾に似るので竹骸草とか，竹

細工の竹をこの草で煮て軟らかくしたり色を着けたりする

の意という。博落廻は中国の玩具でこの果穂の音が鐵てい

るという。fちゃんぱぎく」は占城菊で，占城（チャンペ

ン，ベトナム）より渡来した菊の意，葉が菊に儀る。

230　夕ニウッギ（スイカズラ科）

かじばな＊　長木，　分笏；由形　新潟

かぶしばな※　外海府　高千

さ声とめぽな＊　徳和，　分窃；能登

しょ一からばな　高千

そ一・とめばな　水津

た1；うつぎ＊　片野尾　　分布；三重

握なうつぎ楽　中興・大和田

（ノート）：　「たにうつぎ，はなうつぎ」は答空本，霧空塞
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である。「かじばな」は真っ赤に花の咲いた様を火事に見

立てたものか。「かぶしばな，しょうからばな」は若葉を採

って糧にしたことによるものか。「そうとめばな」は早乙

女花で，この花が咲く頃に田植えが始まるという意。

231　タネツケバナ（アブラナ科）砕米藩

たがらし※　高千

たねつけばな（古）

（ノート）：「たがらし」は水田雑草で田枯らし，同名のタ

ガラシ（キンポウゲ科）田辛しがある。「たねつけばな」は

この花が咲く頃が種籾を水に漬ける目安となるの意。

232タブノキ（クスノキ科〉鉋屑状木質一煮汁を女髪の

　癖直しに

だも※　分布；福井　京都　鳥取

（ノート）：「だも」はタブの転詮。タブは朝鮮語の丸木舟

（tong－bai）からの転誰という。

233　タマガヤツリ（カヤツリグサ科）

すげX　中興　大和田　吉井本郷　立野　下久知　水津

　片野尾　畑野　徳秘羽茂，　分布；香川

（ノート）：タマガヤツリは水田雑草，一般にカヤツリグサ

を「すげ」菅という。

234　タムシバ（モクレン科）辛夷，花蕾一頭痛薬

こぶし＊　長木　中興　吉井本郷　長江　水津　両津　畑

　野羽茂，　分布；岩手秋田　山形　新潟　富山　長

　野　愛知　岐阜　福井　三重　京都　奈良　和歌山　兵

　庫

（ノート）：タムシバは葉を噛むと甘いのでカムシバとい

い，転誰してタムシバとなる，また葉の表面にタムシ（田

虫）状の模様があるからともいう。「こぶし」は実の形が拳

状であるところから。

「コブシj一葉はモクレンに似る，花の薯に毛がある。花の

麩に幼葉がある。

「タムシバj一葉はオオバクロモジに似る，花の蒋は無毛，

花の藩に幼葉がない。

235　タラノキ（ウコギ科）根皮一胃陽病

たらのき＊　水津　片膨尾　　分布；青森　福井　埼玉

高知漉児島

ぽ一だら＊◎　長木，　分布；富山　福井　三重

（ノート）：タラノキの語源は朝鮮語起源という。

タラとウドの芽は山菜としてよく似るので，タラをキタラ

（木たら），ボウダラ（棒だら），ウドをツチタラ（土たら）

と区別する。

236　タンバノリ（紅藻類）

うしのひたい　巾興

（ノート）：「うしのひたい」，革状の植物体を弗の額に見立

てたものか。



237　タンポポ（キク科）蒲公英，苦芙，全草一健胃剤

おかんかん※　吉井本郷

おかんかんかん※

おかんかんぞ一※

おかんかんばん※

おがんおがん※

おがんがん※

かんかん※

かんかんばなX　吉井本郷

かんぞ一※　中興

くちくちな※

ぐちぐちな（古）※◎口

くちな※　分布；奥州

ごやじ（古）※◎口　二宮，　分布；兵庫

ごろ一じ※　豊田

こんこ一一じばなX

こんでん豪

こんねんど一※

こんれんぱな※

じりんど一楽

じりんどばな※

たんぽこX　高千　立野，　分布瀞岡

　重　京都　和歌山　兵庫　島根　岡山

　岡

たんぽこりん※　沢根

たんぽんぽん楽　金泉　中興

ちゃ一ぽんぽん※　外海府

ちゃんちゃんぽぽ

ちゃんちゃんぽん※

ちゃんちゃんぼんぼ※

ちゃんちゃんぽんぽん※

ちゃんぽこ※　分布；群馬

ちゃんぽぽ※　金泉　二宮，

　香川

ちゃんぽんちゃんぽん※

ちゃんぽんぽ※　分布；山形

ちゃんぽんぽん※　金泉

つんぶ一ばな※　金泉

つんぼばな※　分布；大分

ぼぼじゃ※

ぼぼちゃ※

ぽぽちゃ※　カロ茂

ぼやじ　二宮

ぽんぼこちゃがま※

ぼんぽこちゃん※

ぼんぼんちゃ※

愛知新潟三
香川　高知福

水津

　愛知　岐阜　岡山　香川

　　分布；山形　山梨　富山

（ノート）：タンポポの名は花茎を切り取って両端を裂いて

水の中に入れると切れた端が外に巻いて鼓の形となりその

音から名付けられたという。タンポポは早春の花で黄色い

花は特に目に付き沢山の名前がある。「おかんかん，おか

んかんかん，おかんかんぞう，おかんかんばん，おがんお

がん，おがんがん，かんかん，かんかんばな，かんぞう」は

讐の幼児語カンカンが塾本であろう，子供たちが花を頭に

挿して遊んだことによる。fくちくちな，ぐちぐちな，くち

な」は如でて食べるときの軟らかい感触からとおもわれ

る。「ごやじ，ごろうじ」は花後白毛を着けた円い頭花を爺

さんに讐えたものか。「こんこうじばな」は花を金色に光

る仏の後光に警えたものか。「こんでん、こんねんどう，こ

んれんばな」は金蓮キンレンでt花を金色のハスの花に見

立てたものか。「じりんどう，じりんどばな」は花の頭花を

車輪に見立て車輪草ジャリンソウ花の転誰か。「たんぽこ，

たんぽこりんtたんぽんぽん」はタンポポの幼児語。「ちゃ

あぽんぽん，ちゃんちゃんぽぽ，ちゃんちゃんぽん，ちゃ

んちゃんぽんぽ，ちゃんちゃんぽんぽん，ちゃんぽこ，ち

ゃんぽぽ，ちゃんぽんちゃんぽん，ちゃんぽんぽ，ちゃん

ぽんぽん」などは，タンポポに鼓を打っ時のヒャーという

掛け声のを加えた幼児語。「っんぶうばな，っんぼばな」は

冠毛を付けた種子が耳に入ると聾になるという伝説から。

「ぼぼじゃ，ぼぼちゃ，ぽぽちゃ」は白い毛の円い頭花をボ

ウボウ（坊々）という幼児語。「ぼやじ」は穂屋架（ぼやじ

ょ）で冠毛の紮（ワタ）毛をススキの穂の毛に見立てたも

のもの。「ぽんぽこちゃがま、ぽんぽこちゃん，ぼんぼんち

ゃ」は幼児語である。

238チガヤ（イネ科）白茅，根茎一利尿剤

つばな＊◎［コニ宮　高千　沢根　長木　中興　大和田

、吉井本郷立野長江　水津　片野尾赤泊　羽茂，

　分布；山形　茨城　神奈川　新潟　和歌山　山口　愛媛

　福岡　熊本　大分　宮崎　鹿児島

のまき※

のまぎ※　外海府

（ノート）；チガヤの語源は千萱で沢山生えるから，また1噛

むと甘い汁が出るので乳（チ）萱である，また草の色が赤

く血（チ）萱であるという。「のまき、のまぎ」は漁師の前掛

け（野巻き）の材料にすることから。

239　チシャノキ（ムラサキ科）

じしゃのき※　高千　中興　大和田　吉井本郷　立野　下

　久知　水津　片野尾　赤泊　羽茂，　分布；福井

（ノート）：ムラサキ科のチシャノキは佐渡で自生が確認さ

れでいない。エゴノキの‘じしゃのぎとの誤認と思われ

る。

240　チチコグサ（キク科）

すずめのちょ一ちん※　下久知

すずめのちょんちょんX　外海府

（ノート）：語源はよくわからない，チチコグサは地上茎を

伸ばして繁殖する，葉の細い小草であるので雀と言うもの

か。

241　チドメグサ（セリ科）翠霧雲草

うずらそう◎

ちぐさ　吉井本郷

よろいぐさ※i
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（ノート）：「うずらそう」rよろいぐさ」は地面を這って茂

る葉の模様をそれぞれに讐えたものか。「ちぐさ」は豆II草

でJIIE止め草の意。

242　チャンパギク（タケニグサ）（ケシ科）黄苓，根一消炎

　剤
わお一ごん◎

（ノート）：「わおうごん」は和黄苓でコガネヤナギ（コガ

ネバナ）（シソ科）の代用品として根を用いる。

243チョウジタデ（アカバナ科）

なんばんぐさ※　中興　大和田　立野

（ノート）：「なんばんぐさ」は水田，水路などの雄草で葉

の形がナンバン（唐：辛子）に似る。

244チョロギ（シソ科）

やまかい※

（ノート）：「やまかい」は塊i茎の形が巻貝に似るところか

ら山貝という。

245　ツクシ（トクサ科）土筆，筆頭菜，茎葉一利尿鋼

げんのまら※

すぎな※　沢根　中興　大和田　立野　北小浦　下久知

　水津　片野尾　畑野　赤泊　徳和　羽茂，　分布；宮城

　青森　秋田　岩手　福島　千葉　山梨　埼玉　岐阜　和

　歌山　兵庫　山口　香川　長崎

ずくし※　沢根，　分布；静岡　愛知

ずくずくし※　沢根，　分布：愛知　大阪

ずんぼこ※

つくしのぼ一や＊　水津，分布；山口

つくしんぼ＊　長木　吉井本郷

っくずくし※　中興，　分布；長野　福岡　青森　1！1形

　富山　静岡　大阪　兵庫熊本大分

つくつくし※　中興，　分布；東国　山口　背森　八丈島

　岐阜　石川　京都　三重　大阪　熊本

（ノート）：「げんのまら」は玄のチンチンで，玄は遊里で

遊ぶ医者や僧侶をいう。「ずくし，ずくずくし，ずんぼこ，

つくしのぼうや、っくしんぼ，っくずくし，つくつくし」は

何れもツクシの転設。

246　ッチグリ（バラ科）翻白草

かわらさいこ◎

（ノート）：両者は別種であるが，古代では混同していた。

ツチグリは根が紡錘状に肥厚し食べられるe

247　ツノハシバミ（カバノキ科）榛　　　　　　　　t

かしまめ※　長き　徳和，　分布；長野　秋田　埼玉　新

潟岐阜
（ノート）：「かしまめ」は樫豆で食べる。

248ツユクサ（ツユクサ科）鴨妬草，藍花，茎葉一禾1」尿剤

あおばな＊◎　分布；滋賀
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あきはな※

かぎばな廉◎

かたぐろ※　加茂　中興　羽茂

じんじくろ※

そめくさ＊　高千，　分布；長野　新潟

だんぶりはな※　分布；青森秋田

ちょ一ちょ一ぱな※　外海府，　分布；島根　長崎

っきくさ＊口　分布；新潟　鹿児島

とっとばな※

はながらX　外海府，　分布；長野　三重群馬　埼玉

　千葉　東京　山梨　静岡　島根　山口　福岡　長崎熊本

　大分鹿児島

はなばら

ははしぐさ（古）※

めぐすりばな※　外海府　二宮　水津

（ノート）：古名「ツキクサ」，色の着く草の意，「あおばな」

は花の色が青色，「あきはな」は秋になっても成長し花を着

ける，「かぎばな」は花が鉤状に曲がっているところから，

「かたぐろ」は花が曲がって咲くのでカタグルの転か。「じ

んじくろ」はわからない。「そめくさ」は花弁の絞り汁で青

く染めることのよる。「だんぶりばな，ちょうちょうばな」

は花の形をトンボや蝶に見立てたもの。「はながら，はな

ばら」は花後萎んだ花弁が苞に包まれて残るので。「はは

しぐさ」は帽子草で二枚の苞に包まれた様をいう。「めぐ

すりばな」は茎葉の煎じ汁で眼を洗うことから。

249　ツリガネニンジン（キキョウ科）沙参，続断，根一怯

　痩剤
うばがちぢ◎

うばがち口

ととき※◎口　高千　長木　中興　羽茂，　分布；山形

　東京　神奈川　新潟　長野

（ノート）：「トトキ」の語源は朝鮮語起源，「ウバガチチ，

ウバガチ」は茎葉の切り口から白い乳液を出すことから乳

母の乳になぞらえるもの。

250　ツルウメモドキ（ニシキギ科）

うめもどき※　中興　吉井本郷　平松　下久知　片野尾

　畑野　羽茂，　分布；千葉

（ノート）：両者は別種であるが単に「うめもどき」という。

251ツルニンジン（キキョウ科）羊乳楓根一被疾剤

つりがねにんじん※◎　吉井本郷

（ノート）：「つりがねにんじん」は釣鐘状の白緑色の花を

着ける，別名ジイソブという，老爺のソバカスの意である。

種名ツリガネニンジンは別種。

252　ツワブキ（キク科）秦吾，葉一解毒剤

つやぶき＊　高千　沢根　長木　長江　平松　水津　羽

　茂，　分布；福島　新潟　和歌山

つわ＊◎　沢根　畑野，　分布；静岡　兵庫　三重　和歌

　山　島根　山口　香川　高知　福岡　長il碕　熊本　宮1騎



　鹿児島

（ノート）；「ツワブキ，つやぶき，つわ」は何れも常緑で

艶のある蕗の意。

253　テイカカズラ（キ，ヨウチクトウ科）絡石，石9111，葉茎

　　一強壮剤

まさき＊　水津，　分布；八丈島　三宅島

まさきのかづら＊◎　分布；三宅島長崎

（ノート）：「テイカカズラ」は式子内親王（後白河天皇の

第二皇女）の墓に絡む蔦葛，それは藤原定家であるという

故事から。「まさきのかづら，まさき」は古名であるとい

う。またマサキのカヅラはサンカクズルであるという説も

ある。

254　テンナンショウ（サトイモ科）天南星，根一鎮煙，被

　疾剤
へびのだいお一X□　中興

へびので一はち　加茂　長木　中興　片野尾　徳和　羽茂

（ノート）；「へびのだいおう、へびのだいはち」は蛇の大

王，蛇の大八でテンナンショウを蛇に見立てたもの。

眼鼻の穴をあけ百iにして遊ルだことによる。

258　トウダイグサ（トウダイグサ科）沢漆、葉茎一水腫薬

すずふりくさ）口　分布1三重

すずふりばな※　分布；三重

（ノート）：トウダイグサは草の形を灯火の代（燭台）に見

立てたもの。「すずふりくさ，すずふりばな」は鈴振り花で

実を鈴に見立てたもの。

259　トウモロコシ（イネ科）

かしきびX口　外海府　加茂　二宮　高千　沢根　長木

　中興　大和田　吉井本郷立野　北小浦　下久知　水津

　片野尾　新町　畑野　赤泊　1危1和　羽茂，　分布；奥州

　新潟　山形　石川　長野　畿内

とうきび＊　二宮，　分布；茨城　福井　西国　福岡　山

　形　福島　群馬　山梨　愛知　岐阜　新潟　石川　兵庫

　島根　岡山　広島　山口　香川　愛媛　佐賀　長崎　熊

　本　大分　宮崎　鹿児島

（ノート）：中南米原藤，16’世紀に渡来，「かしきび」は菓

子黍，「とうきび」は唐黍。

255　トウガラシ（ナス科）蕃椒，果実一香味料，辛味料，鎮

　痛剤
からなんばん※　高千　沢根　長木　中興　吉井本郷　水

　津　片野尾　赤泊　徳和，　分布；滋賀

たかのつめ＊◎　分布；滋賀　大阪　兵庫　岡山　山口

なんばん※◎　二宮　高千　沢根　中興　大和田　立野

　長江　平松　下久知　畑野　新1町，　分布；東北　岩手

　富城　山形　茨城　山梨　長野　静岡　愛知　北海道

　青森　秋田　福島　栃木　群馬　埼玉　千葉　東京　神

　奈川　新潟．富山　石川　福井　岐阜　滋賀　京都　鳥

　取　島根　広島　香川　長崎　熊本

（ノート）：「からなんばん」は辛い南蛮，「たかのっめ」は

唐辛子の栽培品種，辛味が強い。

256　トウキ（セリ科）当帰，IJ」　lctifr，根一貧illl性瘍llll，浴湯剤

お一せり口

うしのめくすり※

（ノート）：「おうせり」は大きい芹の意，「うしのめくす

り」は牛の眼薬。

257　トウギボウシ（オオバギボウシ）（ユリ科）玉讐花

いお一な

ぎしぎしな口

ぎぼし　水津

ぎりぎりな◎口

ぎんぼ一し◎

めんば（古）※　二宮　長木　徳和　羽茂

（ノート）：トウギボウシは唐ギボウシである。「ぎぼし，

ぎんぼうし」はギボウシの転，「いおうな」は医王菜，薬師

如来の薬草の意。「ぎしぎしな，ぎりぎりな」は葉に多くの

縦脈がありその様を表すものか。「めんば」は大きな葉に

260　ドクウッギ（ドクウツギ科）

うまあらいうつぎX

うまあらいくさX

かわうつぎ※　分布；岩手　宮城

かわらうっぎX　加茂，　分布；山形　長野　茨城

さるころし※　分布；西国

さわうつぎ※

なべわりうつぎ※口　分布；（なべわり　千葉　神奈川

　新潟　富山　石川　静岡）

ふろしきつつみ口

（ノート）：「うまあらいうっぎ，うまあらいくさ」は馬荒

れウツギで馬がこれを食べると毒に当たって荒れるという

意か。「かわうっぎ，かわらうつぎ，さわうつぎ」はこの植

物が川岸や澤沿いに生えていることによる。「さるころし」

はこの実は猛毒で食べると死ぬという意，「なべわりうつ

ぎ」はこの猛毒の木を薪にすると鍋を割らすと言う意。

「ふろしきっっみ」はこの実は多肉の宿存花弁が痩果を包

んでおりそれを風呂敷包みに見立てたもの。

261　ドクゼリ（セリ科）馬薪

なべわりうつぎ（古）※

（ノート）：ドクゼリは佐渡に自生の記録はない。

　「なべわりうっぎ」はドクウツギ同様，燃料にするとその

毒で鍋を割るという意。

262　ドクダミ　（ドクダミ斥斗）叢菜，葉茎一瘡轟に用いる

じゅ一やく※◎　羽茂，　分布；滋賀　和歌山　宮城　秋

　田　山形　埼玉　東京　神奈川　福井　静岡　三童　京

　都　大阪　奈良　兵庵　島根　山口　岡山　香川　愛媛

　長崎大分

どくまくり※自　二宮　高千　沢根　中興　大和田　吉井
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　本郷　立野　北小浦　下久知　水津　片野尾　畑野　両

　津　赤泊　徳和，　分布；島根

どくまり※

（ノート）：ドクダミは毒痛みの転という，また毒止めの転

ともいう。「じゅうやく」は叢薬の音読み、または馬を飼う

に十種の薬効があるので十薬というと。「どくまくり，ど

くまり」は海藻の「まくり」は寄生虫の駆虫薬である。ド

クダミは病気を治す効力があり，その名を模して「どくま

くり」としたものか。

263　トネリコ（モクセイ科）樗，樹皮一消炎剤

たもぎ＊　中興　大和田，　分布；新潟　長野

たまのき　中興

しろたもぎ　水津

くろたもぎ　水津

（ノート）：佐渡に自生するトネリコにはアオダモとヤマト

アオダモがある。トネリコの語源は寄生するイボタロウ虫

の分泌する白蝋を敷きに塗って戸の滑りを良くするのでト

ヌリコの転という。「たもぎ」はこの木の材は強朝で撹む

木の転託であるという。「たまのき」はタモギの転。アオ

ダモは樹皮が暗褐色で「くろたもぎ」，ヤマトアオダモの樹

皮は淡褐色で「しろたもぎ」と区別する。

264　トビシマカンゾウ（ゼンテイカ）（ユリ科〉

ようらみばな　小倉大納言契起佐渡配流（元秘元隼）の際

　言われたという

（ノート）：トビシマカンゾウは山形県沖にある叢島に輿生

する海岸性のゼンテイカの変種に付けられた名。日本海側

の飛島と佐渡島に分布する島喚型である。

265　トリアシショウマ（ユキノシタ科）鳥足舞麻，粟穂，

　　根一解熱剤

いぬのお口

いわんだいら（古）※◎

いわんだら※

とりあし※◎　二宮　高千　長木　大和田　畑野　羽茂，

　分布；岩手　秋田　山形　長野　新潟

とりあり　片野尾

みつまた　長木

もくだ（古）◎　分布；背森　栃木

（ノート）：「いぬのお」はサラシナショウマの花穂の形を

犬の尾に見立てたものか。「いわんだいら，いわんだら」は

岩場に生えるタラで，岩たらの転。「とりあし，とりあり」

は鳥足で，トリアシショウマの茎を鳥の脚に見立てたも

の。「みつまた」は複葉の三出三葉から。「もくだ」は植物

が叢生するところから茂く朶であろうか。

266　トリカブト（キンポウゲ科）草烏頭烏頭（母根），附

　子（子根）

かぶとばな※　二宮，　分布；長野　静岡　兵庫

ねやくさ※

ねやぐさ※
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ぶす※◎口　外海府　二宮　高千　長木　長江

（ノート）：トリカブトは花の形が舞楽の鶏冠（トリカブ

ト）に似ているところから。「かぶとばな」は花弁状の讐の

上片が兜型に立っところから。「ねやくさ，ねやぐさ」はト

リカブトの根茎の形が鏑矢に似るところから。「ぶす」は

地下根の子球を附子というので。

267　ドングリ（ブナ科植物の実）団栗，痢疾の止鴻剤

どんぐりべ一※　中興　大和田

よめのこき※

（ノート）：「どんぐりべい」は団栗平である。「よめのこ

き」は嫁の御器殻斗（杓子）をお椀に見立てたもの。

268　ナガイモ（ヤマノイモ科）薯預，根一滋養強壮斉lj

えちこいも※

えどいも＊　徳和，　分布；山形

だいこんいも※　中興北小浦

ながいも　片野尾

やまいも　水津

（ノート）：「えちこいも」越後薯，「えどいも」江戸薯，「だ

いこんいも」大根薯，「ながいも」長薯，「やまいも」山薯。

269　ナス（ナス科）茄子，葎一止血剤

なすび※［コ　加茂　岩首　金泉　高千　沢根　長木　中興

　大和田　吉井本郷　立野　平松　北小浦　下久知　水津

　片野尾　畑野　両津　新町　新穂　赤泊　徳和　羽茂，

　分布1静岡　愛知　岐阜富山　石川　福井京都大
　阪　鳥取　島根　岡山　広島　徳島　愛媛福岡熊本

　宮崎鹿児島
（ノート）：佐渡では一般に「なすび」という，’び，は接尾

語という。

270　ナズナ（アブラナ科）藩，著達菜，葉茎一止血解熱剤

かわらけな◎

なぞな◎

（ノート）：ナズナは撫づ菜で可愛らしい菜の意。「なぞな」

はナズナの転。「かわらけな」は川柳「行灯にペンペン草の

影は藤」にあるように，行灯にナズナを吊るせば夏になっ

て虫が寄り付かないと言う迷信があり，このカワラケは行

灯の火皿llで行灯そのものを指し，行灯に吊るす草即ちカワ

ラケナとなった。ところで方言カワラケナはタビラコの別

名であり，また，タビラコはホトケノザ（コオニタビラコ）

とキュウリグサの別名でもある。

271ナッハゼ（ッッジ科）

かちかち　中興吉井本郷　長江　下久知

かちはじき　徳和

しょ一がま　水津

やまなし＊　沢根　長木　中興　大和田，　分布；山口

　福岡

（ノート）：ナツハゼは葉が夏季にハゼノキの葉のように紅

葉するところから。「かちかち」はこの木材が硬いことに



よる。「かちはじき」はカチカチとハゼの合成語。「しょう

がま」は塩釜で塩釜桜の略，その意は「葉まで（濱で）美

しい」ナッハゼの紅葉の美しさを懸けている。「やまなし」

は実を食べるので山梨である。

272　ナツミカン（ミカン科）

ざぼん　沢根　長木　中興　大和田　吉井本郷　立野　北

　小浦　新町　畑野　徳和　羽茂

ずぼん※

（ノート）：ナツミカンが佐渡に入ってきた当時はこれをザ

ボンと呼んでいた。ザボンはインドシナ付近の原産とい

う，その名はポルトガル語のZamboaからという。

273　ナデシコ（ナデシコ科）羅麦，種子一通便利尿剤

ところてんばな※　分布；岐阜

（ノート）：ナデシコは撫子で可愛いらしい花の意。「とこ

ろてんばな」は子供の遊びで花を摘み，蒋筒をっまんでし

ごくと花弁がトコロテンのように押し出されるところから

名付けられる。。

274　ナナカマド（バラ科）

ふじき※　分布；岩手

（ノート）1「ふじき」は，ナナカマドの複葉の葉を藤の葉

に見立てていう。

275　ナラタケ（キシメジ科）

あしもと　羽茂

もとあし　高千　沢根　長江　北小浦　徳和

（ノート）：ナラタケ採りは，次から次と足元で見つかる，

それで「あしもと」の名がある。「もとあし」はその言葉の

逆転e

276　ナルコユリ（ユリ科）黄精，根一滋養緩和剤

あまどころ※　高千　沢根　中興　吉井本郷　徳和　羽茂

（ノート）：ナルコユリは一見「あまどころ」に似る。

277　ナワシロイチゴ（バラ科）茎葉一強壮剤

いばらいちご　沢根　中興　立野　北小浦　下久知　片野

　尾

くさいちご＊◎　分布；山形　岡山

つちいちご＊　大和田　水津　徳和、　分布；島根　山口

高知

（ノート）：「いばらいちご」は蔓に刺があることから，「く

さいちご」は茎が樹状に立ち上がらず地面を這うので。

「っちいちご」は土イチゴで地面を這うので言われる。

278　ニガナ（キク科）黄花菜

じしばり◎　中興　吉井本郷　下久知　水津　羽茂

（ノート）：「じしばり」は地下茎が四方に這うことによる。

279　ニセアカシヤ（マメ科）

あかしゃ　沢根　中興　大和田　吉井本郷　長江　平松

　下久知　水津　徳和　潭茂

（ノート）：ニセアカシア（ハリエンジュ）は単に「あかし

や」というが、真のAcasiaではない。

280ニラ（ユリ科）韮，葉茎一止1施1剤

きんさんにら※口

にんにく※　中興　立野　北小浦

（ノート）：「きんさんにら」は金山ニラであろう。「にんに

く」はこの植物の特有の臭気によりニンニク（穴蒜）とよ

ぶ。

281ニリンソウ（キンポウゲ科）菟葵

いちりんそ一※　中興

ふくべら＊◎　分布；北海道　背森　山形

（ノート）：両者は四枚葉でよく似ているので「いちりんそ

う」と呼ぶ。「ふくべら」はアイヌ語起源といわれる。

282ニワウメ（バラ科）郁李，子仁一水腫の薬

こんめ※口　沢根　中興　吉井本郷　立野　長江　水津

　片野尾　新1町　羽茂，　分布；伊豆八丈島　兵庫’和歌

　山　鵬根　富山　山口

（ノート）：ニワウメはユスラウメと共に「こんめ」（小梅）

といわれる。

283ニワトコ（スイカズラ科）接骨木，花葉一発汗剤，煎

　液一打撲傷の外用

たずのき＊◎　分布；山日　広島　九州　福岡　宮崎　鹿

児島

にわとこ＊　水津、　分布；青森　高知

（ノート）：「にわとこ」は庭ッ五加木がニワツウコギ→ニ

ワツコギ→ニワトコと転読したものという。「たずのき」

は‘田鶴の木，で複葉の葉の広がった様が鶴の広げた両翼

に見立てたものという。

284ニンジン（オタネニンジン，チョウセンニンジン）

　　（ウコギ科）人参，根一健胃強壮解熱利尿食欲不振消化

　不良i嘔吐腹痛下痢

さとにんじん◎

にんじん　片野尾

（ノート）：「さとにんじん」は里ニンジンで園礪で栽培し

た事による名。

285　ヌルデ（ウルシ科）五楷子，塩麩子，虫櫻（五倍子）一

　収敷剤
ごまき※口　分布；北海道　青森　岩手　秋田

ぬるで＊　水津，　分布；宮城　新潟　猟馬　長野

ふしのき※◎外海府　　分布；青森秋田　東京　愛知

　三重　京都　島根　岡山　広島　山口　徳島　香川　愛

　媛　高知　福岡　熊本　大分　鹿児島

ゆりて※

ゆりで※◎口　大和田，　分布；高知　愛媛

（ノート）：「ぬるで」は乳木と称し白色の膠質を出し物を
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塗ることが出きるので。「ゆりて，ゆりで」はヌルデの転

設。fごまぎ」は護摩を焚く木の意。「ふしのき」は虫櫻が

でき五倍子のできる木。

286　ネギ（ユリ科）葱，感胃の頭痛薬

きなえ（ネギの苗）◎　高千　沢根　中興　大和田　水津

　両津

ねぶか・X口　外海府　加茂　岩首　二宮　高千　沢根　長

　木　中興　大和田　吉井本郷　立野　北小浦　下久知

　水津　片野尾　両津　新lll丁赤泊　徳和　羽茂，

　分布；岩手　宮城　福島　愛知　岐阜　新潟　篇山　石

　川　福井　滋賀　三電　奈良　和歌山　大阪兵庫　鳥

　取　島根　岡山　広島　山口　香川　徳島　高知　愛媛

　福岡　長崎　熊本　大分　宮崎　鹿児島

（ノート）：「きなえ」は葱苗（キナエ）で葱の薫。「ねぶか」

は根深ネギの省略形。

287　ネコヤナギ（ヤナギ科）水楊，樹皮一解熱剤

いんにょこにゅ一一tcゆ一※　赤泊

いんにょこにょ・・－ICよ一　長江

いんにょこにょこ※　徳和

いんねこ※　沢根　羽茂

いんねこじょ一じよ一※　立野　畑野

いんねこにょ一にょ一X　沢根　平松　水津

いんねこねこ※

いんねこねこのこ※

いんねこばな※

いんのこX　二宮　沢根　中興　大和田　畑野，　分布；

　鹿児島

いんのこじゅ一じip　一一※　畑野

いんのこじょ一じょ一※　加茂　申興　立野　高千

いんのこにょ一にょ一※　二宮　沢根　長木　大和田　吉

　井本郷，

いんのこぼ一ぽ一楽

いんのこやなぎ※　分布；鹿児島

えんここ※

えんころ※　分布；富ll！

おんにょこにょ一にょ一※

かわやなぎ※◎　分布；三重　山口　徳島　香川　愛媛

高知熊本
かわらやなぎX　分布；三重　山口

にゃきPん※

にゃんにゃんこ楽　　　　　　　　　　　，

ねこねこ・X　高千　下久知　新町，

　岐阜

ねこねこにゃんにゃん※

ねこねこばな※

ねこねこやなぎ※　申興　下久知

ねこのめX　分布；新潟

ねこばな張　分布；三重

ねこぼぼ※

ねこまたX

分布；新潟　福井

一一 Q8－一

ぽほやなぎX

やすもと◎

（ノート）：早春の川岸に芽吹くむネコヤナギの軟毛を着け

た花蕾の感触をネコとするか犬の子とするかで色々な名

前が作られている。「にょうにょう」は坊さんで幼児語，丸

い蕾を坊さんの頭に見立てたもの。「にゅうにゅう，じょ

うじょう，じゅうじゅう」はその転。「ぼうぼう」は蕾や実

などの丸い物の表現。

　標準的なものは「いんのこにょうにょう」である。「かわ

やなぎ」はネコヤナギの方言だが，別にカワヤナギという

ヤナギの種類がある。fねこのめ」はネコノ芽であろう。

「ねこぼぼ」はネコの「ぼうぼう」で丸い花芽を指すもの。

「ねこまた」は年老いたネコで，尾が二つに分かれ，よく化

かすといわれるが，このねこまたは単なるふざけであろ

う。「ぼぼやなぎ」は花芽のボウボウを着けたヤナギの意。

「やすもと」はよく分らないが，ヤナギの真っ直ぐな枝で矢

を作ることによるものか，また，川で魚を捕る際，ヤナギ

の枝を籍にしたことからか。

288　ネザサ（イネ科）

すずたけ◎

つつたけ（筍）◎

（ノート）：「すずたけ」は単に細い竹の意。スズタケとい

う笹の種類は，佐渡に自生しない。「っったけ」は筒タケ，

笹の竹の子の意。

289ネズミサシ（ヒノキ科）杜松、鼠刺木，果実一利尿剤

としょ一＊◎　長木　中興　大和田　徳和，　分布；山形

　新潟静岡
ねず＊　長木，　分布；岩手　静岡　妓阜　岡山　愛媛

ねずみさし※　外海府　加茂　高千　沢根　中興　大和田

　吉井本郷　立野　長江　平松　北小浦　下久知　水津

　片野尾　両津　畑野　赤泊　徳和　羽茂

ひめすぎ※　中興

（ノート）：「としょう」は杜松でネズミサシの別名。fひめ

すぎ」は姫杉。

290ネナシカズラ（ヒルガオ科）菟糸子，種子一強壮剤，

　収敏剤

なつゆきX◎

（ノート）：ネナシカズラは寄生植物，「なっゆき」は夏雪

で，黄白色の蔓が緑の植物の上に絡みつき雪を被うたよう

に表現したもの。

291ネムノキ（マメ科）合歓木，樹皮一神経性強壮剤

あさねこき　徳和

うしころし※　外海府　高千　立野　水津

こ一か※◎　加茂　羽茂，　分布；新潟　兵庫　埼玉　福

　井　岐阜　静岡　愛媛　愛知　滋賀　京都　大阪　兵庫

　和歌11華鳥取　島根　岡山　広1島　徳和　高知　福岡

　佐賀　長崎　熊本　大分　富碕　鹿児島

こ一かのき※□　rl1興　大和田　吉井本郷　新ll1丁　羽茂，



　分布；島根新潟　滋賀　香川　宮力戎福井鼓阜三

　璽和歌山　岡山福岡佐賀長1碕熊本大分宮
　崎鹿児島
ところてんばな※　外海府　二宮

ねぶのき＊◎　沢根，　分布；静岡　愛知　長野　福井

　三重　和歌山　高知

ねんばのき

（ノート）：「あさねこき」はネムノキの葉が閉じて，朝開

きがおそいということ。「うしころし」はこの木の枝で牛

の界環を作ることから。「こうか，こうかのき」は含歓木の

漢字の読みによる。「ところてんばな」は，この木の花の，

総状の長いオシベをトコロテンに見立てたもの。「ねぶの

き」はネムノキの転。「ねんばのき」は1眠る葉の木の意。

292　ノウルシ（トウダイグサ科）沢漆，葉茎一水腫の薬

すずふりぐさ※　分布；三重

（ノート）：ノウルシは佐渡にEl生の記録がない。「すずふ

りぐさ」は花房の状態を鈴に見立てたもの。

293　ノキシノブ（ウラボシ科）金星草

うらぼし［コ

（ノート）：「うらぼし」は葉裏の胞子堆を星に擬したもの。

294　ノゲシ（ハルノゲシ）（キク科）

ぼやし※

（ノート）：　「ぼやし」は穂屋禦（ホヤジョ）の転，花後の

頭花の綿毛を，屋根に琶いたカヤの穂の架（ワタ）に讐えた

ものか。

295　ノダケ（セリ科〕前胡，土当帰，根一怯疲剤

いお一ぜり楽◎口

（ノート）：「いおうぜり」は医王芹，薬草の芹の意。

296　ノビル（ユリ科）野蒜，鱗茎一積塊の薬

ひる＊　高千　水津，　分布；関東　岩手　瀞岡　山口

　長崎

のびる＊　片野尾　　分布；熊本

ひるどんぼ一　赤油

ひるんどんぼ一　羽茂

ひるのとんぼ※

（ノート）：「ひる，のびる」は野蒜。、rひるどんぼう，ひる

んどんぼう、ひるのとんぼ」は蒜のトンボで，ノビルの花

序に着く紫色の珠芽をトンボの目玉に擬iしたもの。

297ノブドウ（ブドウ科）

うますいび※　加茂

ぶす来◎　高千，　分布；山形　新潟　長野

ぶすぶど一　羽茂

へびぶど一＊　長木　中興　大和1ヨ　吉井本射lll立野　長

　江［　　；iヒノ」i詐lj，　　　ラ｝イ行；菜斤潟　　1⊥11コ

（ノート）：何れの方言も馬，蛇，附子などが付いており，

この実は食べられないことを示す。

「ぶす，ぶすぶど一」は「プス色」の実を言1釜けるブドウの意，

「ブス色」は附子すなわち「トリカブト」の花色で紫青色を

いう。内出IAIをして腫れた皮層の色や，塞さにふるえる唇

の色などで言う。

298　ノリウッギ（ユキノシタ科）

くさうつぎ※　畑野

くそうつぎ※

（ノート）：「くさうっぎ，くそうつぎ」は草ウツギ，糞ウ

ツギで花は両性花が多くあまり美しくないことによるもの

か。

299　バイケイソウ（ユリ科）黎藤，根i茎一解熱剤

げりめき※

（ノート）：バイケイソウは梅慧草，花は梅の花に葉はシラ

ン（慧）の葉に似ることによる。有毒植物。「げりめき」は

花の香りが入糞の臭気のようで、蝿が花に沢山あつまるこ

とから。また誤って食べると下痢するの意か。

300　ハウチワカエデ（カエデ科）

もみじ※沢根中興北小浦水津片野尾畑野羽
　茂，　分布；青森　宮城　群馬　山梨　岐阜　広島

はなのき＊　中興　大和田　吉井本郷　立野北小浦，

　分布；青森　岩手　宮城　秋田　Ll」形　新潟　福井

（ノート）：ハウチワカエデはモミジの一種であるが，一般

にモミジの仲間を「はなのき」という，しかしハナノキと

いう種類は佐渡に自生しない。

301ハギ（マメ科）萩

しょ一りP一ばな※

ぼh，la’な　沢根　水津　片野尾

みやぎのX口

（ノート）：「しょうりゃあばな」は精霊花の託り，「ぼんば

な」盆花として仏前に供える。「みやぎの」はミヤギノハギ

で萩の品顧。

302　ハクモクレン（モクレン科）玉蘭花

もくれん　沢根　中興　大和田　吉井本郷　立野　長江

　平松　下久知　水津　畑野　新町　羽茂

もくれんげ楽◎　畑野，　分布；山口

（ノート）：ハクモクレンは白モクレン，「もくれん，もくれ

んげ」は木蓮，木蓮華である。

303ハゲイトウ（ヒユ科）老少草，雁来紅

がんらいこう◎　中興

がんらいそ一

け一とん　水津　片野尾

げりめき※

（ノート）：ハゲイトウは熱帯アジア原藍。「がんらいこう，

がんらいそう」は秋庸が飛来して来る頃紅葉して綺麗にな

るの意。「けいとん」はハゲイトウが鶏頭（ケイトウ）の仲

問であることから。fげりめき」は分らない，ハゲイトウと
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バイケソウの混同による誤植か。

304ハコネシダ（ホウライシダ科）石長生，全草一産前産

　後の薬
くろはぎ＊◎口　分布；石川

（ノート）：佐渡に自生の記録はない。「くろはぎ」は葉を

取り除いた茎枝で小籍（玉箒）を作る，これがクロバハキ

→クロハギと転靴したものか。または黒はぎは黒脛で葉茎

の藩部に黒褐色の鱗毛が密生していることによるものか。

305　ハコベ（ナデシコ科）藥董，全草一諸瘡の薬

あさしらぎX　外海府赤泊羽茂，　分布；秋田　山形

　新潟窟山
あさしらげ＊　徳和，　分布；山形　石川　愛知　秋田

　新潟福井
はこべ＊　水津　片野尾　　分布；山口

（ノート）：ハコベは古名ハクベラからの転という。漢名の

繁墾の繁はよく茂り，菰はよく伸びる意，そしてハクベラ

のハクは吊で美麗な布，ベラは片で葉片を指し，二股に分

かれる茎の節ごとに対生の葉が着く，これが袴をっけてい

る様でハクベラの名がっいたという。「あさしらげ，あさ

しらぎ」はハコベを日出草といい、朝，日の出と共に花が

開くのでかく言うと。

さいそ一ろ一◎

（ノート）：葉の真中に花を着け実を結ぶので花筏という。

「いばなのき，いぼな，いぼなのき」は葉の上に着いた丸い

実を疵に擬したもの。「さいそうろう」は採桑老（花屋の偽

名という），雅楽のひとっ，採桑の翁が杖をついて老衰で歩

行に苦しむ様を舞う。すなわち花びらが散って水面に浮か

びそれが筏（花筏）のようによろよろと続いて流れる様を

舞いに擬iしたもの。ハナイカダとは別の義。

309　ハナズオウ（マメ科）紫荊

つるむらさき※口

（ノート）：「つるむらさき」は「はなむらさき」の誤植と

おもわれる。ハナズオウは花が紫色でハナムラサキの名が

ある。

310ハナヒリノキ（ツッジ科）葉茎一虫殺し

うじころし※　長木　中興　長江　下久知　片野尾　羽

　茂，　分布；山形　群馬　新潟　富山　長野

うまあれ一うつぎ※

（ノート）：ハナヒリノキは有毒植物t葉を揉んで罪に入れ

るとくしゃみが出る。「うじころし」はこの木を便所に入

れて蝿のウジを殺した。「うまあれいうっぎ」はドクウツ

ギ同様これを食べた馬は毒に当たって荒れるの意。

306ハゼノキ（ウルシ津｝）黄櫨、果実一木蝋、膏薬の原料

ちょ一じゃのかし豪◎羽茂

にしきぎ◎

はじ＊◎　分布；福岡　長崎　鹿児1島

はぜ◎　中興　吉井本郷　下久知　水津

はぜのき　片野尾

（ノート）：佐渡に自生の記録がない。ヤマウルシを搬して

いるものか。「ちょうじゃのかしjは長者の票子でヤマウ

ルシの実を指すもの。「にしきぎ」は秋の痙葉麺よる名。

ヂはじ，はぜ，はぜのき」はヤマウルシを揚して華るものと

思われる。しかし，ハジの語源はハニ（黄±）またはハニ

シの転という。またハニシはハニシメ（填纏｝で本の樹皮

を染色に用いることからハニシメ　（黄土染）で，ハニシメ

→ハニシ→ハジと転誰したものという。

307ハッカ（シソ科）薄荷，葉一薄荷油，薄荷脳

｛まっカ、　片野尾

みずたばこ楽

めくすりX

（ノート）：「はっか」は漢名の薄荷のカクカから。「みずた

ばこ」は水タバコで，タバコに混ずると冷気を感ビるので，

また「めくすり」は薄荷の葉を瞼の土にのせると級の疲れ

を癒すと言う。

308　ハナイカダ（ミズキ牽斗）

いばなのき※

いぼな巌◎　分布；滋賀

いぼなのき※◎　長木　徳釈　羽競

311ハハキモク（ホンダワラ科）

こてつつ

かいふもく

（ノート）：「こてつつ」は小手筒。fかいふもく」海府モク

である。

312　ハハコグサ（キク科）黄花嵩，鼠麹草，佛耳草，葉茎一

　怯痩斉1　　　　　　　　　、

おとこよもぎ楽　高千，　分布；長野　島根

ごぎょう＊口

香川

ちぢ※

つづみくさ※口

つづみぐさ◎

ねこのみみX

ねずみのみみ※

中興　煙野　羽茂，　分布；岩手　山ロ

　　　　　　　羽茂，　分布；東京　奈良　山口

　　　　　　　　分布；千葉　静曜　奈良

（ノrト）：ハハコグサは漢名の繋藩蔦（ハンハンコウ）→

ハハコの転という。「おとこよもぎ」は古くはハハコグサ

とチチコグサ（天青地白）は区別されなかった，それがオ

トコヨモギに変化したもの。「ごぎょう」は御形，仁明帝母

子（文徳天皇の祖母，父）の御像を具現したものという。

「つづみくさ，っづみぐさ」は黄色い頭花をタンポポに見立

てたもの。fねこのみみ，ねずみのみみ」は自毛を密生した

葉を猫や鼠の耳に擬したもの。

313ハマゴウ（クマツヅラ科）蔓荊，果実一強壮清涼剤

はまつばきX

こうぎ高千
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（ノート）：「はまつばき」は濱椿で，常緑の葉を椿に見立

てたもの。「こうぎ」は番木でこの木の葉でお香をっくる。

314ハマスゲ（カヤツリグサ科）

すげ※　中興　立野　下久知　片野尾，　分布；岡山

（ノート）：佐渡に自生の記録がない。「すげ」は菅。塊根

を肝臓病，婦人病の薬にする。

315　ハマゼリ（セリ科）蛇淋，種子一陰婆の薬

はまにんじん＊◎　羽茂，分布；山形

やぶじらみ＊◎分布；山口

（ノート）：「はまにんじん」は多肉な直根を出すのでニン

ジンに擬したもの。「やぶじらみ」は種子を風に見立てた

もの。

316　ハマダイコン（アブラナ科）

おこりだいこん◎

（ノート）：「おこりだいこん」は起こり大根で，臼然に生

じたと言う意。

317　ハマナス（バラ科）’政魂花

はまなし　沢根

（ノート）：　「はまなし」は果実にっいて濱梨の意。

318ハマナデシコ（ナデシコ科）角蕎，根一発汗利尿剤

うめがえそ一◎

なでしこ　片野尾

はまなでしこ※

やまなでしこ　水津

（ノート）：ハマナデシコ（フジナデシコ）は佐渡に自生の

記録がない。「うめがえそう」は梅が枝草で花のかたちを

梅花にたとえたもの，ゲンノショウコの古名でもある。栽

培品の逸出がある。

319　ハマヒルガオ（ヒルガオ科）全草一利尿剤

おこりばな※

（ノート）：「おこりばな」は起こり花で自然に萌芽して繁

殖するもの。

320ハマボウフウ（セリ科）防風根一感冒薬，屠蘇用

いお一にんじん◎

ぼ一ふ一＊◎　長木　中興大和田　赤泊　羽茂

（ノート）：「いおうにんじん」は医王人参で薬用になるこ

とから。「ぼうふう」は防風でハマボウフウ，海岸の砂地に

深く根を張り強風に耐えて生育することからの名。

321　バラ（バラ科）

いばら＊◎　分布；山口　山形　新鴻　石川　・

ちょ一しゅん＊◎　分布；大分　沖縄

（ノート）：バラの古名はウマラ，ウバラ，ハナウバラなど。

「いばら」は茎に刺があるので。「ちょうしゅん」は長春花

（漢名；月季花）で中国より渡来したもの。

322　ハリギリ（ウコギ科）

せりのき　中興　北小浦　片野尾

せんのき＊　長木　中興　吉井本郷　立野，　分布；青森

　秋田　舗岡　高知

はりぎり　羽茂

（ノート）：「せりのき，せんのき」の語源はアイヌ語起源

かといわれる。「はりぎり」は枝条に尖刺が多く，葉が大き

く桐に似るところから。

323ハンゲショウ（ドクダミ科）半夏生，三白草

かたしろ＊◎　分布；山口

（ノート）1ハンゲショウの名は半夏生の頃（夏至から11日

目，7月2日頃）白い葉を着けるので，また茎の上方2～3

枚の葉の下半分が白くなるので半化粧の名がある。「かた

しろ」は茎の上方2～3枚の葉が半分白くなるのでいう。

324ハンゴンソウ（キク科）劉寄奴草，全草一産後の薬

おとぎりそう口

やまあさ※　分布；北国

（ノート）：ハンゴンソウは反魂草で傷を治す薬効によると

いわれる。rやまあさ」は葉の形が麻の葉に似るところか

ら。「おとぎりそう」は傷を治す薬効が同じいのでいうも

のか。

325ハンノキ（カバノキ科）榛，櫨

しめばり※◎

はりのきX◎　中興　大和田　吉井本郷，　分布；伊豆八

　丈島　茨城　新潟　富山　石川　長野　静岡　三璽　京

　…都　奈良　和歌山　兵庫　山口　香川　愛媛　福岡

（ノート）：ハンノキはハリノキの転。「はりのき」は墾（パ

リ）の木で開墾した土地や水田の周辺に植えた木の意とい

われる。「しめばり」は湿地のハリノキの意，好んで湿地に

生育する。

326　ヒイラギ（モクセイ科）拘胃

ひいらげ◎　吉井本郷

（ノート）：ヒイラギは終（ヒイラグ）で，葉に刺があり触

れると疹痛を感じることのよる。「ひいらげ」はその転。

327　ヒカゲノカズラ（ヒカゲノカズラ科）胞子一石松子，

　丸薬の衣

うしのすじわたし※

（ノート）：ヒカゲノカズラは日陰の地に生える蔓の意。

「うしのすじわたし」は中国では伸筋草，牛の筋渡しで，牛

の脚の骨折をこの蔓で縛って治し筋肉を継ぐという意。

328　ヒガンバナ（ヒガンバナ科）石蒜，金燈花，鱗茎一吐

　剤
きつねのかんざし※　羽茂，　分布；茨城　京都

しびとばな＊　高千　沢根　吉井本郷　水津　片野尾　畑

　野　赤泊，　分布；宮城　愛知　京都　兵庫　山口　高

　知　山形　福島　埼玉　新潟　三重　滋賀　和歌山　広
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　島　徳島　大分

なつすいせん＊◎　分布；1⊥1に1

まんじゅしゃげ＊◎　長木，　分布；京都　高知　茨城

　静1潤　和歌山　愛媛

むいなばな※

ゆ一れ一ばな＊　沢根，　分布；千葉埼玉広島　山口

　徳島　大分　岡山

（ノー一　5）：ヒガンバナはこの花が秋の彼岸の頃咲くことに

よる。rきっねのかんざし，むいなばな」はこの植物の異様

な花形からの呼び名。「しびとばな、ゆうれいばな」はこの

植物がよく墓地に生えることによる。fなっすいせん」は

夏水仙である，しかし別種にナツズイセンと言うものがあ

る。「まんじゅしゃげ」は曼珠沙華でヒガンバナの別称。

329　ピサカキ（ツバキ科）怜

さかき＊　高千　沢根　長木　中興　大和田　吉井本郷

　立野　長江　北小浦　下久知　水津　片野尾一新町　畑

　野赤泊　徳和　羽茂，　分布；新潟　石川　茨城栃

　木　千葉　埼玉　神奈川　八丈島　岡山　山口　香淵

　高知　福岡　長崎　熊本　鹿児島

（ノート）：ピサカキは実栄樹（ミサカキ）の転という。一

般に「さかき」といい，神事に用いる。

330　ヒナギク（キク科）雛菊

じゃりんそ一　中興　大和田　吉井本郷

だるまそ一X　羽茂，　分布；長野

ときしらずX　水津，　分布；青森　岩手宮城　秋田

　寵山広臨
（ノート）：「じゃりんそう」は率輪草で，花の形を車輪に

擬したもの。「だるまそう」は花茎が低くダルマに擬した

もの。「ときしらず」は時知らずで，花が実を結び種は年申

発芽して殖えていくので。

331　ヒナゲシ（ケシ科）

ぐびじんそ一＊□　中興

｛ノート）：「ぐびじんそう」は虞美人草でヒナゲシの別称。

332　ヒノキ（ヒノキ科）檜，材一扁栢油，治淋剤

あすなろ　中興　大和田　下久知

ひば※◎　沢根　中興　立野　畑野　徳和　羽茂，

　分布；青森　岩手　宮城　秋田　山形　福島　東京　和

　歌由

（ノート）：ヒノキの語源は‘火の木，（火を起こす木）、ま

たは’日の木，霊の木，（貴い最高の木）などがある。佐渡

ではヒノキを一般に「あすなろ」また「ひば1（桧葉）とい

う。

333　ヒマワリ（キク科）向EI葵

ひぐるま※　中興　下久知，　分布；北海道　山形　富山

　石川　福井　長野　静岡　滋賀　大阪　奈良　和歌山

　島根　広島　山口　徳島　香川　愛媛

ひまわり＊　水津　件野尾，　分布；江戸
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（ノート：　「ひぐるま」は日車，ヒマワリの別称。

334　ピーマン（ナス科）

あまなんぱん＊　高千　沢根　中興　大和田　吉井本郷

　立野　長江　北小浦　下久知　水津　畑野　赤泊　徳和

　羽茂，　分布；茨城　新潟　石川　山梨　長野　愛媛

なんばん　片野尾

（ノート）：ピーマンはpiement（仏），西洋唐辛子。「あま

なんばん」は辛味のないナンバンの意。「なんばん」は南蛮

カラシ。

335　ヒメヤシャプシ（カバノキ科）姫夜叉五倍子，果実一

　染料
はげしばり＊　分布；秋田　東京　窩山　石川　福井　岐

　阜　静剛　近畿　愛知　兵庫　中国　愛知　高知　熊本

大分

（ノート）：「はげしばり」は禿げ縛りで，山地の崩壊地な

どに生え，土留めの役割をしている。

336　ヒメハギ（マメ科）遠志，根一怯綾剤

すずめはぎ＊◎　分布；東国　東京

（ノート）：「すずめはぎ」は雀萩，山野の草地に生える小

草である。

337　ヒュ（ヒニL矛斗）苑

ひよくさ（古）※

ひょ一＊◎□　沢根　長木　中興　大和田　吉井本郷　立

　野羽茂，　分布；東国東京京都福井
（ノート）：「ひよくさ、ひょう」はヒユの転。畑の雑草と

して普通に見られるものはイヌビユである6古くはこれを

採取して食糧とした。

338　ヒョウタン（ウリ科）瓢箪

つぶろ※　徳和

（ノート）：　「つぶろ」は円ら（ツブラ）の転。

339　ヒョウタンボク（キンギンボク）（スイカズラ科）

うぐいすやぶ※

ふたこやぶ※

ふたこほ一づき◎

（ノート）：花は始め白色で後に黄色くなるのでキンギンボ

クという，果実は二個接して成るのでヒョウタンボクとい

う，猛毒でドクウツギ（秋田），フタコロビ（越後、ふた粒

で死ぬ）などの方言がある。

「うぐいすやぶ」は鶯藪，ウグイスカグラという近縁種があ

るがその名を模したもの。「ふたこやぶ」は双子藪で二個

擾している実を擬したもの。この木は枝が叢生し藪をな

す。「ふたこほうづき」は赤熟した双子の実をホウヅキに

模したもの。

340　ヒルガオ（ヒルガォ科）鼓子花，全草一利尿剤

あめふりばな・X◎　分布；青森　岩手　秋田　宮城　※



　蝋馬　栃木　新潟　山形　福島　埼玉長野

っんぶ一ばな中興　大和田

つんぼ一ばな※　沢根　赤泊　徳和

っんぼばな※　加茂　二宮　沢根　北小浦　水津　片野尾

　畑野

みみつんぼ※

（ノート）：「あめふりばな」はヒルガオは昼間に咲く花で

雨降りでも咲くという意。「っんぶうばな，っんぼうばな，

っんぽばな，みみっんぼ」は花の形が漏斗状であるがこれ

を壷形の花ツボバナとしてツンボバナに転託したものか，

または，この植物の蔓を切ると白い乳汁が出る，これを耳

に入れると聾になるという謂われがあるものか。

341　ヒルムシロ（ヒルムシロ科）眼子菜，根一解毒剤

くちあけ※

っばきは’※　吉井本郷　下久知

ひるむしろ　片野尾，分布；畿内　北越

（ノート）：「ひるむしろ」は蛭錘で蛭の居場所とする説，

また葉の形を蛭に見立てて麺を敷いたように生えていると

いう意。「くちあけ」は葉の形を入の顔に見立て口を開け

た様に擬したもの。「つばきば」は椿葉で光沢のある葉を

椿に見立てたもの。

342　ヒロハノヘビノボラズ（メギ科）小蘂，根皮一収敏強

　壮下剤
めっき※

きはだいばら口

（ノート）：「めっき」はメギ，目木の転llN病の薬にした。

ヘビノボラズは葉柄の基部の托葉が鋭い刺になっており蛇

が登れないと言う意。「きはだいばら」は幹の内皮が黄色

いのでいう。

343　ビワ（バラ科）枇杷，葉一健胃斉1」，消暑剤

びや　加茂　二宮　：長木　中興　大和田　北小浦　片野尾

赤泊　徳和　羽茂

（ノート）：「びや」はビワの転。

344　フキ（キク科）款冬花，葉一鎮咳剤

ふきんじ一さん（花蕾）加茂

やまぶき＊◎　分布；三宅島　長野　愛媛　熊本

（ノート）：フキは古名フフキの省略形という。語源はハヒ

ロクキ（葉広茎），ヒロバクキ（広葉茎），パオホキ（葉大

草）などの説がある。また大形の葉は傘代りになり葺くか

らフキに転化したとも謂う。また用便の拭きから名付けら

れたという説がある。「ふきんじいさん」は蕗の花蕾すな

わちフキの藁である。「やまぶき」は山蕗で，11」地に生える

野生のもの。

345　フシスジモク（ホンダワラ科）

てんつ　外海府　高千

てつつ

（ノート）：「てんっ，てづっ」は手筒（テヅツ），ホンダワ

ラの代用。

346　フジナデシコ（ナデシコ科）角嵩，種子一通経利尿剤

うめボえそ一◎

（ノート）：「うめがえそう」は梅が枝草で花が梅に似るこ

とからいう。

347　フジマメ（マメ科）穂豆

いんげんささげ（古）中興　北小浦

ふじまめ　片野尾，　分布；江戸

（ノート）：「ふじまめ」はインゲンマメの仲間で紫花品を

いう，種子は1暦色で漢名を翻豆という。

348　フダンソウ（アカザ科）

なつな　加茂　中興　大和田　立野　片野尾羽茂，

　分布；北海道　青森　岩手　秋田　山形　福島　栃木

　新潟　山梨　大阪　島根　岡山　徳1鳴　愛媛

ふだんそ一　中興

（ノート）：「ふだんそう」は不断草で年申収穫できると言

う意。「なっな」は夏菜で真夏でも収穫できる意。

349ブドウ（ブドウ科）葡萄

ぶろ　金泉

（ノート）：ブドウの語源は西域土語のbudawに由来し，漢

字に葡萄を当てた。「ぶろ」はブドウの読り。

350ベンケイソウ（ベンケイソウ科）景天，弁慶草，葉一

　腫瘍に與占付

いきくさ＊◎　分布；山口　山形

（ノート）：ベンケイソウは弁慶草で多肉の葉が，なかなか

枯死しないことから，弁慶の立ち往生の故事に因んだもの

という。「いきくさ」は枯れてもまた生き返ることによる。

351ホウキギ（ハハキグサ）（アカザ科）地牌，果実一利尿

　剤，淋病の薬

ほ一きぽ※　長木，　分布；北海道

ほ一きぼ一※□　二宮　沢根　中興

（ノート）：ホウキギは中国より渡来，掃き葉木（ハキハギ）

の転という。「ほうきぼ，ほうきぼう」は箒穂で箒を作る穂

の意。

352ホウキタケ（ホウキタケ科）

ねずみたけ＊　中興　長江，　分布；京都　栃木　山梨

　香川　岐阜　静岡　大分　鹿児島

（ノート）：ホウキタケは菌体が箒状であるところから。

「ねずみたけ」は籍状の菌体の先端が鼠色で鼠の足に似る

からという。

353　ホオノキ（モクレン科）厚朴。樹皮一膨満腹痛

ふ一＊　分布；福島　・新潟　群馬

ふ一のき※　分布；福島　大分　菖崎　佐賀　熊本

ほ一＊　高千　　分布；岩手　秋田　新潟　栃木　静岡
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　岐阜　三璽　奈良　広島　香川　大分　宮崎　熊本

ほ一のき　高千　沢根　中興　大和田　吉井本郷　立野

　北小浦下久知水津　片野尾　畑野　新町赤泊　徳

　和羽茂
（ノート）：ホオノキの語源は漢名厚朴の中国名　“huo－

po”からという。またホウは包で食物を盛ったから，また

は冬芽が頬を膨らませた様を言うといわれる。「ふう，ふ

うのき，ほう，ほうのき」はホオノキの設語。

354　ボケ（バラ科）木瓜果実一止潟剤

やまもも※　加茂　徳和

（ノート）：ボケは漢名を木瓜，その読みのモクカの転でモ

ケ→ボケであるという。「やまもも」はボケの花や果実を

山桃としたもの。

355　ホザキノフサモ（アリノトウグサ科）牛尾藏

かわも◎

きんぎょも

（ノート）：夏秋の頃，水面に穂状の花穂を出すのでホザキ

ノフサモという。「かわも」は川藻，「きんぎょも」は金魚

藻で，生えている場所や用途で名付けたもの。

が異国へ出兵の際，船中，馬の秣がなくなり，海中より藻

を採って飼料としたという故事による。「なのりそ」は’‘な

乗りそ”で神馬だから乗ってはいけないと言う意。「ぎば

さ，ぎんばそう」はジンバソウの転靴。「ほだわら，ほんだ

ら」はホンダワラの語源の謝ヒり。

359　マクワウリ（ウリ科）真桑瓜甜瓜未熟果の薇一甜

　　瓜齋（苦丁香）一催吐剤（瓜幣散）

あじうリ＊◎徳和，　分布；北海道　青森岩手　宮城

　秋田　山形　新潟　京都　滋賀　和歌山　鳥取　島根

　岡山　広島　山口　香川　福岡　佐賀　熊本　大分

あまうり＊　中興　大和田　立野　北小浦　下久知　水津

　片野尾　畑野　新1町　羽茂，　分布；北海道　岩手宮

　城　秋田　山形　福島　群馬　埼玉　新潟　富山　石川

　福井長野京都兵庫広島禰岡佐賀長崎大
　分　宮崎

ちんみょ一［コ分布；山口　佐賀

（ノート）：マクワウリの名称は生産地の岐阜県真桑村によ

ると言われる。「あじうり，あまうり、ちんみょう」はそれ

ぞれ味瓜甘瓜珍妙である。その味が優れていることに

よる。

356　ホタルブクロ（キキョウ科）

ちょ一ちんばな※　高千　中興　吉井本郷　下久知　水津

　片野尾　新町　赤泊　徳和，　分布；青森　獄馬　栃木

　千葉　東京　新潟　長野　岐阜　静岡　三重　奈良　岡

　山山口愛媛鹿児島
と一と一ぶくろ　羽茂

（ノート）：ホタルブクロは花筒に蛍を入れて遊んだもの，

または火垂れ袋で，提灯を表すといわれる。rちょうちん

ばな」は花の形を提灯に見立てたもの，「とうとうぶくろ」

は燈々袋で提灯をいうe

357　ボタンヅル（キンポウゲ科）

もえんざ※

（ノート）：ボタンヅルは葉が三出の複葉で牡丹の葉に似る

ところから。「もえんざ」はよく分らない。茂右工門左だ

ろうか。若葉を採食したものか。

360　マコモ（イネ科）菰，眞菰墨（烏羅）一油に混じ黒色

　顔料一眉毛を書く

かつぼ一＊　中興　大和田，　分布；新潟

こものみ

（ノート）：マコモは真薦（菰）で，菰を編むのに稲作をす

るようになってからは稲藁を材料にするが，それ以前はこ

のコモを用いた，それでマコモ（真こも）と言われるとい

う。「こものみ」は菰の実で食用にする。「かっぽう」はこ

の実を食糧にするところから糧実カテミ→カッミと転設

し，実をつける穂でカツボがカツボウとなったもの。マコ

モは実と共に若い茎の芯も食べる。

361マダケ（イネ科）苦竹

にがたけ◎　二宮　中興　羽茂

（ノート）：「にがたけ」はマダケの筍には少々のあくがあ

って苦味があるので苦竹という。

358　ホンダワラ（ヒバマタ科）全草一解凝牲利尿剤

ぎばさ（古）※　片野尾　水津畑野　赤泊　羽茂，

　分布；新潟　岡山

ぎんばそ一＊　高千　沢根　吉井本郷　立野　長江　平松

下久知　両津　畑野　新町，　分布；山形　岡山

じんばそ一＊　長木　中興　大和田t

新潟

なのりそ

ほだわら（古）※

ほんだら（古）※　沢根

分布；島根　山口

（ノート）：ホンダワラはホダワラ（穂俵〉の転，浮嚢の形

を俵に見立てる，また採取して乾燥したものを蘂しべで米

俵の形に作ると言う。「じんばそう」は神篤藻で，神功聖后

362マタタビ（マタタビ科）藤天蓼，木天蓼，花の虫櫻一

　　瓶気強壮

またび

わたたび（古）※口　北小浦

（ノート）：マタタビは長旅で倒れた人がこの実を食べたら

元気になってまた旅を続けたのでマタタビであるという，

またこの実の形に長いものと平たいものの二形があるので

マタツミからマタタビになった，この他にアイヌ語の

matatampuからマタタビとなるなどがある。「またび」は

この転。「わたたび」は古名で悪燗れ実（ワルタダレミ）の

転という，‘‘ワル”は辛い意，‘‘タダレ”は蓼の意でこれが

ワタタビ→マタタビと転託したものという。
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363　マツバイ（カヤツリグサ科）

うしこ一げ　中興

こ一げ＊　大和田　北小浦　羽茂

（ノート）：「こうげ」は小毛で短小なマツバイが一面に密

生している様を言う。「うしこうげ」はマツバイの密生し

ている様を牛の毛に見立てたもの。

364マツバボタン（スベリヒユ科）

かやぼたん　中興

からぼたん※　吉井本郷　羽茂

（ノート）ニマツバボタンは南米原産，一年草，弘化年間に

渡来．葉を松葉に花を牡丹に見立てたもの。「かやぼたん」

はこの植物は乾燥に強いので茅葺の屋根などにも生える，

それをカヤボタンとしたものか。「からぼたん」は唐ボタ

ンである。

365　マツブサ（マツブサ科）松房，北五味子，蔓茎一浴湯

　　料

はつぶど一□

まつぶど一＊◎□　新穂長木　大和田吉井本郷立野

　片野尾　羽茂，　分布；青森　長野　愛媛高知

（ノート）：マツプサは松房で松の匂いのする蔓植物で房状

に紫黒色の実が着く。「はっぶどう」は髪葡萄でサネカヅ

ラ（ビナンカヅラ）の代用品としてその樹液で髪の癖直し

をしたものか。「まっぶどう」は松の匂いのある実の房を

名付けたもの。

366　ママコノシリヌグイ（タデ科）蝦墓面掻，杜板帰

こんぺとばな※　高千　羽茂

（ノート）：ママコノシリヌグイは逆刺のある茎で継子の尻

拭いをするの意。「こんぺとばな」は花序の形をコンペト

ウに擬したもの。

367　マムシグサ（サトイモ科）根一鎮樫怯庚剤

へびのたつ　平松

へびのだいお一※◎

へびので一はち＊　中興　片野尾　徳和　羽茂，　分布；

　長野　山形　三重

（ノート）：マムシグサは茎の模様をマムシに見立てたも

の。「へびのたっ，へびのだいおう，へびのでいはち」は擬

人化してそれぞれ蛇の辰（龍），大王，大八である。

368　マメガキ（シナノガキ）（カキノキ科）君遷子

めめがき※　加茂　高千長木　中興大和田　平松　北

　小浦

め一め一がき　吉井本郷

（ノート）：マメガキは豆柿で実が小さい。「めめがき，

め一め一がき」はマメガキの転。

369　マユミ（オオバマユミ）（ニシキギ科）衛矛，檀

しろおとこ※　片野尾

しろこのき◎　吉井本郷

（ノート）：マユミはこの木で弓を作るところから真弓であ

ると，また実が爆ぜて中から種が出てぶら下がる，その実

の形が繭の形であるのでという。「しろおとこ，しろこの

き」は樹皮が白っぽいところから。

370　マルメロ（バラ科）橿檸，種子一粘漿剤

あんらく※　長木　中興　羽茂

かりん※　加茂　中興　吉井本郷　立野水津　畑野，

　分布；山形　山梨　長野

（ノート）；マルメロは西アジア原産。寛永11年に渡来，カ

リン（槙櫨，中国原産）とは別種。マルメロ，カリンを区

別せずカリンと呼ぶ。マルメロの果実は，やや不整形で綿

毛がある。「あんらく」は神社などに植えてあるカリンで，

アンラン樹と称しこれが転化したもの。

371マンサク（マンサク科）

ししはらい※　分布；新潟　長野

ししはり※

ししはれ一※

ししゃらい・X

ししゃれ一　中興大和田

（ノート）：マンサクは早春の山地で咲く花木である。マン

サクは沢山の花を着けるので豊年満作のマンサクであると

いう，また早春真っ先に咲くので，まずさくの転ともいう。

「ししはらい」は（猪払い）で，これらの方言の慕本形で，

若い茎枝が強靭なことから名付けられる。山で薪を採取す

るとき，刈り取った‘ほえ’（穂枝）を束ねるねじぎにす

る，ネジキにはこの外クロモジ，リョウブ，ヤマモミジ、ガ

マズミ，ムシカリ，ナツハゼ等も用いる。

372　ミクリ（ミクリ科）黒三稜

つくも◎

（ノート）：ミクリは実栗で，果球が栗のいがに似るところ

から。「っくも」はフトイ（莞）の別名。ミクリをフトイに

見立てたもの。

373　ミズアオイ（ミズアオイ科）浮薔

かにかにくさ※

かにがにぐさ※

こなぎ　中興

さわぎきょ一※◎

なぎ＊◎　分布；宮城　新潟

みずあおい＊　片野尾，　分布；東国

（ノート）：ミズアオイは佐渡に自生の記録がない。コナギ

の錯誤であろう。「みずあおい」は水葵で水に生ずる葵葉

の草の意。「なぎ」は菜葱（ナギ），この葉を茄でて食用に

した。「こなぎ」は小菜葱。別種にコナギというものがあ

る，方言ツバクサという。「さわぎきょう」．は澤桔梗で，花

を桔梗に擬したもの。「かにかにくさ，かにがにぐさ」の

’かにかに’はカンカンで轡の幼児語，ミズアオイの花を讐

にして遊んだもの。
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374　ミズナラ（ブナ科）

お一なら＊　分布；青森　岩手　秋田　新潟　石川　茨城

　東京　静岡　高知

はくなら　北小浦

みずなら＊　沢根　巾興　大和田　吉井本郷　長江　下久

　知　片野尾　徳和，　分布；北海道　宮城　新潟　栃木

　山梨　瀞岡　岐阜　絢山　広島　高知

（ノート）；「みずなら」はその材に多量の水を含み燃えに

くいことから。「はくなら」は老木になると樹皮が白っぼ

くなり薄く剥がれやすくなる。「おおなら」は葉も大きく

大木になるので。

花穂で供物に水をかけミソギ（襖ぎ）に用いる。「しょうり

ゃあばな」は精霊花で仏に供える花の意。「ぼんばな，ぼん

ばら」は盆花でお盆に仏に供える花の意。

380　ミッバ（セリ科）野蜀葵

みつばぜり＊◎　沢根　長木　巾興　大和田　吉井本郷

　立野　長江　赤泊　徳和　羽茂，　分布；群馬　新潟

　福井　山梨　長野　和歌山　鳥取　島根　岡山　山口

　高知　長崎　熊本　大分　宮崎

（ノート）：葉は三枚の小葉からなるのでミツバ。「みっば

ぜり」は芹の香がするのでミツバゼリである。和名はミツ

バであるが一般にはミツバゼリという。

375　ミズバショウ（サトイモ科）

やまな※

（ノート）：ミズバショウは水湿地に生え，葉が芭蕉の葉に

叡ている。「やまな」は山菜で軟らかい葉をいう。

376　ミズヒキ（タデ科）毛蓼

みずひきしょ一ま◎　水津

（ノート）；ミズヒキはその花穂を水引に見立てたもの。

「みずひきしょうま」は水引升麻で草丈が上に伸びるので

升麻に擬えたもの。

377　ミスミソウ（ユキワリソウ）（キンポウゲ科）

　　樟耳糸田辛，葉茎一皿干臓病

こぶしばな※

じざくらばな※　外海府　高千

ちざくら※

ゆきわりそ一　外海府　沢根　長木　rlコ興　吉井本郷立

　野　長江　平松　北小浦　片野尾　両津　畑野　赤泊

　羽茂

（ノート）：ミスミソウは三角草でその葉形に塞つくとい

う。「ゆきわりそう」は早くも雪中に開花すことによる。

「こぶしばな」は花蕾の形を拳に見立てたもの。「じざくら

ばな，ちざくら」は地桜で地面で咲く桜のような綺麗な花

の意。

378　ミゾソバ（タデ科）牛面草，牛扁

うしのひたい※◎口　申興，　分布；山形　東京　瓢潟

　静岡　山口　長崎　鹿児島

うしぶたいX　分布；新潟

（ノート）：ミゾソバは水溝に咲く蕎麦の意。「うしのひた

い，うしぶたい」は牛の額で葉の形を牛の顔に擬したもの。

379　ミソハギ（ミソハギ科）天竺花，鼠尾草，茎葉一収敏

　　剤，下痢止め

しょ一りゃ一ばな　羽茂

ぼんばな＊　外海府　高千　沢根　長木　大和田　吉井本

　郷　北小浦　水津　畑野　赤泊　徳和

ぼんばら　片野尾

（ノート）：ミソハギはお盆に仏に供える花である。ミソハ

ギの語源はミソギハギ（襖萩）の転託であるという。この

381　ミッバウツギ（ミツバウツギ科）

　くろこめこめ※　外海府

（ノート）：葉が三小葉の複葉でミツバウツギという。「く

ろこめこめ」は黒コメコメで沢山着ける白花を米粒に見立

・てたもの。ムラサキシキブは「しろこめこめ」と区別するe

ミツバウツギは若葉を食糧にし，材は丈夫で箸，串，木釘

の材料にする。

382　ミヤコグサ（マメ科）百脈根

こがねばな◎

（ノート）：ミヤコグサは都草でT昔，京の都の大仏前の耳

塚あたりに，沢山あったので都草の名となったという。ま

た百脈根のうちの脈根草ミャッコンクサからミヤコグサに

転託したとも言う。「こがねばな」は黄金色の花色に基づ

く。

383　ミヤマビャクシン（ヒノキ科）

しんばく　長木　中興　大和田　下久知

（ノート）：ミヤマビャクシンは深山柏槙である。「しんぱ

く」は槙柏でこの別名。

384ムクゲ（アオイ科）木僅、白花一健胃利尿剤

はちす＊　長木，　分布；東国　茨城　群馬　埼玉　東京

　神奈川　長野

むくで※　二宮　羽茂，　分布；石川　徳島

もくげ◎　二宮．高千　沢根

（ノート）：ムクゲは木樫の申国名mu－chin，朝鮮名mu－

kun－hoaからという。「はちす」は古名のキハチス（木蓮）

から，花が蓮の花と同様に一Hで凋落するところからとい

う。「むくで，もくげ」はムクゲの託り。

385　ムクロジ（ムクロジ科）無患子，木樂子，種子一口臭

　をとる，羽根突きの黒球

くろもじ※　沢根　平松　両津

くろもんじ口

つぶ＊◎　分布；京都　奈良　和歌山　岡山　愛媛

もくげじ※

もくれんじ＊　中興　大和田，　分布；秋田　栃木　猟輻

千葉瀞岡
（ノート）：ムクロジは漢名の無患子ムクロジから。「くろ
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もじ，くろもんじ」は丸くて黒い種『Fによる名。fっぶ」は

種子が黒くて丸いところから。「もくげんじ，もくれんじ」

は漢名の木樂子を誤用したためという。

386　ムラサキシキブ（クマツヅラ科）

こめこめ※　分布；三壷　兵ll巨　和歌山　鹿児島

しろこめこめ※　外海府

（ノート）：ムラサキシキブは綺麗な紫果を着ける木を，才

媛の紫式部の名を借りて美化したもの。「こめこめ，しろ

こめこめ」ほ枝に着けている小さな実を米粒に擬したも

の。シロゴメゴメはミツバウツギのクロゴメゴメとの区別

による。材は箸，串，木釘の材料。

387メギ（ヒロハノヘビノボラズ（メギ科）根皮一収敏強

　壮下剤

めっき※

（ノート）：メギは目木で，

はメギの転。

煎汁で目を洗うので。「めっき」

388　メドハギ（マメ科）若芽：利尿解熱斉1」

いぬとりぎ※

いんとりぎ※

おとこはぎ※◎

（ノート）：メドハギは籏（メトギ）萩にもとつく。本来ノ

コギリソウ（キク科）を箸占いの籏にっかうが，これを代

用品とする。「いぬとりぎ，いんとりぎ」は犬とりぎで偽の

トリギの意。トリギはメトギをいう。

「おとこはぎ」は男萩で美しい花を着けないところから。

389　メハジキ（シソ科）莞蔚，種子一痛経剤

やくもそ一＊□　分布；静岡　和歌山　鹿児島

やぐさ

（ノート）：メハジキは目弾きで茎を短く切って瞼に挟み目

を閉じて弾き飛ばす遊びからという。「やくもそう」は益

母草で全草を乾燥して産前産後を癒すのに用いる。「やぐ

さ」は茎葉が数個に裂け，矢じりの形をするところから。

390　メヒシバ（イネ科）チL罵唐：，絆根草

しじばり※　中興　下久知

そ一めんぐさ楽　分布；新潟

と一げ※　大和田　沢崎　水津　片野尾

と一げぐさ※

ひ一※

ひ一ぽ一き

（ノート）：メヒシバは雌1ヨ芝で陽地によく繁茂する。「し

じばり」は繁張りで地面に隙間なく繁茂する意e「そうめ

んぐさ」は数個の細い穂をソウメンに見立てたもの。「と

うげ、とうげぐさ」は薇毛で，細い数本の穂を着けた花茎

の伸びた草をいうものか。「ひい，ひいぼうき」は稗籍でこ

の草の穂を稗に模したもの。

391　モクレン（モクレン科）玉蘭花

もくれんげ※　分布；山形

（ノート）：　「もくれんげ」は木蓮花である。

392　モチノキ（モチノキ科）冬青，樹皮一一鳥もち

あおき◎　沢根　1：1：1興　下久知

もちのき＊　二宮，　分布；八丈島　高知

（ノート）：「もちのき」は樹皮から鳥もちを作ることによ

る。「あおき」は常緑の葉を着けるので。

393　モッコク（ッバキ科）木角斗

たまつばき※　沢根　中興　吉井本郷下久知　両津

（ノート）：モッコク（木角斗）は花の匂いがセッコク〔石鱗）

に似るところから木解となつげる。

394　モミ（マツ科）檎

とがまつ※　沢根

もみ＊　水津　片野尾　　分布；岩手　宮城　栃木　三重

　奈良大分　宮崎

（ノート）：「もみ」は樹，その語源は不明という。「とがま

っ」はトガ（ッガマツ）で別種。両者名を錯誤している。

395モミジイチゴ（バラ科）

きいちご＊　高千　沢根　中興　平松　下久知　水津　畑

　野　赤泊，　分布；岩手　山形　栃木　群馬　埼玉　東

　京　静岡層長野　福井　三重　和歌山　岡山　高知　愛

　媛福岡　大分　熊本　鹿児島

さがりいちご※　北小浦　羽茂，　分布；青森　埼玉新

　潟　富山　石川　福井　静岡　愛知　奈良　島根　11」口

　愛媛高知
やまほ一ずき※　片野尾畑野

（ノート）：モミジイチゴは葉がモミジ葉で付けられた名。

「きいちご」はその別名。「さがりいちご」は実が垂れ下が

って着くから。「やまほうずき」は実をホウヅキに擬した

もの。

396　モミタケ（キシメジ科）縦茸

さまつ　高千　沢根　長木　中興大和田　吉井本郷立

　野下久知　畑野

にぎりたけ◎

（ノート）：「さまつ」はマツタケに似た大形の茸。香りが

ないのでアサマツ→サマツである。「にぎりたけ」は茸が

太い菌柄をもっので名付ける。

397モモ（バラ科）白毛の蕾一下痢，種子一癌血の薬

けもも＊◎　立野　新田丁

ふげもも　大和田

（ノート）1モモの語源は‘百’また‘実実だという。モモ

は果実の総称とすることもある。「けもも」は果実の皮に

沢山の毛が生えているので，桃はケモモ，李はスモモと言

い方を区別していた。rふげもも」フゲはヒゲ（頚）であ

る，即ち毛モモである。
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398　モロコシ（イネ科）蜀黍

たちきびX　長木，　分布；山形　新潟

と一きび巌　分布；北海道　秋田　初奈川　新潟　長野

　岐阜　静雌　愛知三璽　滋賀　大阪　京都　奈良　兵

　庫和歌山　鳥取　岡山広島　山口　香川　禰岡佐

　賀長崎宮崎
（ノート）：「たちきびjは立ち黍で桿高2fn内外，高黍の

名がある。「とうきび」は唐黍，天正年間に渡来する。原産

地アフリカ。

399　ヤクシソウ（キク科）

つばくらな※◎

（ノート）：ヤクシソウ　朝鮮語の野芭菜（ヤクチャイ）の

転設という。「っばくらな」は葉の基が二っに分かれて茎

を抱く様をツバクロ（ツバメ）の尾に見立てたもの。

400　ヤダケ（イネ科）

しのだけ◎　二宮　高千　沢根　長木　中興　大和田　吉

　井本郷　北小浦　下久知　水津　片野尾　新田i　赤泊

　徳和

（ノート）：ヤダケは矢を作る竹の意。この竹で矢を作る。

シノダケは別種であるが佐渡ではヤダケをシノダケとよ

ぶ。

401　ヤツガシラ（サトイモ科）

と一いも※　沢根　長木　中興　吉井本郷　立野　長江

　水津　片野尾　両津　新町

（ノート）：ヤツガシラはサトイモの一種である。「とうい

も」もサトイモの一種であり，別物であるが混同するe

402ヤブガラシ（ブドウ科）五爪龍，根一纐匝

びんぼ一つる＊◎分布；大阪

（ノート）：ヤブガラシは蔓植物で他物に絡んで成長する，

それで藪枯らしである。「びんぼうつる」もこの植物が繁

茂すると他の植物が桔れ貧乏するの意。

403　ヤプカンゾウ（ユリ科）萱草

かんぞ一＊　長木　水津　片野尾，　分霧；宮城　福島

　岡山　山口　福岡　鹿児島

きぼきな

ぎぼきな豪口

（ノート）：rかんぞう」は萱草。「きぼきな，ぎぼきな」は

擬宝葱菜で花蕾をネギ坊主に見立てだもの。

404　ヤブコウジ（ヤブコウジ科）∫罫地木，紫金牛

ちょ一じゃのかしX◎□赤泊羽茂

やまたちばな＊◎分布；石川

《ノート）：ヤブコウジは藪轡子で赤い実を柑子（甘い実）

に擬しkもの。fちょうeやのかしjlま赤い実を長者の菓

子とした。「やまたちぱな」は山橘でカラタチバナ（唐橘）

に擬えたもの。

一謡・一

405　ヤブソテツ（オシダ科）貫衆，根茎一婦人病

きじのお

（ノート）：「きじのお」は鮭の尾に擬したシダの租i類，し

かし別種である。

406　ヤブタバコ（キク科）天名精、葉一桂疲鶴

うらじろ※◎　中興　下久知　水津　畑野

（ノート）；fうらじろ」はヤブタバコの葉裏が総毛で白い

ことによる。

407　ヤプラン（ユリ科）麦門冬，根球一粘滑性消炎剤，鎮

　咳強心強壮利水荊

じょ一がひげ＊　分布；麗西　四濁　泉州

やぶらん［コ

やます

やますげ口

（ノート）：ギじょうがひげ」は能面の尉の顎毛にたとえた

もの。「やぶらん」は藪爾でランの花に見立てたもの。fや

ます，やますげ」はli」菅でスゲに見立てたもの。

408　ヤマアジサイ（ユキノシタ科）

あずきうつぎ※

あんさうつぎX

あんさばな※　水津

（ノート）：ヤマァジサイは太平洋側に分布するもので，佐

渡に自生するものは，日本海側に分布する変種のエゾアジ

サイというものである。「あずきうつぎ」は緻房花序の両

性花を小豆に見立てたものか。「あんさうっぎ，あんさば

な」のアンサはアジサイの転説。

409　ヤマウルシ（ウルシ科）

きうるし※　高千　大和田　立野　長江

くさうるし　水津

やまうるし＊片野尾　分布；岩手宮城神奈川愛

　知三重奈良
（ノート）：　rやまうるし」は1上1漆。漆液は経済的には採れ

ない。「きうるし」は木漆。「くさうるし」は草漆で本漆で

ないという意。

410　ヤマゴボウ（ヤマゴボウ科）商陸，根一利尿剤，下緬，

　水腫
と一こぼ一※◎　分布；岩手　長野　山形

（ノート）：　「とうごぼう」は麿ゴボウの意。

411　ヤマザクラ（バラ科）

かんばX　下久知　水津，　分布；青森　岩手　秋田　岐

阜静岡高知
（ノート）：「かんば」はカニハの転。ヤマザクラの別名。

4．12　ヤマトアオダモ（モクセイ科）

しろたもぎ※

（ノー一ト〉：「しろたもぎ」は樹皮が淡掲色のヤマトアオダ

モを灰掲色のアオダモと区別する名前。



413　ヤマナラシ（ヤナギ科）自楊

こぶやなぎ◎

どう＊　高千大和田，　分布；新潟　茨城栃木　埼玉

　長野　兵庫　鳥取　岡山　島根

どうやなぎ＊　片野尾　　分布；山形栃木　新潟　長崎

やなぎ◎

（ノート）：ヤマナラシは葉が風でヒラヒラ動き，互いに触

れて音を立てる意。「こぶやなぎ」は老木の樹皮に瘤状の

模様が生じる。「どう，どろやなぎ」はドロヤナギ（別腫）

に似るので名付けるもの。材は両者共に軟弱。「やなぎ」

はヤナギ（楊）。

414ヤマノイモ（ヤマノイモ科）薯預，根一滋養強壮剤

いもこ（むかごいも）二宮

じねんじょ＊　長木，　分布；千葉　富山　和歌山

だいこんいも　二宮

やまいも＊　高千　沢根　中興　大和田　吉井本郷　立野

　長江　平松　北小浦　下久知　水津　畑野　新町　赤泊

　徳和　羽茂，　分布；岩手　宮城　千葉　東京　神奈川

　静岡　奈良　島根　山口　福岡　長崎　熊本

（ノート）：「いもこ」はムカゴ薯，薯の肉牙。「じねんじ

ょ」は自然薯。「だいこんいも」は大根薯。「やまいも」は

山薯。

415　ヤマハンノキ（カバノキ科）

はりのき※　中興　大和田　吉井本郷　北小浦　下久知，

分布；長野　静岡　大阪　兵庫　和歌山　徳島　愛媛　高

　知

（ノート）：「はりのき」はハンノキの古名e

416　ヤマボウシ（ミズキ科）鳥ノ足

いつき＊　吉井本郷，　分布；新潟　富山　石川　福井

　岐阜　三重　京都　兵庫　和歌山　鳥取　愛媛　高知

いっつき＊　平松　赤泊　徳和，　分布；石川　福井

（ノート）：ヤマボウシは山法師。白い花を法師に見立てた

もの。「いっき、いっつき」は古名。語源不明という。

以前，畑野町猿八で「この木は餅掲きの杵の材料に最良で

いっつきと言う」と聞いたことがある。

417　ヤマボクチ（キク科）

やまこぼ一※　長木　中興　大和田　立野　下久知　水津

　片野尾　徳和　羽茂，　分布；長野　滋賀　静岡

やまごんぼ＊　高千　赤泊，　分布；福井　岡山　鹿児島

（ノート）：「やまごぼう，やまごんぼ」は山牛勢。葉の形

が牛勢に似るところからいう。ボクチは火口で，葉裏の締

毛を採り着火の火口にした。佐渡に自生する種類をオヤマ

ボクチという。

418　ヤマラッキョウ（ユリ科）山韮

しぜんにら※

やまらっきょ一　水津　片野尾

（ノート）：「やまらっきょう」は山ラッキョウ。「しぜんに

ら」は自然…韮。

419　ユウガオ（ウリ科）壷慮

ふくべX　分布；秋田　滋賀

ゆ一ご一＊　沢根　長木　中興　大和田　吉井本郷　長江

　下久知　畑野　新町赤泊　徳和　羽茂，　分布；山口

　山梨　新潟

（ノート）：「ふくべ」は朝鮮語起源の脹銭（フクレベ）の

転託という。「ゆうこう」はユウガオの刮ヒり。

420ユウガギク（キク科）塵蔦

のぎく＊　長木　中興下久知，　分布；岩手秋田　山

　形　神奈川　千葉　新潟

よめがはき◎

（ノート）：ユウガギクは柚香菊。路傍，原野などに生え

る。「のぎく」は野菊。「よめがはき」は嫁が萩でヨメナの

別称，また嫁が舞菖（ウハギ）でヨメナの古名。

421ユキノシタ（ユキノシタ科）虎耳草，葉茎一諸癒凍

　傷に用いる

いしだん＊　分布；新潟

きじんそ一＊◎　分布；宮城　秋田　山形　茨城　山梨

　新潟兵庫香川福岡山口佐賀長崎熊本大
　分宮崎
ちょ一ちょ一ばな＊　分布；山形　新潟

（ノート）：ユキノシタは葉の表は緑で裏は紫色である，昔

の装束の襲（カサネ）に表が白で裏が紅色の雪ノ下’とい

うものがありこの名を当てたものという。「いしだん」は

石段で，この植物はよく石垣上に生えるので名付けたも

の。「きじんそう」は葉の表面が細毛で金銀色に輝いて見

えるので金銀草が転設したもの。「ちょうちょうばな」は

花の形を蝶に擬したもの。

422ユキワリソウ（サクラソウ科）

こぶしばな※

じざくらばな※

ちざくら※

（ノート）：サクラソウ科の’ユキワリソヴは佐渡に自生の

記録がない。おそらく‘ミスミソヴの方言の‘ユキワリソ

ヴとの錯誤であろう。

423ユスラウメ　（バラ科）野桜桃、山桜桃

こんめ＊◎　長木　中興　大和田　吉井本郷，　分布；岩

　手

にわざくら◎

（ノート）：「こんめ」は小梅。「にわざくら」は庭桜。

424　ヨモギ（キク科）莫，葉裏の毛一灸点のモグサ

もぐさ＊　高千　中興　畑野，　分布；山形　新潟　群馬

　岐阜　愛知　島根　山口　香川　長崎　大分　富崎　鹿

　児島

もちぐさ※口　二宮　高千　沢根長木　中興大和田

一39　一一



　吉井本郷立野平松atiJx浦下久知水津片野尾
　両津　畑野　新町　新穂　赤211｝徳和　羽茂，　分布；

　秋田　山形　福島　猟鴇　栃木　埼玉　千葉　東京　静

　岡　愛知　岐阜長野　新潟　冨山　1111：T香川

（ノート）：「もぐさ」はこの植物の葉の綿毛を集めて灸の

モグサを作ることから。「もちぐさ」は若芽を摘んで草餅

の材料にするのでいう。

425　ラッカセイ（マメ科）脂肪油，軟膏の原料，食用

かんとまめX　高千　沢根　申興　水津，　分布；北海道

　青森　秋田　lll形　岡山

じごくま柏＊　大和田，　分布；京都　島根　岡山　愛媛

　高簿鋤毒
なんきんまめ＊　高千　沢根　長木　中興　大和田　吉井

　本郷　立野　北小浦　下久知　畑野　赤泊　徳和　羽

　茂，　分布；岩手

（ノー一ト）：ラッカセイは南米原産，中撰より渡来。花は地

中に入って結実するので落花生という。

ゼかんとまめ」は関東豆，特崖地の関東地方を名称にしたも

の。「じごくまめ」は地獄豆で，地中で結実することをい

う。「なんきんまめ」は南京豆で中国より渡来したことに

よる。

426　リョウブ（リョウブ科）令法t山茶科

きゅ一こ一のは◎

はたつもり［］

りょ＋一一一ぼ一＊◎［コ　吉井本郷　長江　赤泊羽茂，

　分布；茨城　埼玉　新潟　鳥取　島根　愛媛　宮崎

りょ一ぼ※　高千　北小浦，　分布；禰井　三重　奈良

　粕歌山　兵庫　岡山　山口　高知　愛媛　大分　福岡

長崎

ろ一ぼ一＊　二宮　長木　中興，　分布；栃木

（ノート）：．植物名の‘リョウプはこの植物の葉を救荒植物

として幕府が採取備蓄を命じたことから付けられた（令

法）。「はたつもり」は畑稜もりで，採取量が畑の耕作面積

に応じて決められたことによるeまた「きmp．一一こ一のは」

は’救荒の葉’である。「りょうぼう，りょうぼ，ろうぼう」

は何れもリョウプの託り。

427　リンゴ（バラ科）奈，林檎，革果

りんき※　水津，　分布；北海道　秋田

（ノート）：「りんき」は林檎の読みの’リンキソによる．

往時の林檎は和林檎といわれるものである。

428　レンゲツツジ（ツツジ科）羊灘蜀，花一痛風薬，神経

　痛リュウマチ薬

っっじ　高千　長木　中興　大和田　立野　平松　北小浦

　炬1野　赤泊　徳和

ててっぴよ

やまっっじ　高千　沢根　中興　長江下久知水津　片

野尾　新1町　徳和　羽茂

（ノート）：レンゲツツジは花を蓮華の花に擬したもの。

一40一

「やまっっじ」は山ッッジで，佐渡にはヤマツツジという種

類は自生せず，l！l野のツツジは全てレンゲツツジである。

「ててっぴょ」は山鳩（キジバト）をいう、幼児の遊びでこ

の花をっまんだ形を，この鳩の鳴くときの姿に擬したも

の。

429　ワスレグサ（カンゾウ）（ユリ科）萱草

きぽきな※

（ノート）：「きぼきな」は擬宝葱菜で葱坊主，新芽を葱に

見立てたもの。

430　ワタ（アオイ科）木棉，脱脂綿，種子一催乳剤

ぱんや楽　中興

わたぼ一し　片野尾

（ノート）：「ぱんや」は熱帯産の木綿科の植物，ガガイモ

に似た実を着ける。中の綿毛は布団綿にする。「わたぼう

し」は綿11眉子で裂開して出てきた綿毛の塊をいうもの。

431　ワラビ（コバノイシカグマ科）蕨，根茎一澱粉食料

たまぎりX◎

（ノート）：ワラビの語源は茎がくるくる巻いて穂のように

出るという意という。「たまぎり」はワラビの幼茎の先の

小さく巻いている若芽をいう。

3　おわりに
　ここに記載されている植物は431点で，これらにふくま

れる方言名は1，156点に上る。しかし記載されている植物

のうち佐渡に自生の記録のないものが16点ある。このこ

とは「方言集成」が方言を採取するに当たって引用した原

典を編集した当時すでに錯誤があったものと考えられる。

例えば「チシャノキ（ムラサキ科）」と「エゴノキ」の「ジ

シャノキ」や，「ユキワリソウ（サクラソウ科）」と「ミス

ミソウ」の「ユキワリソウ」との錯誤などがある。また誤

植と思われる方言名も若干あった。

　方言名は人々の生活に密着していた植物ほど数が多い。

例えばイタドリ，スミレ，タンポポ，ネコヤナギなどはず

ば抜けてその数が多い。これらの植物で遊んだ遠い昔を懐

かしく思い出す。また樹木の方言について「アオダモ」は

「クロタモギ」，「ヤマトアオダモ」は「シロタモギ」と，ま

た「ミッバウツギ」は「クロゴメゴメ」，「ムラサキシキプ」

は「シロゴメゴメ」と厳密に区別するなど，その観察眼に

は敬服するものがある。

　全体を通じて佐渡の植物方言をみるに，佐渡特有のもの

はそんなに多くはないDむしろ日本全国に共通し，しかも

古方言と思えるものが多く目にっく。これらの方言の全て

が佐渡の人々に使われていたとは：考えにくい。佐渡志や佐

州産物志に記載されている植物名を見ても随所に難しい名

前がある。このことは江戸時代に奉行所の役人や商人，ま

た金山の鉱夫などの交流があり，よその国の文化が入って

きたものであろう。佐渡方言辞典（広田貞吉）によれば佐

渡方言は本州西部方言の北陸方言域に含まれるという。こ

れらの事情が佐渡の植物名を記録した古典に影響し佐渡の



植物方言の原典になっているものと思われる。

　戦後，工業立国の政策が進められ経済大国になった日本

ではあるが，その結果として自然破壊が進み公害に苦しむ

1時代を経てきた。そしてまた貴磁な動植物が乱獲され絶滅

の危機に瀕している。現在その反動として1ヨ然への回帰が

1叫ばれ，目然保護の機運が高まってきている。この際我々

は折に触れ1⊥1野の植物に親しみ，植物の名前を覚えたりそ

の方言を味わい，豊かな心を養いたいものである。この植

物方言の語源私考は先賢の諸説に従ったが，難解のものは

筆者の偏見と独断に依った。．若干の不明のものもあり，こ

こに諸賢のご教示とご叱正を頂ければ幸いである。
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　　　　方言名郵1

　あノ部

あいばかま　　ギョウジャニンニク

あおき　　　モチノキ

あおさ　　　　アオサ

あおさ　　　　アオミドロ

あおのり　　アオサ

あおばな　　　スミレ

あおばな　　　ツユクサ

あかしや　　　ニセアカシヤ

あかまんま　　ガマズミ

あかめかしわ　キササゲ

あかめのき

あかよの夢

あきいも

あきはな

あきほこり

あくび

あさしらぎ

あさしらげ

あさねこき

あしもと

あじうり

あじうり

あすなろ

あずきいちご

あずきうつぎ

あずさ

あぜまあ

あてぴ

あつさ赫

あまう参

あまち・1コ

あまどころ

あまなん慧ん

あまの参

あまも

あまも

あまS
あまんぜ一

ああふ嬢ま」な

ああんど一

あらあ

diijさ

あんき

あんきうっぎ

毒んき慧窪

毒んちく

あんちく

あん、ら｛

　垂》i譲

華毒一彗彗

華毒一彗

アカメカシワ

エノキ

ジャガイモ

ツユクサ

クサネム

アケど

ハコベ

ハコベ

ネムノキ

ナラタケ

ウ撃

マクワウ琴

ヒノキ

ウグイスカグラ

ヤマアジサイ

キ廿サゲ

エダマメ

アスナV
アジ号イ

マクワ！〉　sj

ア？チijズ掛

ナ’シコユヲ

ど一マン

アオ号

ア躍号

アカモク

イワノlj

ギ求ウシ

ヒルガオ

スモモ

アラメ

アオミドロ

アジサイ

ヤマアジサイ

ヤマアジサイ

カ琴ン

カ　ljン

マルメV
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いきくさ　　　ベンケイソウ

いしえんど一　カラスノエンドウ

いしだん　　　ユキノシタ

いせじろ　　　アセビ

いたちのしりかけ　ゴマギ

いたちのひともとぐさ

　　　　　　　タカサブロゥ

いたちのへっびり　ゴマギ

いたや　　　　イタヤカエデ

いちじく　　　イチジク

いちょうのき　イチョウ

いちりんそ一　ニリンソウ

いっかき　　　ウコギ

いっかきのきのは　ウコギ

いっかきのは

いっっき

いつき

いとあおさ

いとざくら

いぬえび

い梅とりぎ

い掩のお

いのみ

瞬まなのき

い‘まち

い隷らいちご

い鯉らのみ

い繍らば

い事まな

い繧なのき

摯もこ

＄もだつ

拳や嬢ぎ
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を魂｝うな

華おう醸一き

郵わ彰しゃ

華あだたら

垂縁｝ぶき

華あぼ一き

毛～わ豪き

輪わまつ

いわ坤り

いわんたいら

いわんだいら

いわんだら

いんとりぎ
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いんにょこにょ一にょ一
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イワヒバ
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いんねこにょ一にょ一

　　　　　　　ネコヤナギ　　28

いんねこねこ　ネコヤナギ　　　28

いんねこねこのこ　ネコヤナギ　28

いんねこばな　ネコヤナギ　　　28

いんのこ　　　ネコヤナギ　　　28

いんのこ晦一じゅ一
　　　　　　　ネコヤナギ　　　28

いんのこじょ一じよm

　　　　　　　ネコヤナギ　　　28

いんのこにょ一にょ一

　　　　　　　ネコヤナギ　　　28

いんのこぼ一ぼ一

　　　　　　　ネコヤナギ　　　28

いんのこやなぎ　ネコヤナギ　　28

いんのを　　　エノコログサ　　7

いんびき　　　オオバコ　　　　7

　うノ部

うぐいすやぶ　ヒョウタンボク　32

うしこ一げ　　　マッバイ　　　　　35

うしこごろし　カマツカ　　　　10

うしころし　　カマツカ　　　　10

うしころし　　ネムノキ　　　28

うしごろし　　カマツカ　　　　10

うしずいか　　ギシギシ　　　　12

うしずいこ一　ギシギシ　　　12

うしのすじわたし

　　　　　　　ヒカゲノカズラ　31

うしのひたい　タンバノリ　　　22

うしのひたい　ミゾソバ　　　　36

うしのめくすリ　トウキ　　　25

うしぶたい　　ミゾソバ　　　　36

うじころし　　クララ　　　　　14

うじころし　　ハナヒリノキ　　30

うずらそう　　チドメグサ　　　23

うたうたいな　ウワバミソウ　　　6

うばがち　　オドリコソウ　　8
うばがち　　　ツリガネニンジン・24

うばがちぢ　　ツリガネニンジン　24

うまあらいうつぎ　ドクウツギ　25

うまあらいくさ　ドクウツギ　　25

うまあれ一うつぎ

　　　　　　　ハナヒリノキ　　30

うますいび　　ノブドウ　　　29

うまずいか　　ギシギシ　　　12

うまぜり　　ウマノアシガタ　5

うまぜリ　　キツネノボタン　12

うまのくそたけ　オニフスベ　　8

うまのほこりたけ　オニフスベ　　8

うみがま　　　アマモ　　　　　　3

うめがえそ一　ハマナデシコ　　31

うあがえそ一　フジナデシコ　　33

うめもどき　　ツルウメモドキ　24

うら婆ろ　　　シロダ毛　　　　19

うらoろ　　ヤブタバ：　　39
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うるき

　えノ部

えちこいも

えどいも
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えんころ
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